
    
      夏海紗音と不思議な世界２



直江ヒロト













富士見ファンタジア文庫



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

口絵・本文イラスト　水沢深森



    

  
    
      　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ



プロローグ

第一章★ストレイ・シープス

第二章★ヒット・エンド・ラン

第三章★ストーミー・デパーチャーズ

第四章★ゴースト・イン・ザ・シップ

第五章★ワイルド・クエスト

第六章★エスケイプ・ラプソディー

エピローグ



　あとがき




    

  
    
      
　プロローグ






　これは味み噌そ汁しるにワカメが浮うかんでいるのと同じくらいよく知られた事実だが、どんな物語にも必ず終わりがあるものだ。例たとえばおとぎ話の典型的な結末は、次の通りである。

『愛のキスで呪のろいから解放されたお姫ひめ様さまは、王子様と幸せに暮らしたとさ』

　物語はこうしてハッピーエンドを迎むかえるが、だからといってお姫様の人生がハッピーだったとは限らない。きっと読者には語られない、生活臭しゆう漂ただようトラブルもあったはずだ。一人ひとり息子むすこがグレたとか、王子様の浮うわ気きとか、タチの悪い鬼おに姑しゆうとめの嫌いやがらせとかね。だからお姫様にしてみりゃ、案外、永遠の眠ねむりの中にいた方が幸せだった可能性もあるわけだ。

　そりゃ僕だって、永遠に眠りたいって思う朝があるもんな。ちぇっ。

　ま、要するに、眠るより起きてる方が大変で、幸せを手に入れるのはもっと大変で、手に入れてからはさらに大変ってことである。そうそう、紗しや音のんは言ってたっけ。お宝って手に入れるまでは面おも白しろいけど、手に入れちゃったらどうってことないわねって。

　意外とマトモなこと言うよな、彼女。



　夏なつ海み紗音と不思議な航海の物語が終わったからといって、僕の人生の物語がそれで幕まく引ひきになったわけでなく、僕は平へい凡ぼんな高校生として平凡な学生生活を送る毎日だった。

　あれだけ劇的な体験をしたんだから僕の人生観も劇的に変化して、高校では少しぐらい社交的になったのかというと、それがそうでもなく、中学時代と変わり映ばえしない自分に少々呆あきれてしまう。こんな調子じゃいずれ誰だれからも相手にされなくなって、年を取ったら新聞に投書して社会批判を繰くり返す偏へん屈くつジジイになってるかもしれん。注意しよう。

　どうやら少年が大だい冒ぼう険けんの中で人間的に成長していくのはアニメや小説だけの話で、現実問題として人はさほど変化するわけでもないようだ。そりゃそうか。旅したぐらいで賢けん者じやになれりゃ、お盆ぼんや正月の成田空港はブッダやガンジーもどきで溢あふれ返ってるはずだしね。

　けど実際のところ馬ば鹿かは世界を何周しようとクルクルパーで、そんな奴やつが海外から帰ってきた日には電波系の旅行話をばら撒まいて周囲を辟へき易えきさせるのがオチである。西洋の諺ことわざにもある通りだ──“〝ロバは旅に出ても、馬になって帰るわけじゃない”〟

　ただ僕の場合、あの日以降は崩ほう壊かいした世界観を立て直すのに大変で、友達を作るどころじゃなかったのは確かである。例えば旅行から帰ってきてしばらくの間、日常生活に溶とけ込めないことがあると思う。それと同じさ。紗音と過ごした日々があまりにも鮮せん烈れつだったので、僕にはこの世界が希き薄はくに感じられ、淡あわい夢の中を漂ってる気分だったんだ。

　くだらない『外』の現実世界ではなく。

　色いろ鮮あざやかな『内』なる思い出の世界に。

　僕はクラスに溶け込む前に、世界に溶け込むとこから始めなきゃいけなかったのである。

　けど何事も時間が解決してくれるもので、やがて僕もこの平凡な日常に適応し始め、実力テストやら中間テストやら抜ぬき打ちテストの波は状じよう攻こう撃げきを何とかクリアしつつ、ようやく高校生活にも慣なれてきたのは『夏海紗音と不思議な航海』を書き終えた頃ころだった。

　それから間もなくのことである。

　僕の人生の座標に再び魚ぎよ雷らいがぶち込まれたのは。

　六月下げ旬じゆんのことだった。

　冷たく暗い、雨の季節。

　不思議な航海から四ヶ月が経過した、あの日──



　これは、夏海紗音と邂かい逅こうした物語である。



    

  
    
      　第一章　ストレイ・シープス






　まるで世界が飽ほう和わ水すい蒸じよう気き量に達したかのような、湿しつ気けの多い午後だった。

　じっと座すわって授業を聞いているだけでも、全身から汗あせが滲にじんでくる。だから頬ほお杖づえをついて下した敷じきを団扇うちわ代がわりに扇あおいでいると、加か藤とう教きよう諭ゆに注意されてしまった。

　やれやれ。

　六月ってのは、一年で一番うっとうしい季節である。

　雨が多いし、カビは生えるし、衣ころも替がえをしなきゃいけないからな。春か夏かもよく分かんない季節だから、着る服にも困っちゃうしね。おまけにカレンダーを見ても祝日が一日もないんだから、好きになる要素なんて一つもない。近々、結けつ婚こんする予定もないしね。

　そんな梅つ雨ゆも七月になれば終わりを告げて、待ちに待った夏休みがやって来る。だけど人生の梅雨は、七月になったからといって明けるわけじゃない。止やまない雨はないってのは単なる自然現象の話で、人生には死ぬまで降ふり続ける雨もあるからだ。だけど梅雨が明けても雨が止まなかったら、その春と夏の狭はざ間まに漂ただよう不ふ透とう明めいな日々はきっと恐おそろしくうっとうしいに違ちがいない。毎日傘かさを持って出で掛かけなきゃならんってだけでも面めん倒どうだもんな。

　その日も午後から雨が降り出し、傘を忘れた僕は窓まど際ぎわの席でため息をついた。

　六限目は数学で、教きよう壇だんでは加藤が三角関数だか三角関係だかの講義をしていた。雨あま音おとに負けまいと声を張り上げている姿は、発情期の頓とん馬まみたいだ。あんまりやかましいので口に黒板消しでも突つっ込こんでやろうかと思っていると、終業のチャイムが加藤を黙だまらせた。

　暑苦しい授業が終わると、生徒達はぞろぞろと家いえ路じにつく。

　既すでに期末テスト一週間前なので、部活はない。

　というわけで僕も帰り支じ度たくをしていると、

「おーい、悠ゆう馬ま」

　クラスメートの西にし守もり亮りよう太たがやって来た。

「《なぽりたん》に寄って行こうぜ」

　何が嬉うれしいのか、えらく機き嫌げんがいい。こんな気の滅め入いる季節にハイテンションを維い持じできるなんて一体何を食っているんだろう。危ないクスリでもキメているのかもしれない。

　僕は鞄かばんを肩かたに掛かけ、なぜか陽気な友人を見やった。

「テスト勉強はいいのかよ」

「ああ。やっても同じだし」

「お前はな。俺は違う」

「いいじゃねえか、テストなんて。赤点取っても死ぬわけじゃあるめえ」

　彼は箒ほうきみたいな顔で、臆おくすることなく試合放ほう棄きを宣言した。

　その潔いさぎよさには感服するが、死ななきゃいいという問題でもあるまい。

　僕はそう指し摘てきしてやったが、西守は引き下がらなかった。

「今日は直なお美みさんがバイトの日なんだよ」

「誰だれだよ、直美さんって？」

「ウェイトレスのお姉さん」

　何度も通かよってるのにそんなことも知らんのか、という顔を彼はした。

　知らんわい。クラスの女子の名前も、まだちゃんと覚えてないのに。

　ちなみに《なぽりたん》ってのは、学校の近くにある古い喫きつ茶さ店てんのことである。床ゆかは汚きたなく、値段は暴利で、ナポリタンは異常にマズい（看板メニューじゃないの？）。こんな店は潰つぶれて当然というか潰れた方が世のためになるのだが、バイトのウェイトレスがえらい美人なので客の入りは悪くない。彼女目当てに足しげく通う西守などは、いいカモだろう。

「直美さん、霧きり間ま短大に通ってるんだってよ」

「ふうん」

　誰も訊きいてねえよ、と思いながら。

「なんでお前、そんなこと知ってんだ？」

「そりゃ、直美さん美人だし」

　まるっきりピント外はずれの返答をして、西守は胸ポケットから手帳を出した。

「我わが報道部の情じよう報ほう網もうを甘く見るなよ。ウチの学校に通う美人の個人情報は、全てここに網もう羅らされてるんだ──住所から電話番号、血液型、生年月日、趣しゆ味みまで完かん璧ぺきにな」

　底なしのヒマ人だな。んなことしてるから、中間テストで赤点取るんだ。

「直美さんは海星高校ウチの生徒じゃないだろ」

「直美さんぐらい美人だったら問題ないよ」

　西守は、アハハと笑った。

　お前の方に問題はあるがな。

　なぜ僕みたいにシックでストイックな男がこんな能天気野や郎ろうと親しくなったのかというと、これは僕に何らかの落ち度があったわけじゃなく、言うなれば不ふ可か抗こう力りよくだった。単に席が近かっただけである。あれは入学して三日目のことだ。僕が自分の席でウィリアム・ギブスンの『ニューロマンサー』を読んでいると、「ＳＦが好きなのか？」と彼が話しかけてきたのである。こいつもＳＦ好きかと思い、以来、話をするようになったのだ。後で分かったことだが、西守は読書をしないどころか教科書さえロクに読まない奴やつだった。

「さ。行こうぜ、悠馬」

「やだ。今日は帰る」

「いいじゃねえか、ちょっとぐらい。な？」

　と、しつこい誘さそいを受けている時だった。

「凪なぎ沙さくん」

　突とつ然ぜん、背はい後ごから声をかけられた。

　振ふり返ると、長い黒くろ髪かみをストレートに伸のばした女子が立っていた。

　クラスメートの瀬せ戸と彩あや花かさんだ。

「あの、ちょっと時間いい？」

　はい？　何でしょう？

「実は、相談したいことがあって」

「俺に？　何？」

「その、ここじゃ、ちょっと……」

　瀬戸さんは、チラッと西守を一いち瞥べつした。

　さすがに西守も機き微びを察し、「じゃあな」と含ふくみのある笑えみを残して去っていく。

　その背中を見送ってから、瀬戸さんは目で僕を促うながして歩き出した。

「…………」

　ふむ。これはどういうことだろう？

　瀬戸さんは昔ながらの和風美人といった、控ひかえ目で物静かな女の子である。自分から男子に声をかける姿を僕は初めて見たし、しかもその相手が僕なのだから驚おどろきだ。おまけに相談があるとは面めん妖ようこの上ない。僕は人生相談員でもないし、大おお岡おか越えち前ぜんでもないんだが。

　けど面妖だろうと綿めん棒ぼうだろうと、美人のお誘いを断るわけにもいくまい。

　戸と惑まどいに首を傾かしげつつ、僕は彼女の後を追いかけた。



　やって来たのは、多目的ホールの二階にある講堂だった。

　そこは一年Ｂ組の僕の教室から十分近くも歩かねばならず、なんだってこんな遠い所まで足を運ぶ必要があるのかと疑問に思ったりもしたが、いざ講堂に来てみると理由は何となく理解できた。人ひと気けのない場所で二人きりで話がしたいということらしい。無人の講堂は静せい謐ひつとしており、屋外から響ひびく雨音が単調なリズムを奏かなでていた。

　それにしても、相談って何だろうか。もしや「実は私、前から凪沙くんのことが」的なことだったらどうしよう。僕は先週、西守から借りたラブコメ漫まん画がの告白シーンを思い出し、ちょっとドキドキした。よし、念のため心構がまえはしておこう。だってそういう展開がないわけじゃない可能性もないこともない見込みだってないわけじゃないからな。

「ごめんなさい。西守くんの誘いを断らせちゃって」

　瀬戸さんが、憂うれいを帯びた表情で振り返った。

「迷めい惑わくだったかしら」

「全然。どうせ大した用じゃないし」

　暗い講堂で二人きりという状じよう況きように、僕は緊きん張ちようしていた。

　意味もなく前まえ髪がみを掻かき上げてみたりもする。

「それで、相談って？」

「うん……」

　言い出しにくそうに、瀬戸さんは俯うつむいて黙り込む。

　なだらかな雨音が、聴ちよう覚かくをくすぐった。

「その、変な奴だって思わないでほしいんだけど」

　一つ前置きをして、彼女は言った。

「実は夢を」

「は？」

「最近、不思議な夢を見るの」



    

  
    
      「…………」

　隠かくし球だまをされた間ま抜ぬけなランナーのように、僕は面食らった。

　変な夢？

　しかし瀬戸さんは、淡たん々たんと言葉のボールを投げ込んでくる。

「毎晩同じ夢を見るんだけど、朝になると何も覚えてないの。目を覚ました途と端たんに、内容は全て忘れてしまって……どう言えばいいのかしら。目覚めた瞬しゆん間かんに夢の輪りん郭かくがぼやけていって、ただ昨日きのうと同じ夢だったっていう印象だけが残るの。そんな経験ない？」

　ない、というのも気が引けたので肩をすくめておく。

「でも今け朝さは、少しだけ覚えてることがあったの」

　胸の前で手を組み合わせ、彼女は目を伏ふせた。

「それで、ちょっと気になることがあって……」

「…………」

　こういう時って、どうリアクションすればいいんだろうね。

　態度に困って、僕はただ「はあ」と声を漏もらすことしかできなかった。告白タイムを期待していた自分の間抜けっぷりはともかくとして、なぜそんな話を僕にするんだろう。夢の相談なんて心理学者か占うらない師しにでもすりゃいいのに、こいつはとんだお門かど違ちがいである。

　だが瀬戸さんは真しん剣けんに悩なやんでいるようなので、無む下げに撥はねつけるわけにもいくまい。

　夢なんて大たい抵てい変なものだろうと思いつつ、尋たずねてみる。

「どんな夢なんだ？」

「海よ。夕陽に染まった真まっ赤かな海……私は小さな島の崖がけに立ってるの」

　ぽつりぽつりと、瀬戸さんは語り出した。

「すごく変な感じがしたわ。夢なのに、夢じゃないような現実感があるの。なんて説明すればいいのか……そう、風の感かん触しよくや潮しおの香かおりが、夢にしてはすごくリアルなの。でも現実にしては悲しいぐらいに儚はかなくて……そして私はこう思うの。またここに帰ってきたって」

「ここって、その島のことか？」

「うん。ピラミッドの形をした変な島。山の上にお城があって、高い塔とうが見えたわ」

「…………」

　これより乱気流の中を通過します。シートベルトをご着用ください。

　そんなアナウンスが、頭の中で聞こえた。

「丘おかの上からそのお城を眺ながめてると、いつの間にか隣となりに男の子が立ってるの。顔は思い出せないし誰なのかも分からないんだけど、夢の中の私はその人をよく知ってるの。彼は私に何か訴うつたえかけてきて……でも私には何を言ってるのか全然理解できなくて……」

　俯きがちに続けてから、瀬戸さんは顔を上げた。

　そして何の脈みやく絡らくもなく発せられた次の言葉は──

　巨きよ大だいハリケーンとなって、僕の思考を吹ふき飛ばした。

「夏なつ海み紗しや音のんって、誰？」

「!?」

　思わずよろめいてしまった。心臓が破は裂れつしそうになった。

「な、何だって？」

「夏海紗音。誰なの？」

「ちょちょ、ちょっと待てよ」

　舌が回らないほどパニクった。

　夏海紗音？　そう言ったのか？　聞き間違いじゃないよな。

　たった一発の言葉の銃じゆう弾だんが、僕の現実感を瞬時に撃うち砕くだいていく。夏海紗音。地球上で僕をこれほど動揺させる人名は、他に存在しないだろう。

　体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じながら、僕はやっとの思いで続きの言葉を吐はき出した。

「なんでその名前を？」

「分からない」

　瀬戸さんは、弱々しく首を振る。

「私、何も知らない……夏海紗音なんて人には会ったこともない。そんな人、全然知らないのに……今朝目が覚めたら、その名前が頭の中にあって……私、どうしたのかしら？」

「お、落ち着いて、瀬戸さん」

　むしろ落ち着くのは僕の方だ。僕は我われ知らず震ふるえる彼女の肩かたを掴つかんでいた。

「何か覚えてることはないか？　他に思い出せることは？」

　だが瀬戸さんは、力なく頭かぶりを振るだけ。

　どういうことだ？　なぜ彼女が紗音の名前を？

　いやいや、そんなことあり得ない。

　夏海紗音は重じゆう複ふく世界の人間だ。この現実世界と表ひよう裏りを成なす、別世界の住人だ。瀬戸さんが彼女を知っているはずがない。かつて僕が重複世界を訪れた時、そこの人々が誰も僕を知らなかったように、この世界の誰だれ一人ひとりとして紗音を知っているはずがないのだ。

　なのに、なぜ？

　同どう姓せい同名の別人か？　何かのおかしな偶ぐう然ぜんか？

　でも瀬戸さんが夢に見た島は、虚うつろ島じまじゃ……？

　頭の中で疑問の暴風雨が吹き荒あれた。

　ワケが分からねえ。脳内に取り込まれた情報を処理できず、ニューロン細さい胞ぼうが悲鳴を上げている。何ヶ月もかけて修復してきた現実感が、笑えるほど呆あつ気けなく瓦が解かいしていく。

　動どう悸きが激しくなるのを感じつつ、僕は瀬戸さんに問いかけた。

「いつからその夢を？」

「分からない。最近のような気もするし、何ヶ月も前から見てる気もする」

「じゃあ、どうして俺に相談しようと思ったんだ？」

　すると、瀬戸さんは鞄かばんから用紙の束たばを取り出した。

　げっ。一目見て、僕はうろたえた。

　一枚目には、こう書かれていたのだ──『夏海紗音と不思議な航海』。

　オーマイガッ。

「どど、どうしてこれを？」

「今朝、ネットで『夏海紗音』って名前を検けん索さくしたの。そしたら、これが」

　瀬戸さんが、沈しずんだ目で見つめてくる。

「凪沙くんが書いたんでしょ？」

「ええっと……」

「主人公の名前、凪沙悠馬だし」

　ぶっ！

「読んだの？」

「うん」

　きゃーっ！　スゲー恥はずかしいぞ！

　顔から火が出て、僕の顔面は丸まる焦こげになった。穴があったら入りたいというか自分で墓ぼ穴けつを掘ほって埋うまりたいので誰か土をかぶせて埋まい葬そうしてくれ。徹てつ夜やで書き上げた情熱溢あふれるラブレターを他人に読まれても、こんな恥ずかしい思いはしないだろうな、きっと。

「この小説に出てくる女の子……夏海紗音」

　瀬戸さんはおずおずと喋しやべり続ける。

「それにこの虚島……私の夢に出てくる島に似にてるような」

「…………」

「これって偶然かしら？」

　僕は返答不能。

「だけど毎晩同じ夢を見るなんて、変よね」

　彼女はこちらを真まっ直すぐに見つめてきた。

「凪沙くんなら、私が見た夢が何なのか分かるんじゃない？」

「…………」

　その時、僕はどう答えればよかったんだろう。真実を話せばよかったのか？

　真実？　真実って何だ？

　僕が書いたのは架空フイクシヨンじゃなくて、実話ノンフイクシヨンってことか？　だけどもしどっかの誰かが「実は俺、美少女と大だい冒ぼう険けんをして世界を救ったんだぜ」なんて言ったら、どうするよ。「アニメの見すぎだ、この二次元野や郎ろう」って全力でそいつを馬ば鹿かにするだろうな。うん。梅つ雨ゆで脳みそにカビが生えた奴だって、もっとマシな戯たわ言ごとを吐くはずだ。言えるわけがない。絶対。うっかり真実なんて口にしたら、よくて変人扱あつかい、下へ手たしたら病院送りである。

「あの、分からなければ別にいいの」

　返答に困っていると、瀬戸さんの方が慌あわて出した。

「ごめんなさい。変な話して。気にしないで」

「いや、でも……」

「きっとただの偶然よ。自分の見た夢に意味を持たせたくて、凪沙くんの小説と結びつけちゃうなんて。テスト前で神経質になってたのかも……ごめん。全部忘れて」

　彼女は早口で取り繕つくろうと、一方的に話題を打ち切って用紙を鞄に入れた。

　馬鹿な話をしてしまったと後こう悔かいしているようだ。僕は何か声をかけようとしたが、なんて言えばいいのか分からなかった。いきなりこんな相談をされたら、混乱して当然だけどさ。どのみちユングの霊れいでも降こう臨りんさせない限り、瀬戸さんの夢診しん断だんは不可能だった。

　そうこうしているうちに、瀬戸さんはそそくさと撤てつ収しゆう準備を進め──

「……？」

　彼女の鞄に大きなキーホルダーがぶら下がっていることに、僕は気づいた。

　それは色いろ褪あせた銅色のメダルで、かなりの年代物といった印象だ。瀬戸さんってこういうアンティークなものが趣しゆ味みなのかと、どうでもいいことを考えていると。

「この前、神戸に行った時、骨こつ董とう屋やで見つけたの」

　僕の視線に気づいて、瀬戸さんは言った。

「安かったんだけど、気に入っちゃって」

「へえ。案外、凄すごい価値があったりして」

「だったらいいわね」

　と、微笑ほほえむ。だが彼女の瞳ひとみは、暗く沈んでいた。

　その物もの憂うげな眼まな差ざしを目にした途端、僕の心で何かが疼うずいた。あるいはこれが噂うわさに名高い騎き士し道どう精神ってやつかもしれない。反射的に、僕は僕らしくない行動を取っていた。

「瀬戸さん」

　立ち去ろうとした彼女を、呼び止める。そして学生手帳を取り出すと、自分の携けい帯たい番号を走り書きし、そのページを破って彼女に差し出した。

「何かあったら電話してくれ。その、力になるよ」

「…………」

　やや意外そうな顔。

「ねえ」

「ん？」

「私のこと、変な奴やつだと思ってない？」

　本気で心配している様子だった。まあ分からんでもないが。

「思ってないよ」

「そう……ありがとう」

　彼女は大事そうに電話番号を受け取ると、「さよなら」と言って去っていった。

　本当はもっと何かすべきことがあったのかもしれない、が──

　混乱の嵐あらしに思考を乱され、僕は無人の講堂で一人佇たたずむことしかできなかった。

　天窓の外では、相変わらず雨が降っていた。

　　　　＊




　家に着いた時には川で溺おぼれた河童かつぱみたいにズブ濡ぬれで、僕は制服をハンガーにかけるとすぐにシャワーを浴びた。まるで僕の帰宅を狙ねらい撃ちにしたかのような豪ごう雨うだった。

　実際、風ふ呂ろ場ばを出てバスタオルで頭をフキフキしながら外を見ると、いつの間にか雨が止やんでいるんだから世界はいよいよ僕に対して本格的な嫌いやがらせを開始したのかもしれん。

　まあいいさ。僕はイギリス人じゃないので、天気の話で盛もり上がる気はない。

　そんなことよりも。

　僕は二階の自室に入ると勉強机に腰こしを下ろし、瀬戸さんの話を思い返した。

　一体何が起きているんだろう。

　この宇宙を支配する人じん智ちを超こえた存在が、僕をからかって遊んでいるのだろうか。

　夏海紗音。瀬戸さんは確かにそう言った。まさかその名前をクラスメートから聞かされるとはね。胸むな騒さわぎを覚える。彼女の見た夢が、無意味な睡すい眠みん現象だとは思えなかった──いや、思いたくなかった。僕自身、今も紗音を身近に感じる。彼女は間ま違ちがいなくこの街で生きているのだ。僕のすぐ傍そばで。だが見ることも触ふれることもできない場所で。

　僕は数週間前に帆ほ坂さか駅で紗音を見かけたことを思い出し、憂ゆう鬱うつな気分になった。

　視線を交差させただけの、刹せつ那なの邂かい逅こう。

　言葉を交かわす間もない、一いつ瞬しゆんの再会。

　なのに時間が経たつにつれ、あれは幻まぼろしだったんじゃないかという気がしてくる。

「あ、そうだ」

　そこで大事なことを思い出し、僕はパソコンを立ち上げた。別に瀬戸さんの話を疑ったわけではないが、検索エンジンを使って『夏海紗音』という単語を検索してみる。

　なるほど。確かに僕のブログがヒットした。

　僕は表示されたページを、じっと見つめた。

　はっきり言って大したサイトではない。不特定多数の人間に見せるために作ったわけじゃないので、かなり手を抜ぬいた仕上がりになっている。ページの一番上に『夏海紗音と不思議な航海』というタイトルがあり、僕の回想録が章ごとに公開されているだけだ。海を意識した青いカラーのデザインが、唯ゆい一いつのこだわりと言えばこだわりかもしれない。

　問題は、自分の本名がネット上に思い切り公開されていることだ。おまけに全文を読めば、住んでいる街から学校名、学年まで特定されてしまう。現に瀬戸さんは、このブログの管理人が僕だと気づいた。となると、他にも気づく人間が出てくる可能性がある。

　おかしなトラブルに巻き込まれる前に、やはり記事は削さく除じよしておくべきか。

　僕はマウスのポインターを、『削除』ボタンの上に持っていった。

　そこで、手を止める。

　かなり長い時間考えてから──

「…………」

　僕はパソコンの電源を切り、引き出しから写真立てを出してベッドに転ころがった。

　削除するかどうかは、また今度考えよう。すぐに結論を出す必要もあるまい。

　僕はベッドに横になり、ぼんやりと写真を眺ながめた。

　言うまでもなく、これはあの別れの日にマリンブレード号の甲かん板ぱんで撮さつ影えいした集合写真である。中央では王おう冠かんをかぶった紗音が、元気よくピースをしている。今も色褪せない無む邪じや気きな笑顔。生き生きとした表情──あの頃ころと変わらぬ夏海紗音が、そこに輝かがやいていた。

　胸が重く、苦しくなってきた。

　彼女は今、何をしてるんだろう？

　古代の財宝を求めて、どこかの海を冒険しているのだろうか。

　それとも僕と同じように、毎日学校に通かよっているのか。

　そんなことを思い巡めぐらせていると、段々気が滅め入いってきた。

「…………」

　実を言うと、何度かこの写真を捨すてようとしたことがある。ブログを閉へい鎖さしようと思ったのも、今回が初めてではない。心のどこかに、全てを削除したいという思いがあった。あの冒険を忘れようとしている自分がいる。紗音との思い出を背せ負おって生きていくのは、今の僕にはかなり辛つらかった。会えない苦しみを抱いだき続けるぐらいなら、忘れてしまう方が楽だった。だから写真を破り捨て、ブログを閉鎖し、全ては一夜の夢物語だったと思い込もうとしたのである。そうすりゃ、少なくともこの切なさからは解放されると思って……

　だけど、できなかった。できるわけないよな。

『夢じゃないよ。あたしは、この世界で生きてるよ』

　別れ際ぎわに言った、紗音の言葉が蘇よみがえる。

『また会おうね、悠馬！』

　忘ぼう却きやくの彼方かなたに葬ほうむり去るには、彼女の声はあまりにも鮮せん烈れつすぎた。

　いつの日か、また会える──

　今はそれを信じて生きていくしかないのかな。

　そんなことを考えているうちに天てん井じよう付近から睡すい魔まが降おりてきて、僕は目を閉じた。テスト勉強しなきゃという考えが脳のう裏りを掠かすめたものの、そのまま夢の世界に落ちていく。

　淡あわい幻げん想そうの中で、紗音が僕の名前を呼んでいた。

　何だよ、うるさい奴だな。僕はそう応こたえた。

　驚おどろきも感動もなかった。夢を見ていることが分かったからだ。明めい晰せき夢むってやつである。

　紗音は不ふ機き嫌げんな様子でつかつか歩み寄ってくると、いきなり僕の首を絞しめ始めた。なんで無視すんのよ、返事しなさいよ、などとのたまっている。僕は必死で応えようとするが、息が詰つまって声が出ない。夢の中でよくある現象だ。例たとえばおっかない怪かい物ぶつが襲おそってきて逃にげなきゃいけないのに足が鉛なまりみたく重くなって走れないとか、誰だれかに助けを求めようとしても声が出ないとか、身体からだの自由が利きかなくて焦あせりまくるお馴な染じみの展開。

　紗音はぎゃんぎゃん喚わめきながら、牛の乳でも搾しぼるみたいに僕の首を絞しめ上げる。いくら理り不ふ尽じんがまかり通る夢の世界とはいえ、こうも首を絞められたら声なんて出るわけない。

　おまけに本格的に息苦しくなってきて……

　……ん？

　ある事実が閃ひらめいた、刹那。

「起きなさいってば、悠馬！」

「──!?」

　ギョッとして、僕は目を見開いた。

　世にも恐おそろしい悪あつ鬼きが、凄せい絶ぜつな形ぎよう相そうで僕の首を絞めていた。

　ぎょおわああああっ!?

　とっさに腕うでを振ふり払はらい、飛び跳はねる。パニック状態で身体を仰のけ反ぞらせた途と端たん。

　背はい後ごの壁かべに後頭部を派は手でに打ちつけて、僕は悲鳴を上げた。ぐおあっ!?

「あ。起きた」

　無邪気な少女の声がした。

　僕の首を絞めていた悪鬼が、じっとこちらを見ていた。

　パニックの第二波が、やって来た。

　あるいは夢物語の第二章。

　夢と現実がごっちゃになり、僕は声も出せずに固まった。

　もう何が何だか分からない。心臓が止まりそうになった。

　混乱と錯さく乱らんの妖よう精せいが、頭上で小こ躍おどりする中──

　そいつはにこやかに挨あい拶さつした。

「ハロー！」



　この世は舞ぶ台たいで人は誰もが役者だと述のべた劇作家が大昔にいたけど、これが舞台劇なら僕の配役は完全なミスキャストである。きっと脚きやく本ほんを書いた人物は、酔よっていたか、頭がイカれていたか、頭のイカれた酔っ払いだったに違ちがいない。



    

  
    
      　唐とう突とつと言えばあまりにも唐突な展開に、僕はベッドの上で完全に凍こおりついてしまった。

　脳みそがマッシュポテトみたいにふわふわになって、何も考えられない。

　ついに現実と妄もう想そうの区別がつかなくなったのか、俺？

「ふうん。これが悠馬の部屋かぁ」

　この場に存在するはずのない生命体が、興きよう味み津しん々しんに室内を見回していた。

「結構キレイじゃない。男の子の部屋って、もっと汚きたないと思ってたのに」

　ちっ、裏切ったわね──などと悪あく態たいをついたりしている。

　そいつは如月きさらぎ女子高校の制服を着た、小こ柄がらな少女の姿をしていた。くりくりのどんぐり眼まなこは好こう奇き心しんいっぱいに見開かれ、小さな頭がキョロキョロ動くたびに、艶つやのある長ちよう髪はつが細い肩かたの付近で揺ゆれている。天井にぶら下がった蛍けい光こう灯とうの光を浴びて、滑なめらかな曲線を描えがいた太ふと腿ももが白い輝きを放っていた。ミニスカートから、すらりと伸のびる細い脚あし……

「…………」

　僕は呆ぼう然ぜんとした。

　夏海紗音っぽい生き物が、部屋の中をうろついていた。

　どうなってる？　まだ夢を見ている最中か？

　だが本能が、それを完全否定していた。僕の鼓こ動どうは、今や激しいまでのプレスティッシモを刻きざんでいる。眩暈めまいすら覚えるほどの勢いで、心臓が身体の内側から強烈なノックを繰くり返している。まるで心音をリズムに、全細さい胞ぼうがカーニバルでもおっ始めたみたいだ。

　嘘うそだろ？

　声も出せずに口をパクパクさせていると。

　戦せん艦かんニュージャージーのプラモを眺めていた少女が、きょとんと振り向いてきた。

「どしたの？　猿さるがウミウシ食ったような顔して」

　どんな顔だ、それは。

　かなりの労力を費やして、僕はようやく言葉を吐はいた。

「紗音、なのか？」

「当たり前じゃない。寝ねぼけてんの？」

「う。そうかも」

「だからって、さっきから人の顔じろじろ見て失礼じゃない」

　ドキッとするほど顔を近づけてきた紗音が。

　突とつ然ぜん、にんまりと笑った。

「あ、分かった。久々に会って紗音ちゃんの可愛さに度ど肝ぎもを抜かれたんでしょ！」

　そして右腕を振り上げ、人差し指をぴんと突つき立てる。

「紗音ちゃんの可愛さは、日本列島を駆かけ巡る！」

　うっとうしい梅ばい雨う前線みたいなもんか？

「なんか言った？」

　いや、別に。

「……気にすんな」

「うん。分かった」

　なぜか素す直なおに頷うなずいて、彼女は再びプラモ鑑かん賞しように没ぼつ頭とうした。

　変な奴やつ。

　ということは、本物の紗音か？

　なぜここにいる？

　いや、それよりも「悠馬、会いたかったよ！」とか言って抱きついてくる展開にならないのはなぜだろう。あってしかるべきだろう、普ふ通つう。彼女と再会するシチュエーションを三百二十六通りぐらい想像してきたが、こんな素そっ気けないパターンは想定外である。

　しかし、目の前にいるのは間ま違ちがいなく紗音だった。

　それを実感すると、無む性しように嬉うれしくなってきた。

　胸の奥からこみ上げてくる喜びを抑おさえつつ、僕は素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「どうやって家に入ってきたんだ？」

「え？　そこのベランダから。鍵かぎ開いてたもん」

「どうやってベランダまで上がってきたんだよ」

「壁に付いてるパイプっぽいやつを登ったの」

「パイプ？　竪たて樋どいのことか？」

「何それ？」

「屋根の雨水を地面に流す管くだだよ。排はい水すい用の」

「あれ、タテドイって言うんだ」

　紗音は、「ふうん」と感心した。

「悠馬って、顔に似に合あわず物知りね」

「さりげなく失礼なこと言うな」

「言ってないわよ。物知りだねって褒ほめたんだもん」

　間ま抜ぬけ面づらって言われた気がしたんだけどな、俺は。

　にしてもベランダから侵しん入にゆうすんなよ。スパイダーマンか、お前は。

「お前さあ、インターホン鳴らしてドアを開けてもらおうとは思わなかったのか？」

「ねえ、あたしもこのプラモ欲しい！　どこで売ってるの？」

「聞けよ、おい」

　僕は軽い徒労感に見み舞まわれた。

　この女の相手をするのは楽じゃない。四ヶ月のブランクを実感するね。

「いいか、紗音」

　腕を組んで、説教してやる。

「普通、どんな家にも玄げん関かんがあるだろ。玄関ってのは、家の内と外を出入りするために作られた扉とびらだ。つまり住人が外へ出やすいように、また訪問者が家に入りやすいように玄関があるわけだ。というのも一いつ般ぱん的に壁を登ってベランダから入ったり、壁を登ってベランダから入られたりすることを住人も訪問者も好まないからだ。そのために玄関があり、玄関には住人を簡単に呼び出せるようインターホンが付いてるんだ。聞いてるか？」

「ちょいさちょいさのへっぷっぷー！」

　紗音は得体の知れない挙動で、ふにゃふにゃと室内を動き回っていた。

　これっぽっちも聞いてない。なんて奴だ。

　こういう振ふる舞まいは、以前と全く変わってないな。

　それでも記き憶おくの中の彼女と違って見えるのは、四ヶ月という歳月のせいだろうか。それとも如月女子の制服を着ているせいか。高校生になった紗音は、新しん鮮せんで、可愛くて──

　エッチな身体になっていた。

　……おほん。

　一つ咳せき払ばらいして、僕は実際的な方向に話を進めた。

「ところで、どうやってこっちの世界に来たんだ？」

「え？　ああ、これよ」

　紗音は制服の胸元に手を突っ込こみ、

「ぽんぽこぷっぷぷー！」

　変な効果音を口ずさんで、黒い物体を取り出した。

　一体どこに手を入れてんだか。ブラの中にでも隠かくしてたのか？

　もうツッコミどころが多すぎて、ツッコむ気にすらならねえ。

　ともかくその物体は、携けい帯たい電でん話わに似た薄うすっぺらい直方形をしていた。

「それは？」

「虚うつろ島じまで手に入れたパシフィスの古代遺い物ぶつよ。《共時性同位転向ゲート》とかいう名前らしいけど。異空間同士の構成要素を中和して、同位空間異世界への扉を開く装置なの」

「重じゆう複ふく世界を行き来できるアイテム？」

「そゆこと」

　そりゃまた便利なおもちゃを手に入れたものだ。

「それで、こっちへは何しに？」

「実はパシフィスの古代遺物を探さがしに来たの」

「古代遺物？　そんなのがこっちの世界にあるのか？」

「うん。パシフィス大陸が沈しずむ時、大勢のパシフィス人が船で脱だつ出しゆつしたって話、覚えてる？　確かグアムで、ミズキくんが話してくれたと思うけど」

　もちろん覚えている。難なん破ぱ船せんで見つけた古こ文もん書じよを解読した時の話だ。

　ミズキ──という名前を聞いて、僕の胸に複雑な思いが渦うず巻まいた。

　それに気づいてか気づかずか、紗音は淡たん々たんと言葉を続ける。

「ある文ぶん献けんによると、大陸を脱出したパシフィス人の一派は、こういう《ゲート》を使って、こっち側の日本に漂ひよう着ちやくしたらしいのよ。一万年前にね。ま、そういうわけで、彼らが持ち込んだパシフィスの財宝がこっちの世界にもあるってわけ。ナットク？」

　あまり納なつ得とくじゃないけど、まあいいや。

「もしかして、すごいお宝なのか？」

「というより、絶対に必要なお宝ね」

　紗音は細い肩をすぼめてみせる。

「手に入れないと、困ったことになっちゃうの」

「困ったこと？」

「うん。すごくとってもヒジョーに甚はなはだ大いにすこぶる大変困ったことになっちゃうの」

「…………」

　困り度合いではなく、具体的にどう困ったことになるのか教えてほしいんだが。

　と、その時になって僕は紗音の異変に気がついた。気楽に振舞いながらも、彼女の瞳ひとみには何かを警けい戒かいする緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。それはマリンブレード号の船長として航海中ずっと見せていた──あの眼まな差ざしだ。ここは安全な陸地なのに、何をピリピリしてるんだ？

「ところでさ、悠馬」

　尋たずねるより先に、紗音が口を開いた。

「ここって、何か持てなし的なものは出ないわけ？」

「──は？」

「だからさ、ほら、例たとえばおいしい液体とか」

　液体？

「喉のどが渇かわいたって言ってるの！　無む駄だな抵てい抗こうは止やめて素直に飲み物を出しなさい！」

　なんじゃ、そら。

　別に抵抗する気はない。回りくどい言い方をするから分からなかっただけだ。

　どうして素直に飲み物をくれと言えないのだろうか。扱あつかいの難むずかしい女である。

「分かったよ。ちょっと待ってくれ」

　僕は「客人にお茶の一いつ杯ぱいも出さないって何事よ」とか「もう辟へき易えきしちゃう」といった紗音の愚ぐ痴ちを背中に聞きながら部屋を出た。いきなり押しかけてきて図々しい奴だった。

　一階に降りて冷蔵庫を覗のぞくと、お茶、牛乳、コーラがあった。後はポン酢ず。飲み物じゃないけど。ビールもあったが、紗音は泣き上じよう戸ごなので飲ませるわけにはいかない。

　僕はペットボトルのコーラを出すと、コップを二つ用意してお盆ぼんに載のせた。ついでにスナック菓が子しとカップ入りケーキも持っていくことにする。ＯＬが風ふ呂ろ上あがりに食べるようなやつだ。食後のデザートに取っておいたんだが、これで紗音の機き嫌げんを取っておこう。

　お盆に補給物資を載せ終えた時、外から犬の唸うなり声が聞こえた。

　山やま岸ぎしさん家ちのジョン万まん次じ郎ろうだ。えらい剣けん幕まくで吠ほえている。

　何だろうと思って窓から外を窺うかがうと。

「……ん？」

　一いつ瞬しゆん、何かが視界に入った。

　暗い路上に、誰だれか立っている気がしたのだ。そいつは僕の視線を避さけて、暗くら闇やみの中に身を退しりぞけた。いや、単にそう見えただけで、最初から誰もいなかったのかもしれない。

　目を凝こらしてみたが、やはり路上は無人だった。

　気のせいか……

　僕はお盆を持って二階に戻もどった。

　すると──

「……あれ？」

　部屋に紗音はいなかった。

「紗音？」

　彼女は忽こつ然ぜんと消え、無人の空間だけが佇たたずんでいた。大きく開かれた窓で、白いカーテンが夜風に揺ゆれている。ベランダから出て行ったのか、それとも最初から紗音なんていなかったのか。まさか幻まぼろしを見てたのかと不安を覚えたが、そういうわけではなさそうだった。

　机の上に紗音の痕こん跡せきを発見したのである。

　それは一枚のメモだった。

　例の下へ手たくそな字で、大おお雑ざつ把ぱな伝言が記しるされている。

『明日あしたの夜、駅前で会いましょう。ばいびー』

「…………」

　もう帰っちまったのか？　どうして理由も告げずに出て行ったんだ？

　そして──

　何が始まろうとしてるんだ？

　渦巻く疑問を胸に、僕は窓から身を乗り出して夜の街を見み渡わたした。

　光ひかり輝かがやく闇やみが、空と大地を覆おおっていた。その中に紗音の姿はなく──

　湿しつ気けをはらんだ風だけが、虚むなしく宙に舞っていた。

　　　　＊




　翌朝、睡すい眠みん不ぶ足そくという鉛なまり玉を頭いっぱいに詰つめ込んで、僕は学校に向かった。

　全然眠ねむれなかったし、テスト勉強もさっぱり手につかなかった。紗音の登場が僕の思考をかき乱したことは、わざわざ述べるまでもないだろう。前触れもなく現れて、風のように去っていく。正義のヒーローみたいな女だ。実体は突とつ如じよ襲しゆう来らいするゲリラ豪ごう雨うだが。

　にしても、結局あいつ何しに来たんだろうな。

　昨夜の話しぶりからして、何かトラブルに巻き込まれている様子だったが……

　トラブル？　僕は苦笑した。いつものことじゃないか。

　六月の空は、真っ青さおな絨じゆう毯たんを街の頭上に広げていた。

　視覚的には清すが々すがしいが、湿気が多いので不快指し数すうはかなりのものだ。学生ですし詰めになる満員電車に乗れば、そこはサウナ状態。強制参加で実じつ施しされる我が慢まん大会の会場である。

　だから帆ほ坂さか駅で降りる頃ころには誰も彼もが汗あせだくで、僕も例外ではなかった。

　生きたまま蒸むし餃子ぎようざにされたら、きっとこんな感じだろうな。

　そんなことを思いつつ、改かい札さつを出たところで声をかけられた。

「よう、悠馬」

　西守だった。不快指数を五％は上じよう昇しようさせる晴れやかな笑顔で、

「どうした？　えらく憔しよう悴すいしきった顔だな」

「テスト前だからな」

「とか言って、ホントは大人の勉強してたんじゃねえの？」

　何のこっちゃ。

「隠すなって、俺とお前の仲じゃねえか」

　そして殺意を掻かき立てるニヤケ面づらで、

「どこまで行った？　Ａ？　Ｂ？　Ｃ？」

「英語の話か？」

「瀬戸さんの話だよ。告こ白くられたんだろ？」

「告白られてねえよ」

「ははは。ちゃんと分かってるって」

　西守は嬉うれしそうに僕の肩かたを叩たたいた。

「瀬戸さんはああいう性格だし、周まわりに騒さわがれたくないんだな？　任まかせとけ。お前らのことは誰にも言わないし、温あたたかく見守ってやる。恋れん愛あいは最初が肝かん心じんだぞ。むはは」

　むはは、じゃねえよ。ちっとも分かってねえじゃん。

　どうして僕の周りには人の話を聞かないというか僕の話を聞かない輩やからばかりなのか。

　まあいいさ。放置プレー一いつ丁ちよう。

　朝からこいつのテンションに付き合えるほど、僕は高血圧じゃない。それに真相を話しても、どうせ信じないだろうしな。大体、他人の相談事を第三者にバラすわけにはいかない。僕はこれでも、巷ちまたではフランスパン並なみに口の堅かたい男として知られているのだ。

「しっかし意外だよなあ。瀬戸さんみたいな娘こが、お前みたいな変人とくっつくなんて」

「くっついてねえよ。それに俺は変人じゃない」

「なんか納得いかねえな。俺の方がイケメンなのに」

　冗じよう談だんは顔だけにしろ。

「まあいいさ。これでお前にも春が来たわけだ。俺もやる気が出てきたぞ」

「何の？」

「決まってるだろ。テストが終わったら直美さんをデートに誘さそうんだよ」

　こいつの頭は六月の青空以上に陽気だな。

「言っとくがモテ期に突とつ入にゆうしたのは、お前だけじゃないんだぜ」

　僕がモテ期に入ったという科学的証しよう拠こはどこの学会からも報告されてないわけだが、ともかく話を聞くと、近ちか頃ごろ直美さんが妙みように優やさしいという。それで舞まい上がっているのだ。彼女は俺に気がある、間ま違ちがいない、昨日も七回目が合った、だから夏休みにデートに誘うなどと血ち迷まよったことを西守は語り出した。お馬ば鹿かエンジン全開で青春街道を爆ばく走そうしていた。

　いるよな、ちょっと優しくされただけで自分に気があると勘かん違ちがいする奴やつ。

　従業員が客に優しいのは当然だろうに。

「ま、せいぜい頑がん張ばれよ」

「何だよ、その言い方。カノジョができた途と端たん、余よ裕ゆうかましやがって」

「だからできてねえっつーの」

「ふん。あくまでもシラを切るつもりなら、俺にも考えがある。瀬戸さんの住所や電話番号や趣しゆ味みが知りたくなっても、絶対教えてやらねえからな──あ、もう知ってるか」

「知らねえよ。ていうか、なんでお前が彼女の住所なんて知ってんだよ？」

「そりゃ、瀬戸さん美人だし」

　誰かこいつを逮たい捕ほしろ。



　教室に入ると瀬戸さんはまだ登校しておらず、これはちょっと意外だった。僕が学校に着く時間帯には、席に座すわって静かに授業開始を待っているのが彼女の常つねだったからだ。

「愛いとしの君はまだみたいですな、旦那だんな」

　僕の視線に気づいて、西守がニヤニヤと囁ささやいてきた。

　さすがに温厚な僕でも、顔面にでかいカルデラ湖を作ってやりたい衝しよう動どうに襲おそわれた。

　僕はうんざりしながら自分の席に着くと、西守の冷やかしを無視して頬ほお杖づえをついた。

　窓の外に目を向け、瀬戸さんが来たらどう声をかけようか思案する。彼女の夢にどんな意味があるのかはまだ謎なぞだが、何か意味があることは間違いない。タイミングからして昨夜の紗音の訪問と無関係ということはないだろう。とにかくもう一度、話を聞かなきゃ。

　僕は緩かん慢まんに流れる白い雲を、漫まん然ぜんと見守った。

　夢、か……

　夢って何だろうな。一日に収集した情報を睡すい眠みん中に整理して記き憶おくしたり、不要な情報を破は棄きしたりする脳の活動が見せるものだって話は聞いたことがある。夢と現実はお互たがいに影えい響きようを及およぼし合うと言った心理学者もいたっけ。なんか重じゆう複ふく世界の関係と似にているな。

　僕達の見る夢が、二つの重複世界が生んだ虚きよ像ぞうだと教えてくれたのは初しよ代だいだった。夢が現実味を帯びながら非現実的なのは、二つの現実世界の内と外から影響を受けているという話だった。だから夢の世界は、《狭はざ間まの世界》とも呼ばれているのだ。

　そういや夢の世界を行き来できるスーパー婆ばあさんなんてのもいたな。彼女は夢の世界を行き来することは、夢を見るのと同じものだと言ってたが、今にして思えば相当無茶な理り屈くつである。野球を観戦することと実際にプレーすることは、全然別問題だろうしな。

　そして彼女は、夢を通して重複世界を覗き見することができるとも言っていた。

　つまり瀬戸さんは、紗音の側の世界で起きていることを夢に見ているわけか？

　けど、なぜ瀬戸さんなんだ？

　今度は彼女が、あの《夏海引力》に捕つかまったのか？

　しかし紗音の指し向こう性せい引力は、虚島の件で失われたはず。

　だから僕はこっち側の世界に戻って来れたわけで……

　うーん。ワケが分からん。

　僕は頬杖をついたまま、上の空で朝の教室を眺ながめた。

　そこにあるのは、昨日と変わらぬ日常の世界──

　昨日のテレビの話題で盛り上がっている連中もいれば、友達とテスト勉強をしている奴もいる。自分の席で眠っている奴もいれば、朝から陽気にはしゃぐ高血圧な奴（というか西守）もいる。どこにでもある平へい凡ぼんな学園風景。だが入学した当初は、こんな当たり前の毎日が夢みたいに思えたものである。世界がひっくり返るほどの体験をすることで、最もダメージを受けるのは現実感だ。紗音と出会って奇き想そう天てん外がいな冒ぼう険けんをした結果、僕は僕を取り巻くこの現実世界の質感や認識性を一時喪そう失しつしてしまったのだ。あれから四ヶ月……

　僕は密ひそかにわくわくしている自分に気がついた。数ヶ月前に失い、もう二度と戻れないと諦あきらめながらも、決して忘れることのできなかった世界に舞い戻っていく気分。

　不思議で、色いろ鮮あざやかで、想像もできない冒険に満ちた、あの世界へ──

「どうした、悠馬。恋こいの悩なやみか？」

　教室の向こう側から、西守が茶化してきた。

　中指を立てて返答。

　そこへ、ようやく瀬戸さんが現れた。いつものように、俯うつむきがちに。

　彼女に話しかけるべく立ち上がろうとしたら、頭の上でチャイムが鳴った。

　ちぇっ。

　僕は腰こしを下ろした。まあ一日は長い。慌あわてることもないか。

　しばらくすると、担任の吉よし野のがハゲ頭を光らせてやって来た。



　瀬戸さんに話しかけるチャンスは、昼休みに訪れた。

　柏かしわ木ぎさんや芳よし川かわさんと机を囲んで仲良く食事をしていた瀬戸さんは、先に食べ終えて一人教室を後にする。僕は急いで昼メシを口の中に放り込むと、すぐさま彼女の後を追いかけた。少しばかりの探たん偵てい気分。傍はた目めにはストーカーにしか見えなかっただろうが。

　やって来たのは、屋おく上じようだった。

　瀬戸さんは手て摺すりに両りよう肘ひじを預あずけ、金かな網あみの向こうの街並なみを眺めていた。

　よし。僕は緊きん張ちよう感かんを押し殺し、彼女に近づいた。

「瀬戸さん」

「……え？」

　と、驚おどろいた顔。

「凪沙くん……」

「ちょっといいかな。その、昨日のことなんだけど」

　僕は彼女から少し距きよ離りを置き、手摺に背中を預けた。

　瀬戸さんは僕と反対方向の景色けしきを眺める。

「もしかして、気にしてた？」

「え、ああ、まあ」

「ごめんね。変な相談して」

「いや、それはいいんだが」

　人差し指で頬ほおを掻き、尋たずねる。

「昨日も同じ夢を？」

「うん……」

　彼女は頷うなずき、こちらを見てきた。

「やっぱり、凪沙くんなのかな？」

「え？」

「夢に出てくる男の子」

　視線が交まじわると、瀬戸さんは恥はずかしそうに目を逸そらした。

「顔は思い出せないんだけど、でも知ってる人なのよね。少なくとも夢の中の私は、その人をよく知ってるの……それに今朝は、彼の言葉を少しだけ覚えてたわ」

「なんて言ったんだ、そいつ？」

「私と夏海紗音が鍵かぎ」

　何？

「どういう意味だ？」

「分からない」

　私と夏海紗音が鍵。紗音と瀬戸さんに接点なんてあるとは思えないのだが。

　というか、あるはずないのだが。

「ねえ、凪沙くん」

「ん？」

「天使、見たことある？」

「…………」

　僕は無言で隣となりの少女を見つめた。

「夢の中で、天使を見た気がするの」

　瀬戸さんは不ふ透とう明めいな視線を宙に注そそいでいた。

「すごく綺き麗れいな女の子だったわ。まるで蝶ちようのように、空を飛んで……」

　そこでいったん言葉を切り、

「だけど私、その天使を──」

　だが男子生徒の喚かん声せいが、彼女の囁きを掻かき消した。

　え？　と訊きき返す間もなく、瀬戸さんが尋ねてくる。

「凪沙くんの小説にも、天使が出てたわよね」

「え？　ああ、そうだな」

　彼女が虚うつろ島じまの夢を見ているのなら、それはおそらく王女ティアナスだろう。

　パシフィス大陸を滅ほろぼした破は壊かいの女神。水すい晶しようの台座で眠ねむっていた有ゆう翼よくの美少女。

　しかし、なぜ彼女がそんな夢を見るんだろう。

「凪沙くん、変なこと訊いていいかしら？」

「ああ」

「あの小説のことなんだけど」

　声を潜ひそめ、真しん剣けんな眼まな差ざしで。

　瀬戸さんは尋ねてきた。

「あれってもしかして、フィクションじゃなくて体験談？」

　ドキッとした。心臓が一いつ拍ぱく、大きな音を立てた。

　屋上に強きよう烈れつな風が吹ふく。僕の視界で、長い黒くろ髪かみが虚こ空くうに躍おどった。

「どうしてそう思うんだ？」

「なぜかそんな気がしたの。凪沙くんの目を見てると」

「…………」

　心の奥底に隠かくしていた秘密が、喉のどの奥から這はい上がってくる。

　彼女なら笑わずに僕の真実を受け止めてくれるかもしれない。そんな気がした。

　意を決し、口を開こうとした時──

「アヤちゃーん！」

　軽快な呼び声が割り込んできた。屋上の入口で、柏木さんと芳川さんが手を振ふっている。

　張りつめていた空気が、弛し緩かんした。決定的な瞬しゆん間かんが、遠ざかっていった。

　瀬戸さんは僕を一いち瞥べつし、「さよなら」と囁いて離はなれていく。

　だが。

　これだけは伝えたいという思いに駆かられ。

「瀬戸さん！」

　その背中に向かって、僕は叫さけんでいた。

「答えはイエスだ！」

　瀬戸さんが振り向く。風の中で、髪が揺ゆれる。

　そして。

　彼女は小さく頷いて、去っていった。

　遠くから柏木さん達の会話が耳に届いた。凪沙くんとなに話してたの？　別に。今日、図書館でテスト勉強しない？　それで帰りは《ハーキーズ》でご飯食べて……云うん々ぬん。

　僕は腕うで時計を確認し、空を仰あおいだ。

　なぜか分からないが、清々しい気分だった。いや、理由はよく分かっていた。一人で抱かかえ込んでいた秘密を、本当は誰だれかに知ってもらいたかったんだ、僕は。たとえ完全には理解してもらえなかったとしても。たとえ不完全な共感でも。今は素す直なおにそう思えることが、他人には何も期待せず心に壁かべを作っていたあの頃ころとは違ちがう──僕の小さな変化。

　頭上には、光の粒りゆう子しをちりばめた青い天てん蓋がい。

　まだ陽は高い。放課後が待ち遠しかった。



　──早く紗音に会いたかった。



    

  
    
      　第二章　ヒット・エンド・ラン






　けどよくよく考えてみると、待ち合わせの時間も場所も分かんねえじゃねえか。

　明日あしたの夜、駅前で。なんて適当なメッセージなんだ。

　紗しや音のんらしいけど。

　とりあえず結論から述のべると、僕は何とか紗音とランデヴーできた。

　午後七時。街灯あかりが照らす潮しお崎ざき駅の駅前広場に、彼女はいた。制服姿の紗音は慎つつましく両りよう膝ひざを揃そろえ、剥むき出しの太ふと腿ももに両手を乗せて座すわっていた──そう、初めて会った時のように。ただし今回は、吊つり上がった目に狂きよう気きの炎ほのおをたぎらせて。

　やべえ。完全にキレてるよ。

　帰宅する人の群むれが、彼女を避さけているように見えるのは目の錯さつ覚かくだろうか。少なくとも傍そばに停めてある自転車の前カゴで、モズルが震ふるえているのは気のせいではあるまい。

「遅おそい！　どこほっつき歩いてんのよ、アホポンが！」

　十三階段を上る死し刑けい囚しゆうの心地ここちで近づくと、罵ば声せいが飛んできた。

「いま何時だと思ってんの!?　このチョビヒゲ猿ざるのうすらモモンガ！」

　中ちゆう傷しようの仕方が個性的すぎて、あまり意味が分からない。

　というか、あんな曖あい昧まいな情報しか提供しなかったお前が悪いんじゃねえか。おかげで僕は「駅前」が帆ほ坂さか駅前だと思い込んでしまい、授業が終わると西にし守もりと《なぽりたん》で時間を潰つぶし、その後六時半過ぎまで延々と待ちぼうけを食らったのである。帆坂駅は如月きさらぎ女子の生徒も利用しているので、そこが待ち合わせ場所だと勘かん違ちがいした僕に罪つみはないだろ。

　だがそんな弁明は、火か炎えん地じ獄ごくに大量の重油を注そそぐ結果となった。

「一時間も待たせといて無実を主張する気!?」

　紗音は髪かみの毛が金色になるぐらい怒おこっていた。

「あたしが一言でも帆坂駅なんて言った!?」

「言ってない。でも潮崎駅とも言ってないだろ」

　僕は弁明したが、どんな正当な弁明も自身を救えないことがあることはソクラテスの人生を見れば明らかだ。紗音の口こう撃げきを前に僕は防戦一方で、戦線はことごとく粉ふん砕さいされ、塹ざん壕ごうまで退たい却きやくを余よ儀ぎなくされた末、最後は無条件降こう伏ふくの白しら旗はたを掲かかげることと相あい成なった。

「分かった。悪かったよ。メシ奢おごるから許してくれ」

「ホントに反省してるんでしょうね？」

　紗音は、「がるるるる～！」と唸うなった。

「まあいいわ。怒ったらお腹減ったし、何か食べましょ」

「モズルはどうする？」

「大だい丈じよう夫ぶ。その辺は抜ぬかりないから」

　彼女は仔こ犬いぬを地面に降ろすと、リュックからドッグフードとエサ皿を取り出した。

　犬のエサ皿を持ち歩いてる奴やつなんて初めて見たよ。もう驚おどろかないけどさ。

　帰宅するサラリーマンやＯＬが変な目で見ていたので、他人を装よそおっておく。

　その間に紗音は、トップブリーダーが推すい奨しようするドッグフードでエサ皿を満たした。

「いい、モズル。ちゃんと自転車を見張るのよ。あんたは知らないけど、『シャノちゃん号ＭＫⅠマークワン』は悪者に強ごう奪だつされたんだから。盗ぬすまれたらムチ打ち百回よ。分かった？」

　だがモズルはエサに気を取られ、主人の声をまるで聞いてなかった。

　紗音は不安げに仔犬を眺ながめた後、「行きましょ」と言って歩き出す。

　既すでに《なぽりたん》で野の口ぐち英ひで世よを一機戦死させていた僕は、当然目の前のファーストフード店に向かおうとしたわけだが、彼女は何食わぬ顔で隣となりのファミレスに入っていった。

　この女、俺を破産させる気だ。



　二十四時間営業のそのファミレスは、中学時代から小こ遣づかいの上乗せがない僕には少々敷しき居いの高い店だった。が、紗音は問答無用で窓まど際ぎわの席に陣じん取どったため、今いま更さらファーストフードにしようとも割わり勘かんにしようとも言い出せず、僕は泣く泣く席に着くしかなかった。

「牛ロースステーキ御ご膳ぜんの大盛りと、ミックスパフェの地じ獄ごく盛り！」

　人の懐ふところなど気にもせず、紗音は無む邪じや気きに高価格の料理を注文した。

　夏なつ海み紗音、許すまじ。

　僕は『いつか呪のろってやるリスト』に紗音の名前を登録すると、彼女の注文した料金と所持金を頭の中で素す早ばやく計算し、帰り際にダッシュで店を飛び出す必要がない価格の料理を注文した。それから、紙ナプキンで何かを折おり始めたマイウェイ女に話しかけた。

「昨日きのうはなんで勝手に帰ったんだ？」

「追つい跡せき者しやが追ってきたからね」

「追跡者？」

「ストーカーみたいな連中よ」

　彼女は手際よく紙ナプキンを変形させ、ニカッと笑った。

「エビ」

　見事なエビが折り上がっていた。意外と器用な女である。

　褒ほめてあげると、彼女は嬉うれしそうに言った。

「基本的に海の幸さちは得意なの」

　意味がよく分からなかった。

「それより追跡者って何だよ？」

「その話は後にしましょ。今はお腹ペコペコだし」

　紗音は新しい紙ナプキンを取ると、また何かを折り始めた。

　今度はカジキマグロだった。これも見事な出で来き栄ばえだった。

　そうこうしているうちに注文が届き、僕達は無言で料理を食べた。

　紗音は見事なスピードで牛ロースステーキ御膳を平らげると、ミックスパフェの地獄盛りに取りかかった。ちっこいクセによく食う女だった。きっと七〇年代のアメ車並なみに燃費が悪いに違いない。しかしパクパクと真剣に食べる姿は、子供っぽくて可愛かった。

「じろじろ見ないでよ」

　僕の視線に気づいて、紗音が上うわ目め遣づかいをした。

　口にクリームを付けて。

「なんかエッチ」

「…………」

　不覚にもちょっと萌もえてしまった。

　やがてミックスパフェも彼女の胃い袋ぶくろに収まった。

「ごちそうさま！　すごくおいしかったのね！」

　紗音は至し福ふくの表情で、口の周まわりに付いたクリームを舌で舐なめた。それでもまだ食べ足りないのか、物欲しげな目で容器に付いた生クリームを見つめている。これも舐めてしまおうか迷まよっているようだ。彼女が幼児行動に走る前に、本題に入ることにした。

「それで、何があったんだ？」

「むううん。どこから話せばいいのかしら」

　紗音は変な唸り声を上げながら、メニュー表に手を伸のばし、

「事の発ほつ端たんは、虚うつろ島じまから持ち帰った財宝なの」

　あんみつとコーラを追加注文？

　いい加か減げんにしろよ、お前。

「その中に銀のコンパクトがあったの、覚おぼえてる？」

「コンパクト？」

「鏡つきの化け粧しよう用具よ。魔ま法ほう少女が変身する時に使うような」

「…………」

　魔法少女が変身をする時にどんなコンパクトを使うのかさっぱりイメージできなかったが、コンパクトという単語を聞いて僕の思考は不可視の石につまずいた。

　一いつ瞬しゆん、不可解な残像がフラッシュバックとなって脳のう裏りを掠かすめた。

　何かを思い出しそうになったが、それは認識の網あみをすり抜け、たちどころに霧む散さんしてしまう。何を思い出そうとしたのかさえよく分からなかった。

　向かいの席で、紗音が可愛く首を傾かしげた。

「どうかした？」

「あ、いや……」

　まあいいか。後で思い出すかもしれん。

「それで？」

「罠わなが仕し掛かけてあったの」

「罠？　コンパクトに？」

「そ。鏡で自分の顔を映うつした途と端たん、これが」

　紗音は制服の左袖そでをまくった。

　袖口からちらっと横乳が見えたのはともかくとして、彼女の細い二の腕うでに黒いシミが浮うき上がっていた。どこぞの秘密結社がシンボル・マークにでもしてそうな瞳の形──禍まが々まがしい刻印が、白い肌はだに刻きざみ込まれていた。うわっ。何だよ、それ？

「《死神の瞳》──古代パシフィス人が、相手を暗殺する時に用もちいた秘法なんだって。指し向こう性せい引力を放射して、恐おそろしい悪あく霊りようを引き寄せるの。どこまでも追ってくる地獄の殺し屋──とっても怖こわい奴らよ。あいつらに捕つかまったら、嬲なぶり殺しにされちゃうんだから」

「ちょ、ちょっと待て」

　いきなりぶっ飛んだ話題になったな。

「要するに、呪いみたいなもんか？」

「というより一種の追つい跡せき信号ね。獲え物ものを追おい詰つめて仕し留とめるためのマーキングかしら。しかもこの刻印は、一定期間が経過すると人体に作用する“〝毒”〟を出すらしいの」

「毒？　それってヤバイのか？」

「よく分からないけど、多分……」

　紗音は袖を下ろし、後の言葉を濁にごした。

　死ぬ、ということらしい。

　どうにもリアリティーのない話である。荒こう唐とう無む稽けいってやつだ。古代人だったら眉まゆに唾つばをつけただろうが、僕は現代人なのでしかるべき施し設せつへの入所をお勧すすめしたい。

　そんな疑心が態度に出たのか、紗音は目をすがめた。

「信じてないの？」

「そういうわけじゃないけど」

「パシフィスの超ちよう科学は、悠ゆう馬まも見たでしょ」

　それを言われると、返す言葉がなかった。

　確かに僕は、虚島でパシフィスの非常識な文明力を目まの当たりにした。そして夏海紗音が、世間の常識なんか通用しない不思議な世界で生きてる女だってことも知っている。

　ＯＫ。分かったよ。信じてやるさ。

　ただ遊びにこっちの世界へ来たとは思ってなかったが、こいつはかなり深刻な事じ態たいじゃないか。なのに当人は、あんみつにコーラをぶっかけて「これウマー！」と舌した鼓つづみを打ってるんだから既すでにおかしな毒が頭に回ったんじゃないかと僕は本気で心配になった。

「刻印を消す方法はあるんだろ？」

「うん。古代パシフィスには、あらゆる病やまいを癒いやす《禊魂みそぎの泉》ってのがあったらしいの。その水を飲んだらどんな病気も治なおるだけじゃなく、不老不死にもなれるんだって」

　不老不死ときたか。

「どこにあるんだ、その泉？」

「それを知るには、この財宝を見つけなきゃね」

　紗音は胸ポケットから折り畳たたんだ紙を取り出した。

「《月の涙なみだ》。そこに《泉》に関する手て掛がかりが記しるされてるらしいの」

　それはボロボロに風化した一枚の羊よう皮ひ紙しだった。

　受け取って眺めてみると、独特の意い匠しようを凝こらした銅色のメダルが描えがかれていた。

「これが、《月の涙》？」

「違ちがう違う。それはただの紙よ。そうじゃなくて絵の方」

　分かってるよ。

「文ぶん献けんによると、《月の涙》はこっちの世界に持ち込まれたみたいなんだけど……問題はどうやって見つけるかね。あたし、こっち側の世界はちっとも分かんないし」

　小こ難むずかしげな顔で、紗音は腕を組んだ。

「悠馬、それどっかで見たことない？」

「ある」

「そうよね。あるわけ……」

　目が点になった。

「何ですとっ!?」

「クラスメートが持ってた」

　間ま違ちがいない。瀬せ戸とさんが鞄かばんにぶら下げていたキーホルダーだ。

「どこに住んでるの、その人!?」

「さあ。住所までは」

「なぬうっ!?」

「でも明日あした学校で会えるし、その時にでも」

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってんの！　あたしの命が懸かかってるのに！」

　紗音は身を乗り出すと、僕の胸むな倉ぐらを掴つかんでガクガクと揺ゆさぶった。

　おおお落ち着け。西守なら住所を知ってるから電話して聞けばいい。

　舌を噛かみそうになりながらそう言うと、彼女は訝いぶかしげに手を止めた。

「誰だれよ、西守って？」

「友達」

「え？」

　と、驚おどろく。

「いたの？　友達」

　失敬な。

　　　　＊




　西守に電話をかけて散さん々ざん冷やかされた後、ようやく瀬戸さんの住所を教えてもらい、僕と紗音（それとモズル）は『シャノちゃん号』をかっ飛ばして夜の街を疾しつ走そうした。

　瀬戸さんの家は篠しの山やま町にあり、そこは潮しお崎ざき駅から自転車で十五分ほどの場所だった。距きよ離り的てきにはさほど遠くないものの、アップダウンが激しいので肉体的には箱根駅伝だ。篠山町は山を切り開いて開発されたベッドタウンなので、坂道がやたら多いのである。前カゴにモズルを乗せ、後ろに紗音を乗せて自転車を漕こぐのはかなりキツかった。

　おまけに同乗者は愚ぐ痴ちをこぼしっ放しだったしな。

「奢おごるとか言ってあたしにも払はらわせるなんて、どういうつもりよ」

「お前が追加注文するから計算が狂くるったんだ」

　一人で三千円以上も食うか、フツー？

　チビのくせに牛みたいに食いやがって。

「誰が牛よ！　チビで悪かったわね！」

　後ろから紗音が、むぎゅっ、と僕の首を絞しめた。

　やめれ！

　危あやうく転てん倒とうするところだった。

　瀬戸さんの自宅は、閑かん静せいな住宅街の一角にあった。二階建ての古風な日本家か屋おくで、通りに接して玄げん関かんがあり、その横に車二台分の車庫がある。なかなか立りつ派ぱなご邸てい宅たくである。

　僕はひっそりと閉じられた門もん扉ぴの前に自転車を停め、当たり前の顔をして壁かべをよじ登ろうとする紗音の首根っこを押さえたままインターホンを押した。そして受話口に出た母親に学校名と名前を告げ、瀬戸さんに取り次いでもらえるようお願いした。

　が、瀬戸さんはまだ帰ってないという。

「友達と桜さくらノの池いけ図書館で勉強するって言ってたからねえ。もう帰る頃ころだと思うんだけど」

「そうですか」

　用件を訊きかれたので期末テストのことで尋たずねたいことがあったと嘘うそをつき、明日学校で教えてもらいますと言い残して僕達はいったん瀬戸邸を離はなれた。そういや昼休み、柏かしわ木ぎさん達と図書館で勉強して《ハーキーズ》で晩メシを食うとか話してたっけ。桜ノ池図書館はここから十分ほどの場所だが、今から行ってもすれ違いになる可能性が高いので帰ってくるのを待った方が無ぶ難なんだろう。僕達は近所の公園で瀬戸さんの帰りを待つことにした。

「携けい帯たいにかけなさいよ。西守って人に番号聞いたんでしょ」

　待つことが嫌きらいな紗音は、ぷりぷりしていた。

　僕はブランコの横に自転車を停めると、近くの階段に腰こしを下ろした。

「繋つながらねえんだよ。図書館にいたから電源を切ったままらしい」

「案外、男の子と夜遊びしてんじゃないの？」

「瀬戸さんはそんな娘こじゃないよ」

「甘いわね、悠馬。女はね、男の前じゃ本ほん性しようを隠かくすんだから」

「お前もか？」

「もちろんよ。本当の紗音ちゃんは、お淑しとやかで奥ゆかしい大和やまと撫子なでしこだもん」

　見せる方と隠す方が逆だろう。

　だが紗音は芝しば居いがかった仕草で、

「そう。喩たとえるなら、野原にひっそりと咲さく──」

「食虫植物？」

「誰が食虫植物よ!?」

　僕の後頭部にかぷっと噛みついてきた。

　そういうところが、食虫植物なんだよ。

　僕はじゃれつく彼女を振ふり払おうとしたが、もちろん本気だったわけじゃない。甘い吐と息いきが頬ほおを撫なで、柔やわらかな身体からだが密着してくるたびに、僕は全力で自制心を保たねばならなかった。本性を隠そうとするのは女だけじゃないことを、彼女は早く学ぶべきである。

「ふうっ。制裁完かん了りよう！」

　僕の髪かみをメチャクチャにしたことで満足したのか、紗音は大きく吐と息いきした。

　そして僕の隣となりにちょこんと座すわると、急に大人しくなった。ハイからローへ。精神のギアが切り替かわったのだ。初めて会った頃はこの変化にかなり戸と惑まどわされたものだが、さすがにもう慣なれてしまった。今はそんな彼女の振舞まいさえ懐なつかしく思える。

　僕はこっそり微笑ほほえむと、紗音と肩かたを並べて感かん慨がいに耽ふけった。

　静かな夜だった。

　見上げる空に星はなく、輝かがやく月も見当たらない。人ひと影かげはなく、人の声もなく、遠くから響ひびく街の鼓こ動どうに沈ちん黙もくさえもない。世界から現実の色が遊ゆう離りしていく感じがした──あの大おお海原うなばらを駆かけ巡めぐった冒ぼう険けんも、夕暮れの甲かん板ぱんで抱だき合った別れも、今こうしていることも。何もかもが、儚はかない夢のように……

　そんな錯さつ覚かくに捕とらわれた時、僕はふと疑問を感じた。

「ところで、瀬戸さんはなんであんな夢を？」

「多分、メダルのせいよ」

　夜空を見上げながら、紗音。

「あたし達の世界は、重なり合うことでお互たがいに影えい響きようを及およぼし合ってるからね。メダルを求めるあたしの想おもいが、メダルを通してその人の夢に現れたんじゃないかしら」

　つまり《月の涙》が受信機の役割を果たしたということか。

　なるほど。そういう解かい釈しやくもできるかもしれない。

　けど本当にそうか？

　いや、反証材料なんて一つもないのに、何だろうかこの感じは。先程レストランでもそうだったが、何か引ひっ掛かかるのに何が引っ掛かるのか分からない。どうも変な感じである。

　思考に絡からみつく不可視の糸を探さがし回っていると、紗音が話しかけてきた。

「瀬戸さんって娘こと仲いいの？」

「ん？　特にそういうわけじゃ」

「親しくもないのに、なんでその娘こはあんたに相談したの？」

　う。

　浮うわ気きがバレたアホ亭てい主しゆみたいに、僕は言葉に詰つまった。

　昨日、瀬戸さんから相談を持ちかけられたこと、彼女が見た夢の内容についてはここへ来る途と中ちゆう紗音に話していたが、その点に関しては避さけて通ったのだ。瀬戸さんが僕に相談した理由を説明すれば、必然的に僕が書いた『夏海紗音と不思議な航海』について触ふれなきゃいけなくなるからな。こうして再会した今、あれは紗音だけには知られるわけにはいかない。万一彼女に読まれでもしたら、僕は超ちよう新星爆ばく発はつを起こして宇宙の塵ちりとなるだろう。

　ここは適当な嘘で話の辻つじ褄つまを合わせた方がよさそうだ。ええっと……

「美人なの？」

「ああ。まあ」

「ふうん」

　あ、あれ？

　会話がどんどん不本意な方向に転ころがっていくので、僕は慌あわてた。

「いや、そうじゃねえよ」

「そうじゃないって、何が？」

「だから、その」

「ふむ？」

「つまり」

　誰だよ、こんな所に地じ雷らいを置いたのは。

　答弁に窮きゆうして、僕は周しゆう章しよう狼ろう狽ばいした。古代中国人が編あみ出した伝統的な慌て方である。

　瀬戸さんとはロクに会話もしないただのクラスメートに過ぎないが、事実をありのままに話せば紗音が「親しくもないのに～」という質問に舞い戻もどるのは明白だ。けど……ここで曖あい昧まいな態度を取ったら、彼女が僕と瀬戸さんの関係を誤解するんじゃないか？

「そっか。悠馬も高校生活楽しんでるんだ」

　くそう。やっぱりな。

「俺、全然楽しんでねえぞ」

「あたしも共学に行けばよかったな。だって女子高って女子ばっかだもん」

　当たり前だ。女子高が男子ばっかだったら、そりゃ男子校だし。

「お前、なんか誤解してるだろ」

「してないわよ」

　と、紗音。

「それに、あたしが誤解して悠馬が困ることなんてあるの？」

　ただいま困っております。

「いいわよ、気を遣つかわなくても」

「別に気を遣ってるわけじゃなくて──」

「どうせあたしは、ここじゃ異い邦ほう人じんだし」

　紗音は立ち上がると、僕に背を向けた。

「あたし達は同じ街に住んでるけど、違ちがう世界に暮らしてる。あたしにはあたしの世界があるし、悠馬には悠馬の世界がある。ホントはこうして会わない方がいいのかもね」

「マジで言ってんのか？」

「…………」

　紗音は背を向けたまま、答えてはこなかった。

　らしくない言い草だと思った。紗音の言葉にしては、あまりにもドライすぎる。彼女の本ほん音ねとは思えなかったし、思いたくなかった。

　だけど、それがどうした？　僕は彼女に本心を打ち明けたことがあったか。自分の気持ちを。言わなきゃいけないことがあるはずだ。伝えなきゃいけないことが。あの時言えなかった言葉。伝えなかった想い。たくさん会話をしてきたのに、一番大切な言葉を胸にしまったまま別れてしまった。この四ヶ月、僕がどんな想いで過ごしてきたか。今どんな想いでお前と接しているか。この際、はっきりと伝えておくべきだろう。

「紗音」

　僕は立ち上がると、強ごう引いんに彼女を振り向かせた。

　紗音が「ひゃっ！」と驚おどろく。

　構かまわず、僕は彼女の肩を両手で掴つかんだ。

「聞いてくれ」

「何よ、急に」

「俺は──」

　胸の鼓動が高鳴る。募つのり募った感情が、一気に噴ふき出してきた。

　坂道を滑すべり落ちるように、溢あふれる想いは加速度を増し──

「俺は！」

　言いかけた時。

　夜の公園にメロディーが響いた。

　僕の携帯電話。

　ぐ、ぐぐ……！

　この時ほど携帯電話の存在を呪のろったことはないね。

　全身から力が抜ぬけ、僕はその場に座り込んだ。

　なぜだ？　どうしていつもいつも邪じや魔まが入るんだ？　前回の航海でも大事な場面で散々邪魔が入ったものだが、何なに故ゆえにこうも素す敵てきなタイミングで妨ぼう害がいの手が差し込まれてくるのか。《夏海引力》活動中か？　それとも紗音には嫉しつ妬と深ぶかい守しゆ護ご霊れいでも張りついてるのか？



    

  
    
      「ねえねえ」

　紗音が肩をつんつん突ついてきた。

「電話。出なくていいの？」

「…………」

　呪ってやる。誰だれか知らんが絶対に呪ってやる。

　怒いかりに震ふるえながら、発信キーを押す。

　電話の主ぬしは、意外な人物だった。

『な、凪なぎ沙さくん？』

「……瀬戸さん？」

『お願い！　助けて！』

　張はり詰めた、それは救いを求める声だった。



　自転車の後ろに紗音を乗せて、やって来たのは桜ノ池公園だった。

　桜ノ池は江え戸ど時代中期に作られた農業用のため池で、周囲の長さが二千四百メートルもある夢ゆめ前さき市最大の人工池である。現在ではブラックバスやブルーギルの釣つり場ばとしても知られているが、訪れるのは釣り人びとばかりではない。付近には公園が整備され、広場や遊歩道、野球場、図書館といった施し設せつもあるのでカップルや子供連れの家族も多い。イベントやお祭りにも利用される夢前市民憩いこいの場で、僕も昔は夏に花火大会を見に来たものだ。

　ただ夜になると人ひと気けはなく、街灯も少ないので女性の一人歩きはオススメできないが。

「どうしたの、彼女？　痴ち漢かんに追われてるの？」

「よく分からんが、誰かに尾つ行けられてるらしい」

　緩ゆるやかに蛇だ行こうする遊歩道に、僕は自転車を乗り入れた。

「何かあったら電話しろとは言ったけど」

　まさかこんな電話をかけてくるとはね。

　瀬戸さん曰いわく、柏木さん達と別れて桜ノ池公園に差し掛かった時、後ろから誰かが追いかけてきたという。それで助けを求めるのは当然としても、親や警察でなく僕に電話した理由が分からない。もしかして「凪沙くんって、頼たよれる男性」なんて思われてるのかな。

「悠馬、なにニヤニヤしてるの？」

　紗音が僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「してねーよ、別に」

「嘘うそ。してたわ。五条大橋で下着を九百九十九枚集めた変質者の顔だったもん」

　どんな顔だ。失礼な。

　左手にグラウンドが見えてきた。僕は速度を落とした。

「野球場の近くにいるらしいんだが、どうだ？」

「むっふう。誰もいないよ」

　紗音は眉まゆ毛げの上で掌てのひらを翳かざし、おかしなポーズで付近を見み渡わたしていた。

　いまいち真しん剣けんさがないように見えるのは、僕だけではあるまい。あまりこいつはアテにならんなと思いつつ、リダイヤルで電話を掛け直してみる。だが呼び出し音が虚むなしく響ひびくだけで、瀬戸さんは一向に出てくれない。さすがに心配になってきた。

　と、モズルが右の藪やぶに向かって小さく吠ほえた。

「どうした、モズル？」

　遊歩道の向こうに目を凝こらす。が、暗くてよく見えない。

「しっ。何か聞こえるわ」

　後ろから紗音が囁ささやいた。

　耳を澄すますと、微かすかに電子的なメロディーが聞こえた。携帯電話の着メロだ。

　僕は路ろ肩かたに自転車を停めると、音の鳴る方へ近づいていった。

　音は街灯の光が届かない暗くら闇やみから鳴っていて、さすがにそこへ足を踏ふみ入れるのは気が引ける。もしこれがホラー映画なら、僕は真っ先に怪かい物ぶつの餌え食じきになる脇わき役やくＡだ。

　いきなり背はい後ごで物音がして、僕はびっくりした。

　振ふり返ると、紗音がリュックからムチを出すところだった。

「…………」

　なぜこの女は犬のエサ皿やらムチやら女子高生が絶対に持ち歩かないランキングにノミネートされてそうなアイテムばかり所持しているのだろう。もし警察に職質されたら、確実に保護対象である。そのくせハンカチとかは絶対に持ってないぜ、こいつ。

「お前、ハンカチ持ってるか？」

「え？　持ってないけど」

　やっぱり。

「ハンカチなんて何するの？」

「トイレ行った後、手を拭ふくのに」

「え？　またウンチがしたいの？」

「したくねーよ！」

　またって何だよ、またって。

　ダメだ。この女と話してたら夜が明けちまう。僕は用心深く茂しげみに近づいた。

　恐おそる恐る奥を覗き込んでみると、桜の木の陰かげで誰かがうずくまっていた。

「瀬戸さん？」

　声をかけると、人ひと影かげはビクッと震えた。

「凪沙くん！」

　いきなり抱だきつかれて、嬉うれしいやら困るやら。

「大だい丈じよう夫ぶか？　どうしたんだ？」

「分からない……何かが……」

　よほど怖こわい思いをしたのか、瀬戸さんは僕の腕うでの中で震えていた。

「何かが、後を尾つ行けてきて……それで、その」

　言いにくそうに、口ごもる。

　彼女はこちらの反応を窺うかがいながら、慎しん重ちように続きの言葉を口にした。

「人間じゃ、なかったの」

「──はい？」

　瀬戸さんが言うには、相手は不気味な怪物だったという。

　怪物ねえ。多分何かの見み間ま違ちがいだろう。幽ゆう霊れいの正体見たりってやつだ。しかしそれで僕に電話してくるなんて、彼女は僕のことを退たい魔ま師しか陰おん陽みよう師じとでも思っているのだろうか。

「だって親や警察に言っても、信じてもらえないでしょ」

　まあ、確かに。

「でも凪沙くんなら……あんな小説書く人だから」

「小説？　悠馬、小説書くの？」

　後ろに控ひかえていた紗音が、くりくりの瞳ひとみで見上げてきた。

　あ、やべ。

「読ませて！　あたしにも悠馬の小説読ませて！」

「お前、本を読むと貧ひん血けつ起こすんだろ」

「悠馬のためだったら、あたし頑がん張ばる！」

　頑張らなくていいよ。

「んなことより、瀬戸さんの話どう思う？」

「どうって、彼女、嘘なんてついてないわ」

　僕の身体からだを揺ゆすって甘えていた紗音が、真顔になった。

「あたしを追う追つい跡せき者しやね」

「なんで瀬戸さんを襲おそうんだ？」

「狙ねらいは《月の涙なみだ》よ、きっと」

　瀬戸さんに目を向けて、

「あなたが見た怪物って、骸がい骨こつのお化ばけでしょ」

「ど、どうして分かったんです？」

「だってそこにいるもん」

　京風ラーメンのようなあっさりとした口調で、紗音。

　僕と瀬戸さんは、「え？」と視線を転じた。

　十メートルほど離はなれた草むらの中に、無数の人影が突っ立っていた。樹上からこぼれ落ちる月光を浴び、闇の中に異い形ぎようの輪りん郭かくを浮うかべるそれは──グロテスクな骸骨人間。

　空くう洞どうになった黒い眼がん窩かが、無感情にこちらを見つめていた。

　ひっ、と息を呑のんだ瀬戸さんが僕に抱きついてくる。

　ななななななななっ!?

　驚きよう愕がくのあまり、僕は悲鳴も出なかった。理科室の人体模も型けいなんて比ひ較かくにならないおぞましさ。襤ぼ褸ろ切きれを纏まとい、錆さびた剣けんを持っている。もし虚うつろ島じまでの経験がなかったら、今いま頃ごろは気が狂くるっていたか、気が狂う前に池に飛び込んで頭を冷やしていたところである。

　もしや昨夜、家の前に立っていた人影はこいつらだったのか？

「これ、もらうわよ」

　紗音が瀬戸さんの鞄かばんからメダルをもぎ取った。

「これで、あなたはもう安全よ。じゃあね」

「──待って！」

　瀬戸さんが呼び止める。

「あなたは……誰？」

　刹せつ那な的な静せい寂じやくが、二人の間をすり抜ぬけた。

　振り返った紗音が、口元を緩めた。

「夏海紗音」

　短く名乗って、駆かけ去っていく。

　骸骨の群むれが、一いつ斉せいに動き出した。僕はとっさに瀬戸さんを庇かばったが、連中は僕達など目もくれず、カタカタと歯を鳴らして紗音を追いかけていった。メダルを持たない瀬戸さんには、もう興きよう味みないらしい。奴やつらの狙いは、《死神の瞳》を刻きざまれた紗音一人なのだ。

　無人のグラウンドに移動した紗音は、怪物が振り回す剣撃を巧たくみにかわしていた。華か麗れいな身のこなしで、どこぞの美少女戦士みたいに魔ま物ものの群れと渡わたり合っている。

　しかしあれだけの数が相手では、あまりにも分ぶが悪い。

「瀬戸さん、早く家に帰れ」

　呆ぼう然ぜんとしていた瀬戸さんが、振り向いてきた。

「どういうこと？　あの娘こ、まさか……」

「話してる暇ひまはない。行け！」

　僕は叫さけぶと、停めてあった自転車に駆け寄よった。

　やれやれ。また怪物のお出ましか。

　紗音と付き合うのって、ホント命いのち懸がけだよ。

　　　　＊




　僕は自転車を走らせると、勢いよくグラウンドに乗り込んだ。

　紗音はホームベース付近で骸骨達と戦っていた。魔物達の間をすり抜け、ひらひらと斬ざん撃げきの雨を避よけている。躍おどる髪かみ。揺れるミニスカート。彼女はムチを打って敵の剣を絡からめ取ると、腕を引き戻もどして自分の手の中に剣を収おさめた。そして変へん幻げん自じ在ざいに刃を振り回し、今度は派は手でな立ち回りを開始する。すげえな、あいつ。はっきり言ってマトモじゃない。

「紗音！」

　僕は全力で自転車を走らせ、彼女の救きゆう援えんに向かった。

　だが紗音は怪物達と斬きり結ぶのに夢中で、僕の存在に気づいてない。軽くステップを踏んでは短いスカートをひらめかせ、円軌き道どうを軸じくとした巧みな剣けん捌さばきを披ひ露ろうしている。と思いきや、彼女は両手で柄つかを握にぎると、骸骨の頭を豪ごう快かいに殴なぐり飛ばした──強きよう烈れつなスイング。

　パコーン、という間まの抜けた音が球場に鳴なり響いた。

　首から弾はじけ飛んだ頭ず蓋がい骨こつが、高々と夜空に舞まい上がり──

　……ん？

　僕の頭上に落ちてきた。

「ぎょおおっ!?」

　呆然と見入っていたため反応が遅おくれ、慌あわててハンドルを切ったがもう遅おそい。しゃれこうべはシャノちゃん号の前カゴに、すぽっと入った。あ、危ねえ……。僕はホッと胸を撫なで下おろしたが、カゴの中のモズルはパニックだ。きゃんきゃんと鳴き喚わめいて、暴れ出す。

「分かった分かった。落ち着けって」

　僕は自転車を停めると、カタカタと歯を鳴らす頭蓋骨を地面に投げ捨すてた。

　うげえ。ゾッとしねえなあ、もう。

　その間に駆け寄ってきた紗音が、後ろに飛び乗った。

「早く出して！」

「お前な──」

　文句を言おうとした矢先、怪物の群れが襲ってきた。

　ギンッ！

　甲かん高だかい音と共に火花が散った。骸骨が繰くり出した斬撃を、紗音の剣が受け止めたのだ。

　ヒヤリとした。彼女がいなかったら、今頃は連中の仲間入りをしていたところである。

　魔物の首を刎はね飛ばし、紗音が叫んだ。

「貸しが一つよ！」

　人をホラー映画の世界に巻き込んでおいて、よくもそんな口が叩たたけるものだ。

　が、今は反論している場合ではない。

　矢や継つぎ早ばやに剣を振るう紗音を乗せ、僕はがむしゃらにペダルを漕こいだ。白骨の悪あく魔まどもが、雄お叫たけびを上げて行く手を遮さえぎってくる。うわっと。ブレーキをかけ、土つち煙けむりを巻き上げながら、僕はハンドルを切って右へ逃にげた。ところがそちらにも骸骨剣けん士し。剣光が閃ひらめいた。

「ととっ!?」

　とっさにハンドルを切り、間かん一いつ髪ぱつ攻こう撃げきをかわす。白はく刃じんが右みぎ肩かたを掠かすめ、制服の袖そでが斬られた。さらに左から右から剣が舞い、弓矢が雨あられと飛んでくる。

　ひええっ、冗じよう談だんじゃねえよ！

　そんな極ごく悪あく卑ひ劣れつな攻撃を奇き跡せき的にかいくぐり、僕は半泣きで野球場を飛び出した。

　甲高い悲鳴が聞こえたのは、その時である。

「何っ!?」

　ブレーキをかけて振り返ると、瀬戸さんが三匹びきの骸骨に捕つかまっていた。

「なんで止まるの!?　追いつかれちゃう！」

「彼女を助けなきゃ！」

「自分を助ける方が先でしょ！」

　僕らを追って、人骨の群れが続々とグラウンドから飛び出してきた。うっ。確かにこれだけの敵を相手にするのは、どう考えても不可能だ。ちくしょう、逃げるしかないのか。

　なぜ瀬戸さんが──という疑問を飲み込んで、僕は自転車を発進させた。

　その時、視界の隅すみに何かが映うつった。

「──!?」

　僕は反射的に振り返った。

　グラウンドの隅に、誰だれか立っていたのである。

　今のは……？

　しかし全ては束つかの間のことで、自分が何を見たのかその時の僕には理解できなかった。

　それに今はそんなことを気にしている余よ裕ゆうはない。

　余計な思念は振り捨てて、僕は無心にペダルを漕いだ。夜の遊歩道を走り抜け、一いつ般ぱん道どうに飛び出す。幸さいわいと言うべきか運悪くと言うべきか、路上には車も通行人もいなかった。

「もっと早く！」

　紗音が怒ど鳴なる。

「サイクリング・デートしてんじゃないのよ！」

　分かっとるわい。こんなデート怖すぎだろ。

「このっ！　えいっ！　しつこいわね！」

　紗音は左手で僕の肩かたを掴つかみ、右手一本で剣を振り回していた。前を向いている僕に背後の様子は見えないが、すぐ後ろで聞こえる剣音が戦いの凄すさまじさを如によ実じつに物語っている。

　にしても、まだ追ってくるのか？　結構な速度で飛ばしてるぞ、俺。

　刹那、乾かわいた音がした。紗音が「あっ！」と声を上げた。

「大丈夫か!?」

「折れちゃった」

　振り返ると、紗音が折れた剣を投げつけるところだった。それは虚こ空くうを滑すべり、先頭を走る骸骨の眼窩に突つき刺ささる。しかし怪かい物ぶつは気にする様子もなく、全速力で追ってきた。

　速い。思ったよりずっと速い。

　ていうか、メチャメチャ速い。

　怖こええええええええええええっ！

　夜道を猛もうスピードで追ってくる骸骨の集団に、僕は震ふるえ上がった。

　ゾンビと骸骨は走っちゃいけないという不ふ文ぶん律りつを完全に無視した速度だ。マジでビビった。だって俊しゆん足そくの骸骨なんて見たことあるか？　骸骨自体を見たことねえよと言われそうだが、そいつがトップアスリートも真まっ青さおな脚きやく力りよくで追ってくるのだ──しかも大群で。

「ぎゃああああああああああっ！」

「今頃なに驚おどろいてんの！　転位するわよ！」

　パニクる僕を怒鳴りつけ、紗音は懐ふところから黒い物体を取り出した。

《共時性同位転向ゲート》──重じゆう複ふく世界に逃げ込んで、追っ手を捲まくつもりだ。

　携けい帯たい電でん話わを扱あつかうように、彼女は素す早ばやく《ゲート》に指を走らせた。

　途と端たん、閃せん光こうが視界を塗ぬり潰つぶした。

　けたたましい音が、耳を劈つんざいた。

　車のクラクション。

　閃光の正体は、大型トレーラーのヘッドライト。

「いいっ!?」

　僕は慌ててハンドルを切った。

　トレーラーの威い圧あつ的な図体が、轟ごう音おんを響ひびかせて脇わきをすり抜けていく。真横から吹ふきつける風圧で、バランスが崩くずれそうになった。心臓が凍こおりついた。僕はとっさにハンドルを操作して、辛かろうじて転てん倒とうを免まぬかれた。冷ひや汗あせが噴ふき出た。危あやうく正面衝しよう突とつするところだ。

「ストップ、ストーップ！」

　背後で紗音が叫んだ。

「《ゲート》落としちゃった！」

「何!?」

　僕は急ブレーキをかけて、自転車を停めた。

　轢ひかれそうになった時、手放してしまったらしい。自転車を降おりた紗音が、来た道を引き返していった。二十メートルほど走り、地面に落ちた《ゲート》に手を伸のばす──

　だが指先が触ふれる寸前、剣光が虚空を薙ないだ。

　闇やみの中から現れた骸骨が、斬りかかってきたのだ。紗音は野生動物並なみの反射神経で腕うでを引っ込めた。後ほんの少しでも遅れていたら、手首ごと斬り落とされていただろう。

　さらに二匹ひき、三匹と死し霊りようの騎き士しが姿を現し、紗音に襲おそい掛かかる。

　彼女は剣撃の雨をひょいひょいかわし、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ戻ってきた。

「ダメよ！　諦あきらめましょ！」

「《ゲート》なしで、お前どうやって自分の世界に帰る気だ？」

「主語が違ちがうわよ」

「あん？」

「ここはもうあたしの世界なの」

「…………」

　なぬっ!?　いつの間に!?

　ということは、帰れなくなるのは俺の方？

「ふざけんな！　早く取って来い！」

「嫌いやよ！　自分で行きなさいよ！」

「ちっ！」

　後ろを見ると、僕の側の世界にいた骸骨達が、続々と転位してくるところだった。後あと戻もどりしてあの群れの中に飛び込むのは、ナイアガラの滝たきに飛び込むぐらいの自殺行こう為いだ。

「お前って奴やつは！　後で切り刻きざんでやる！」

「早く逃げないと、あんたもそうなるわよ」

　魔ま物ものの大群が、錆さびた剣を振り翳かざして迫せまってきた。

「うわわっ!?」

　慌てて発進。

　くそー！　また元の世界に帰れなくなったじゃねーか！



　実際のところあれだけの速度で追ってくる怪物から逃げ切るなんて、どう考えても不可能なわけだが、どういうわけか十分も経たたないうちに追っ手の姿はなくなっていた。

　全身が乳酸化してヨーグルトになりかけていた僕は、後ろを確かめて息を吐はいた。

「逃げ切ったみたいだな」

「引力が弱まって、この世界での存在力を失ったのよ」

　左袖をめくり、紗音は瞳ひとみ形の黒いシミを見下ろした。

　あの化物は、紗音の腕に刻まれた《死神の瞳》の指向性引力に引かれてやって来る。ところが彼女の話によると、刻印が発する引力の大きさは一定ではなく、強弱を繰り返しているというのだ。だから引力が弱まると怪物達はこの世界に存在することができなくなって、元の世界に強制送そう還かんされるのである──かつて《夏海引力》に捕とらわれた僕のように。

「でなかったら、あんな連中から逃げ切れるわけないでしょ」

　袖を下ろして、紗音。

「でも引力はどんどん強まってるから、早く何とかしなきゃね」

　彼女は懐から《月の涙なみだ》を取り出すと、鈍にび色いろの月光に翳した。

　気になることでもあるのか、不思議そうに目を細めている。

「どうした？」

「ここに変な文字が彫ほられてるの。何かしら？」

「読めないのか？」

「うん。きっとパシフィス文字ね」

　彼女は「むっふう」と唸うなって、懐にメダルをしまった。

「ま、謎なぞ解ときは明日あしたにしましょ」

　雲の切れ間から覗のぞく朧おぼろ月づきが、夜道を皓こう々こうと照らしている。

　緩ゆるやかな坂道を下りつつ、僕は気になることを訊きいてみた。

「ところでさ、お前の引力はどうなったんだ？」

「あたしの引力？」

「ああ。どうなったのかと思って」

「《夏海引力》なら、もう消えちゃったよ」

　彼女の声こわ色いろが、僅わずかに曇くもった。

「だから悠馬、元の世界に帰ったんでしょ」

「そっか……そうだな」

　かつて紗音の《夏海引力》は様々なトラブルを引き起こし、ついには世界を滅ほろぼす寸前にまで至った。しかし彼女の自じ己こ防ぼう衛えい本能が僕を《制約者》に仕立て上げ、今は僕の存在が《夏海引力》を完全に打ち消している状態らしい。どういう星の巡めぐり合わせか、僕もえらい役を背せ負おわされたものである。《夏海引力》の源みなもとは孤こ独どくから逃のがれたいという感情なので、紗音が寂さびしさを感じなければ二度と発動することはないと思われる。僕と別れた後も異変はなかったようなので、海み鶴つる来ぎさんや初しよ代だいが紗音の寂しさを紛まぎらわせてくれたのだろう。

「《ゲート》を失なくしちゃったから、悠馬が向こうの世界に戻もどる方法を見つけなきゃね」

　背後から紗音が呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。《ゲート》みたいなアイテムが、この世界のどこかにまだあるはずだもん」

　僕としては別にこっちの世界に留とどまっても構かまわないのだが、重複世界を行き来できるアイテムがあると便利なのは確かだ。僕が失しつ踪そうして母親も心配しているだろうしな。

　そして心配といえば……

　自転車を漕ぎつつ、僕はその懸け念ねんを口にした。

「瀬戸さん、無ぶ事じかな」

「そっちも大丈夫よ。殺すつもりなら、あの場でそうしたはずだし」

「なんで殺さなかったんだ？」

「あたしが知るわけないでしょ。あんな拒きよ食しよく症しようの奴らの考えなんて」

　別に拒食症で骸骨になったわけではないと思うが。

　しかし連中は瀬戸さんを攫さらってどうするつもりだろう。人ひと質じちのつもりか。それとも他に理由があるのか。彼女が毎晩見た不思議な夢と何か関係があるのだろうか……

「それにしても」

　という紗音の声が、僕の思考を遮さえぎった。

「あたし、前にあの瀬戸って娘こと会ったことあるわ」

「んなわけねえだろ。俺のクラスメートだぜ」

「でも知ってる人だもん。前にどっかで見たことあるもん」

　そんなはずない。瀬戸さんは僕と同じ世界の人間である。

　この世界の住人である紗音が知っているわけがない。

「ホントに会ったことあるんだって。どこで会ったんだろ？」

「きっと他人の空そら似にだよ」

　疲つかれていたので、僕は取り合わなかった。

　馨かぐわしい磯いその香かおりが、風に乗って漂ただよってきた。



　僕らは自転車を走らせ、港の三番バースに停てい泊はくするマリンブレード号にやって来た。

　幽ゆう寂じやくと輝かがやく月明かりの下、純白の帆はん船せんが闇やみ夜よに優美なシルエットを浮うかべている。三本のマストを、高々と星空に掲かかげている。その姿を目にして、僕は深い感傷に包まれた。四ヶ月前、僕はこの船に乗って危険な太平洋を航海したのだ──伝説の幽ゆう霊れい島を目め指ざして。

　懐なつかしい。すごく懐かしい。胸に去きよ来らいする数々の思い出に、涙が出そうだ。

　だが船の前で紗音が変なダンスを踊おどり、雰ふん囲い気きをぶち壊こわしてくれた。

「おーい、悠馬。早く早くぅ！」

　なんて人情の機き微びを解さない女なんだ。

　僕は自転車を押して、彼女に近づいた。

「家には帰らないのか？」

「追つい跡せき者しやがいつ襲ってくるか分かんないのに、家じゃ寝ねれないでしょ」

「マリンブレード号でも一いつ緒しよだろ」

「一緒じゃないわよ。だって初代が守ってくれるもん」

　ああ、なるほど。

　そういやあの幽霊少女には、船長である紗音を守る義務があるんだったな。

　つまりマリンブレード号は、今の紗音にとって唯ゆい一いつの安全地帯というわけか。

　渡わたし板から船に乗り込むと、甲かん板ぱんはひどい有あり様さまだった。出しゆつ港こう準備中らしく、あちこちに積荷の木箱や樽たるが山積みになっている。帆布キヤンバスや円えん材ざいも至る所に散らばっていて、足の踏ふみ場ばもない。雑貨屋の店先だってもう少し秩ちつ序じよがあるだろうに。

　そんな混こん沌とんとした甲板の上を、マリンブレード号の少女船長は軟なん体たい動物的な動きでふにゃふにゃと歩き回っていた。何かを探さがしているみたいだが……どうしたんだ？

　尋たずねてみると、彼女はがばっと顔を上げて叫さけんだ。

「すごい散らかってる！」

「一目見りゃ分かるだろ」

「積み込み作業が全然進んでないのよ！」

「そうなのか？」

「もう！　初代ったら仕事サボったわね！　出てきなさい！」

　紗音は肩かたを怒いからせ、ぷりぷりしながら中央昇しよう降こう口ぐちを降りていった。

　元気だね、ホント。

　一人で苦笑して、僕はマストを見上げた。帆は全て畳たたまれ、今は括帆索ガスケツトでヤードに括くくられた状態だ。しかし頭上で交こう錯さくする無数のロープを眺ながめているだけで、胸が躍おどった。

　僕は舷げん側そくに自転車を立てかけると、船首楼ろう甲かん板ぱんに向かった。そこは四ヶ月前、別れの舞ぶ台たいとなった場所である。あの時と雰囲気が違って見えるのは、何も時間帯のせいだけではないだろう。帆船って乗り物は、常にその姿を変化させる。帆を畳んでいる時と広げた時、帆の張り方やヤードの角度によって全く別の顔を見せるのである。

　なるほど。そういう意味では紗音に似ているかもしれない。

　なんてことを一人で思い耽ふけっていると、背後から抱だきついてくる者がいた。

「はぁい、悠馬くん。久しぶり」

　耳に息をかけられ、びっくらこいた。

　右みぎ肩かたの上に、金きん髪ぱつ少女の端たん整せいな顔。

　柔やわらかな髪かみが頬ほおを撫なで、ドキッとした。

「やあ初代、元気だった？」

「まあね。でも死んでるから、元気とは言えないかも」

　蠱こ惑わく的な微笑を浮かべ、ぎゅっと僕を抱きしめる。

「会いたかったわ……」

「俺もだよ」

　甘い髪の香りが、僕の鼻び腔こうをくすぐった。

　念のため説明しておくと、彼女の名は初代──といっても、これは本名ではない。マリンブレード号の初代船長だから、本人がそう名乗っているだけだ。なぜ本名を教えてくれないのかは謎なぞだが、彼女の話によると《夏海引力》によって二百年前の世界から牽けん引いんされてきた幽霊らしい。現在はマリンブレード号に憑ひよう依いし、この船の同化体となっている。そのため船の中では様々な超ちよう能のう力りよくが使えるし、擬ぎ似じ的に実体化することもできるのだ。

　そんなわけで後ろから抱きつかれると、豊ほう満まんな胸の感かん触しよくが僕の背中を刺し激げきするのだった。

「背、伸のびたわね。それに男らしくなったんじゃない？」

　僕の首に手をかけたまま、正面に回り込んでくる。

　妖よう艶えんな眼まな差ざしと悪戯いたずらっぽい微笑が、僕の鼓こ動どうに火をつけた。こんな際きわどいスキンシップをされて、妙みような気分にならない男はいない。

「そ、そうかな。自分では分からないけど」

「自分では分からないものよ。でも時と共に、みんな大人になっていく」

　初代の瞳に、ほんの少しだけ寂しさが滲にじんだ。

「変わらないのは死人だけね」

「…………」

「ね、悠馬くん。私と最後に交かわした約束、覚えてる？」

「約束？」

「今度はもっと激しいことしようねってやつ」

　初代が身体からだを寄せてきた。おいおい。

　悩なやましげな表情に圧おされて後ずさりしたら、背中が舷側の手て摺すりにぶつかった。

　初代が豊かな胸を押しつけてきた。その柔らかい感触に、理性がガラガラと崩くずれ落ちていく。こんなところを紗音に見られたら一大事だぞと脳内天使が訴うつたえてきたが、嫋たおやかに迫せまる唇くちびるの魅み力りよくには敵かなわなかった。僕らの鼓動が重なり合ったような錯さつ覚かくを覚えた。

　柔らかそうな唇が、近づいてくる──

　と、足元から怒ど鳴なり声が響ひびき渡った。

「初代！　出てきなさい！　どこ行ったのよ！」

「……まったく」

　雰囲気をぶち壊され、幽霊少女はすっと離はなれる。

　彼女は不ふ機き嫌げんそうに中央昇降口を一いち瞥べつした。

「あの娘この騒そう々ぞうしさは、きっと死ぬまで変わんないわね」

　同感。

「随ずい分ぶんと早いお帰りだったけど、手に入れたの？」

「《月の涙なみだ》なら、イエスだよ」

「仕事サボって隠かくれてんじゃないわよ、変へん態たい女幽霊！」

「今夜はやけにはしゃいでるわねえ」

　腕うでを組む初代の瞳ひとみに、ふと剣けん呑のんな光が宿った。

「悠馬くん、ちょっと待っててね」

　含ふくみのある笑えみを残し、彼女は甲板の下に消えていった。

　直後、下層甲板から紗音の「きゃん!?」という悲鳴が聞こえた。

「ちょ、ちょっと！　何すんのよ──ひゃっ！」

「あんた生意気だからお仕置きよ」

「ふざけないで！　こんな所で……ゆ、悠馬に聞こえちゃう！」

「いっそ彼に見てもらったら？　その恥はずかしい格好」

「ダメっ！　それ以上したら、お経きようで昇しよう天てんさせるわよ！」

「無む駄だよ。あんたの弱点は分かってんだから。ここでしょ？」

「ひゃんっ！　そこは……ダメぇ！　んあっ！　いやぁ！」

「ふふ。子供のクセにエッチな顔するようになったじゃない」

「だって、んっ、初代が、変なこと……あんっ！　あっ！」

「可愛いわよ、船長。ほら、私が昇天させちゃおうかしら」

「ふあっ！　あんっ！　あっ！　ああっ！」

　暗い昇降口の下から、紗音と初代の甘い喘あえぎ声が聞こえてくる。

　なな、何やってんだ、おい!?

　僕は焦あせった。かなり焦った。

　まさか十八歳未満の青少年が、見ちゃいけない行こう為いに耽ってるんじゃないだろうな。

　いや、これはどう考えても──

　どど、どうしよう。止めに入るべきか、気づかない振ふりをするべきか。

　僕はドキドキムラムラしながら、甲板の上を行ったり来たりした。真っ暗な昇降口から漏もれてくる、二人の少女の熱い吐と息いき。すぐ足元で禁断の花園が口を開けている。一度踏み込んだら二度と元の精神状態には戻もどれないだろうアブノーマルな世界。それとも単に僕がエロい妄もう想そうをしているだけで、実際は全然違ちがうことをしているのだろうか。

　うん。きっとそうに違いない。そういうことにしておこう。

　だが階段を降りて確かめに行く勇気はなかった。



    

  
    
      　鳴いたなら、鳴き止やむまで待とうホトトギス。

「…………」

　だけど、一体いつまで待てばいいんだろう。

　二人とも俺のこと忘れてんじゃねえか？

　おーい……



　やけに悶もん々もんとする、梅つ雨ゆの夜だった。



    

  
    
      　第三章　ストーミー・デパーチャーズ






　翌朝、岬みさきさんや斉さい藤とうさん達と再会した後、僕は紗しや音のんと海み鶴つる来ぎさんの家に向かった。

　自転車の後ろに乗った紗音は、陽気に鼻歌を歌っていた。音程を外はずしまくっていたので何の曲かは定かでないが、様子からして彼女はご機き嫌げんだった。多分、ご機嫌なんだろう。

　もっとも気まぐれな海と同じで、いきなり荒あれたりするので油断はできないが。

　それにしても今け朝さは筋肉痛で足がパンパンだってのに朝から自転車をコキコキしてゼイゼイ息を切らしている僕の存在理由って何なんだろうか。僕ももうすぐ十六。そろそろ人生を見つめ直す時期かもしれないなと考えていると、なんか凄すごいものが見えてきた。

「とうちゃーく！　ここが琴こと菜なの家よ」

　口が半開きになるほどの豪ごう壮そうな鉄てつ柵さく門だった。

　海鶴来さんの家は、かなりの豪ごう邸ていだった。ある程度予想はしていたが、予想以上の大豪邸である。もう家と呼べる次元のものではない。門構がまえからその向こうに見える前庭、さらにその奥に佇たたずむジョージ王朝風の瀟しよう洒しやな屋や敷しきは、一体なに宮きゆう殿でんだよとツッコまずにはいられない。きっとこの屋敷のトイレは、僕の家ぐらいの広さがあるに違ちがいない。

　海鶴来家の総資産って幾いくらぐらいなんだろうかと僕が格差社会の現実を目まの当たりにしているうちに、紗音がフェンシングのポーズでインターホンを三連射した。

「琴菜に会わせんしゃい！」

　するとその一言で、自動的に門が開いた。

　こんな不ふ審しん者しやをあっさり通していいのかと思ったが、よく見ると監かん視しカメラが設置されていた。この屋敷の警備員は、みんな紗音の顔（と奇き行こう）を知っているのだろう。

　僕達は再び自転車に乗って庭を進んだ。

　門から玄げん関かんまでがやけに遠い。こんなちっぽけな島国にこんな馬ば鹿かでかい屋敷を建てるのは建築基準法違い反はんじゃないのかと思いつつ、ようやく玄関に到とう着ちやく。すると──

「パンの人！」

　庭で遊んでいた銀ぎん髪ぱつのツインテール少女が、とてとてと駆かけ寄よってきた。

　大きなカエルのぬいぐるみを背せ負おって、抱だきついてくる。

「やあ、みるかちゃん。久しぶり」

「パンの人！　ひさぶり！」

　まだ僕の名前を覚えてくれてないらしい。もう『パンの人』でいいけど。

「おまけにジュースの人！」

「誰だれがおまけよ!?」

　自転車を降りた紗音が、目を剥むいた。

「そりゃパンとジュースならパンの方がメインだけど、あたしは船長でこっちは隊員番号０８２番なんだから、むしろあたしがメインで悠ゆう馬まがおまけなの！　分かった？」

「みるか、よく分かんない」

　分からなくていいよ。

「琴菜ったら、義妹いもうとの教育がまるでなってないわね」

　辟へき易えきしちゃう、と紗音は不機嫌に腕を組んだ。

　昨夜初代から聞かされたことだが、前回の航海が終わった後、海鶴来さんはみるかちゃんを正式に家族として引き取ったらしい。つまり古代パシフィスの世界から《夏なつ海み引力》で強制召しよう喚かんされたこの少女は、現在は『海鶴来みるか』という名前なのである。

「とにかく、あたしのことは船長って呼ばなきゃダメよ。分かった？」

「きゃはは！　もじゅもじゅ、くすぐったい！」

　みるかちゃんは、モズルと戯たわむれていた。

　紗音の頬ほおが、ひくりと引きつった。

　視線を転じると、少し離れた所に黒服黒サングラスの二人組が立っていた。前回の航海で海鶴来さんのボディガードとして同行し、ずっと船ふな酔よいでぶっ倒たおれていた連中である。

　ほとんど会話をしなかったので名前が出てこなかった。確か背の高い伊だ達て男おとこの方が……

「俺は貝かい塚づか祐ゆう介すけ。こっちは幕まく内うち航わたるだ。久しぶりだな、少年」

　そうそう。ノッポなのが貝塚さん、チビで小太りなのが幕内さんだ。

「船長も久しぶり。最近見かけなかったが、どうしたんだ？」

「ちょっと忙いそがしくてね。それより琴菜は？」

「ここにいますよぉ」

　おっとりとした声は、頭上から聞こえた。

　二階のテラスから、海鶴来さんがティーカップを片手にひらひらと手を振っていた。

　お嬢じよう様さまの優ゆう雅がな朝のひととき──



　案内されたのは、広々とした書しよ斎さい部屋だった。

　書斎にしてはあまりにも広かったので、最初は家の中に図書館があるのかと思ったほどだ。背の高い本ほん棚だなが縦じゆう横おうにずらりと並び、膨ぼう大だいな書物がぎっしり収おさまっている。全部で何冊あるのか見当もつかないが、一生かかっても絶対に読み切れないだけの数があった。

　しかもここにある書物は、全てパシフィス文明に関する稀き覯こう書しよというから驚おどろきだ。

　どうやって集めたのか訊きくと、海鶴来さんは事もなげに言った。

「そりゃ毎日コツコツと世界中から取り寄せたんですよ」

　名物駅弁を全国各地から取り寄せたかのような口調だった。

「幾らかかったんだ？　全部集めるのに」

「さあ。大した金額じゃなかったと思いますけど」

　嘘うそつけ。漫まん画がでもこれだけ集めたら億単位の金がかかるだろうに。

　何なんだよう、このお嬢様は。

　海鶴来家の経済戦せん闘とう力に打ちのめされていると、ブルジョア少女が首を傾かしげた。

「どうしたんですか？　凪なぎ沙さくん」

「ほっといてくれ。俺みたいなプロレタリアのことなんて」

「そうよ。悠馬みたいな下層貧ひん民みんなんて、今は毛ほども気にしてる場合じゃないでしょ」

　小さじ一いつ杯ぱいの思いやりさえ感じられない口調で、紗音が会話に入ってきた。

「そんなことより、例の件、何か分かったの？」

「《死神の瞳ひとみ》なら、大体分かりましたよ」

「じゃあ、このあたしに教えることを特別に許可するわ」

　教えてもらう分ぶん際ざいでなぜ上から目線なんだ、この女は。

　しかし海鶴来さんはさして不快がる様子もなく、にこにこしているのだから心の広い人である。もしかしたら妹のわがままを聞き入れる姉の心境なのかもしれない。そういえば四ヶ月前と比くらべると、海鶴来さんの雰ふん囲い気きが少し変わった気がする。大人っぽくなったというか、落ち着きが出たというか……義妹ができてお姉さんっぽくなった感じだ。

「その前にちょっと腕うでを見せて」

　海鶴来さんは紗音の左袖そでをまくる。

「うん。これならまだ大だい丈じよう夫ぶですね」

「全然大丈夫じゃないわ。昨日きのうも骸がい骨こつの大群に追われたのに。ね、悠馬」

　うん。あいつらメチャ足速いし。

　だが海鶴来さんが言いたいのは、そういうことではないらしい。

「体内で“〝毒”〟が生成され始めると、このシミが赤くなるんです。つまり色が変わったら危ないってこと。今はまだ赤みを帯びてないから、時間的な余よ裕ゆうはあるってわけです」

「赤くなると、どうなるの？　死ぬの？」

「むしろ死ななくなります」

「むふ？　不ふ死じ身みになるってこと？」

「ある意味では」



    

  
    
      「いいじゃん」

「そんなことないですよ。だって《死神の瞳》が生成する“〝毒”〟は、遺い伝でん子しレベルでの変へん異いを促うながすんだから。あなたの肉体は老化を抑よく制せいするクロトーに似にたホルモンを大量に分ぶん泌ぴつする一方で、二度と陸おかに上がれない身体からだになっちゃうんです。永遠の命を得る代だい償しようってやつですね。あなたは醜みにくい怪かい物ぶつになって、永久に世界の海を彷徨さまようことになるんですよ」

「か、怪物になっちゃうの？」

「うん」

「こんな可愛い紗音ちゃんが？」

「うん」

「ヤダヤダ、そんなのヤダ！」

　猫ねこ型ロボットに泣きつくメガネ少年みたいに、紗音は海鶴来さんに抱きついた。

「助けてよ、琴菜！」

「…………」

　物言いたげな顔で、海鶴来さんはため息をこぼす。

「《月の涙なみだ》は手に入れたんですか？」

「うん。ほら」

　紗音は首にぶら下げていたメダルを差し出した。

「縁ふちの所に文字が彫ほられてるんだけど、読める？」

「どれどれ」

　海鶴来さんはメダルを受け取ると、それをしげしげと観察してから部屋の中を歩き始めた。ずらりと並ぶ本棚に視線を走らせ、参考になる文ぶん献けんを探さがしているようだ。やがて彼女は一冊の書物を手に取ると、大きなテーブルに着いて無言でページをめくっていった。そのテーブルには無数の本が山積みにされ、古代の文もん書じよや走り書きのメモが散乱している。

　どっかの美人教授みたいだなと眺ながめていると、紗音が囁ささやいてきた。

「虚うつろ島じまから戻もどって以来、パシフィスのことをいろいろ勉強してるのよ」

「なんで？」

「みるかちゃんのことを調べるためよ」

　僕は部屋の隅すみでモズルと遊んでいる少女を見やった。

「あの娘こ、パシフィス時代のことや自分のことは何も覚えてないのよ。それって可哀かわい想そうでしょ。だから琴菜はみるかちゃんの記き憶おくを取り戻すために、いろいろ調べ回ってるの」

「記憶喪そう失しつか。医者には診みせたのか？」

「もちろんよ。何かきっかけがあれば、記憶は戻るかもしれないんだって。思い出の品とか思い出の場所とか、記憶を呼び覚ます引き金になるようなものがあればね」

「けどそれって一万年前のものだろ。まだこの時代に残ってんのか？」

「それを探してるんじゃない、馬鹿！」

　怒おこられた。

「世界中からこれだけの本を集めるだけでも大変だったんだから。太平洋に逃にげたメダカを探すような作業だけど、自分が何者か分からないまま生きてくのって、みるかちゃんも辛つらいでしょうし。せめて本名ぐらいはね……だってほら、悠馬が適当な名前つけたから」

「名前つけたのお前だろ。しかも適当だったのかよ」

　なんて話をしてたら、海鶴来さんに睨にらまれた。怖こわ。

　みるかちゃんが人差し指を口に当てて、「しーっ」と注意してくる。

　僕と紗音は口をつぐんだ。

　海鶴来さんは真しん剣けんな顔でページを指でなぞったり、紙に何かを書いたりしていた。そこにいつものおっとりとした雰囲気はない。入試直前の受験生にも似た鬼き気き迫せまる眼まな差ざし。とても話しかけられる空気ではなかった。一つのことに没ぼつ頭とうすると性格が変わるタイプだな。

　僕と紗音は口を閉ざし、解読が終わるのをじっと待った。もっとも忍にん耐たいの沸ふつ点てんがヘリウムよりも低い紗音は、しばらくすると怪あやしげな挙動で部屋をうろつき始めたが。

　やがて、海鶴来さんがしかめっ面つらを持ち上げた。

「みるかちゃん、パグラ・デム・ラ・ファウスってどういう意味？」

「橋。七個の橋」

「あ、そっか」

「解読できたの？」

「ええ、分かりましたよ。メダルにはこう書かれてます──“〝我われは一ひと滴しずくの涙。我を夜の女神に捧ささげよ。されば七つの橋より蒼あおき祝福をもたらさん”〟」

「どういう意味？」

「さあ」

　おっとりモードに戻った海鶴来さんは、鷹おう揚ように肩かたをすくめる。

　紗音は不服そうに「むっふう」と唸うなった。

「まあいいわ。それで《泉》の場所は？」

「位置は記しるされてませんね」

「ダメじゃない！」

「大丈夫ですよ。手て掛がかりは他にもありますから」

　鼻息を荒あららげる紗音を宥なだめると、海鶴来さんは一枚の書類を手に取った。

「紗音は筑つく紫し丸の皆みな月づき船長を知ってましたっけ？」

「うん。お父さんの友達だった人でしょ。確か二年前に行方ゆくえ不明になった」

　と答えて、怪け訝げんそうな顔をする。

「その人がどうしたの？」

「彼も《禊魂みそぎの泉》を探してたんですよ」

　書類を手に、海鶴来さんは続けた。

「船長が残した手記によると、《導みちびきの髑どく髏ろ》と呼ばれるパシフィスの財宝が、《泉》の場所を示してくれるらしいんです。彼はそれを上海シヤンハイで手に入れたと書き残してます。どうやらミズキくんのお父さんが、虚島から持ち帰った財宝の一つだったみたいですね」

　五年前、ミズキの父は虚島から持ち帰った財宝を上海で売り捌さばいた──

　という話は、僕もミズキ本人から聞いていた。

「で、その《髑髏》はどこにあるの？」

「皆月船長と一いつ緒しよに行方不明」

「ぬはーっ！　やっぱりダメじゃない！」

　紗音が無茶苦茶に髪かみを掻かき回す。実験に失敗した科学者みたいな爆ばく発はつ頭になった。

　ホント限度を知らん奴やつだな。

「紗音はせっかちさんですね」

　ほんわかとした表情で、海鶴来さん。

「その点もちゃんと調べておきましたよ。二年前の十月十八日、筑紫丸が釧くし路ろ港こうで補給を行ったことが記録に残ってます。それで過去に北洋航海に出た船せん舶ぱくから情報を集めたところ、志し林りん規き島とうで座ざ礁しようする筑紫丸らしき船を目もく撃げきしたっていう証言を入手しました」

「志林規島っていうと、千ち島しま列れつ島とうね！」

「きっとそこに《髑髏》もあるはずです」

「でかしたわよ、琴菜！」

　ボサボサ髪のまま、紗音は拳こぶしを握にぎりしめた。

「これで針しん路ろが決まったわ！　目め指ざすは危険な北の荒あら海うみ！　『第一回　むしゃむしゃ☆オホーツク海でカニを食べまくるついでに邪じや悪あくな刻印を解といちゃおう大会』の開かい催さいよ！」

　彼女はその場でくるくる回転すると、左手を腰こしに当て、右みぎ腕うでを斜ななめ四十五度の角度に伸のばして中空を指差した。天窓から太陽が覗のぞくその方角は絶対北ではないが、それを指し摘てきする者はいない。海鶴来さんは嬉うれしそうに「おーっ！」と右腕を突つき上げているし、みるかちゃんも義あ姉ねに倣ならう始末だ。つくづくノリのいい連中である。

　もちろん僕は、彼女達ほど楽天家じゃないけどね。

　大体カニを食う方がメインになっている時点で根本的に間ま違ちがっているし、しかも何気に危険とか言わなかったか？　また命が幾いくつあっても足りないような目に遭あうのだろうか。

　なぜか途と轍てつもなく嫌いやな予感がしてきたぞ。

　崖がけの上からヒモなしでバンジージャンプさせられる気分だった。

　　　　＊




　港に係けい留りゆうされたマリンブレード号は、男達の荒あら々あらしい熱気に包まれていた。

　出しゆつ港こうを直前に控ひかえた船が醸かもし出す、独特の喧けん騒そうである。

　現在マリンブレード号は長期航海に備えた積み込み作業の真っ最中で、総勢百二十四名の乗組員が物資の運うん搬ぱんと搬はん入にゆうに忙ぼう殺さつされていた。食しよく糧りようはじめ様々な装備の他、大量の水も船内に運び込まれていく。海の上は砂さ漠ばくと同じで、水は掛かけ替がえのない貴き重ちよう品なのだ。

　通常マリンブレード号は、出港前に約五百トンもの水を船内各部の貯水タンクに汲くみ入れる。そのうち生活用水として利用できるのは、せいぜい半分ぐらいだ。残りはバラスト用（船を安定させる錘おもり）に取っておかねばならない。高いマストを備える帆はん船せんでは、重心を低くして復原性を高める（転てん覆ぷくしにくくすること）ための重しが必要となるのである。

　無論これだけの水で船上生活がまかなえるわけではないが、船には海水の淡たん水すい化か装置が搭とう載さいされており、出港後はこの造水器で一日二十リットルの清せい水すいを作り出すのである。

　いったん海に出れば水は重要な資源になるってことは僕も前回の航海で身みに沁しみて学んだが、それにしてもこの大量の空からのペットボトルは何に使うのだろう。

「決まってるじゃない。不老不死の水を持ち帰るためよ」

　起き重じゆう機きで運び込まれるケースを見上げ、紗音は答えた。

「持ち帰る？　何のために？」

「売るのよ。一本十万円で」

「悪徳商法かよ」

「悪徳じゃないわよ。だって本物の不老不死の水だもん」

　そうかい。

　積み込み作業の間、紗音は船長としての仕事を何もしていなかった。彼女のしていたことと言えば、樽たるの上に座すわって足をぷらぷらさせたり、船橋甲板ブリデツキでエールを送ったり、意味不明な踊おどりを踊ったりするぐらいで、はっきり言って邪じや魔まなだけだった。

　出港の前日、僕は初しよ代だいと装備の最終点検を行った。

　複雑な操船システムを持つ帆船では、点検する箇か所しよが非常に多い。ヤードを動かす横桁ブレース索、帆ほを引ひき揚あげる揚げ索ハリヤードや帆耳索クリユーライン、帆を前に引く下タ隅ツ索ク、後ろに引く帆シ脚ー索ト、マストを支ささえる索ステイ、他にも滑かつ車しや装置や吊つり索、舵かじ、舵だ輪りん、揚錨機キヤプスタン、補助動力機関や発電機など挙あげればキリがない。それらに異常や故障がないか、一つ一つ確認せねばならないのである。

　初代は「この船は私自身だから」という理由で、最終点検の仕事を引き受けていた。

「それはきっと琴菜ちゃんのアイデアね」

　マストに張はり巡めぐらされたロープを確かめつつ、幽ゆう霊れい少女は言った。

「お金に関しちゃ、船長はてんで無む頓とん着ちやくだし」

　なるほど。悪徳商法は海鶴来さんの思いつきか。

「あれだけ財産があるのに商売熱心なことで」

「仕方ないわよ。船を一隻せき航海に出せば、億単位の費用がかかるんですもの」

「いくら親友とはいえ、紗音のためにそこまでするか、フツー」

「あの娘こにはあの娘の目的があるんでしょ」

　羽は衣ごろもの裾すそを風に靡なびかせて、初代。

　滑車装置に油を差していた僕は、手を止めた。

「みるかちゃんのことか」

「失なくした記憶を取り戻すのに、船長と一緒に旅をするってのは悪い選せん択たくじゃないわね」

　確かに元はと言えば、紗音が変へん態たい能力でみるかちゃんをこの時代に引き寄せたことが原因なわけだしな。パシフィスと何かと縁えんのある紗音と一緒に旅をしていれば、みるかちゃんの記憶が回復する可能性だってあるかもしれない。それにしても……

「何者なんだろうな、みるかちゃんって」

「さあ。でも《針のない羅ら針しん盤ばん》を扱あつかったり、万ばん魔ま殿でんの封ふう印いんを解いたり、虚島を再封印したりするぐらいだから、パシフィス人の中でも特別な存在だったんじゃないかしら」

　初代は目を細め、彼方かなたに煌きらめく水平線に視線を注そそぐ。

「自分は何者で、どこから来てどこへ行くのか──その答えが海のどこかにあるといいわね」

「…………」

　僕はロープを掴つかみ、秀しゆう麗れいな彼女の横顔を眺ながめた。

「君は何者なんだ？」

「何よ、藪やぶから棒に」

「考えてみりゃ、まだ本名も教えてもらってない」

「うふん。私のことが気になる？」

　胸を寄せ、小こ悪あく魔まっぽく微笑する。

　そんなお色気作戦には騙だまされないぞ。

「なんて名前なんだ？」

「ヒ・ミ・ツ」

「なんで？」

「それもヒ・ミ・ツ」

「年ねん齢れいは？」

「女に年と齢しを訊きくなんて失礼よ」

「言えないってことは若くないのか？」

「見て、夕陽が綺き麗れいだわ」

「…………」

　名前も年齢も言えないって、一体どんな悪いことをしたんだ？

「女に謎なぞはつきものよ」

　蠱こ惑わく的な微笑を湛たたえ、初代は僕の鼻をつんと突いた。

　ある意味でみるかちゃん以上に謎の多い存在だった。

　僕はヤードに腰を下ろして景色けしきを楽しむ初代の横顔を観察した。見た目は僕や紗音と同じ十五、六歳だが、中の人はどう考えても年上だろう。以前四歳ぐらいの『お子様初代』に変身していたので、姿を自由に変えられることは間違いない。

　彼女の視線を追うと、絢けん爛らんと燃える斜しや陽ようが夢ゆめ前さき港を彩いろどっていた。港内に停てい泊はくする他の船と比べれば、マリンブレード号の形状はかなり特とく徴ちよう的だ。高い乾かん舷げんに二層の砲ほう列れつ甲板を持ち、船首には長く傾けい斜しやした第一斜檣バウスプリツトとジブ・ブームを備えている。随ずい分ぶんと古風な外観をしているが、実際にこの船は二百年前に建造されたフリゲート艦かんなのである。それが《夏海引力》によって現代に現れ、海鶴来重工の造船技術の粋すいを結集して再艤ぎ装そうされたのだ。

　もしかするとこの船なら、初代の過去を知っているかもしれない。

「ごめんね。今は話したくないの、自分のことは」

　かなり時間が経たってから、初代は艶つやっぽい声で囁ささやいた。

「でも、いつか話してあげる。それまで我が慢まんできる？」

「俺は誰だれかさんと違って、そんなせっかちじゃないよ」

「ＯＫ。じゃ、そろそろ降おりましょうか」

　彼女は大きく伸びをして、ヤードの上で立ち上がった。

「誰かさんの機き嫌げんが悪いみたいだし」

「──え？」

　甲板を見下ろすと。

　船長帽ぼうをかぶった少女が、むっつりとこちらを見上げていた。



　出しゆつ帆ぱんの日の朝は小雨がぱらつく生あい憎にくの天気で、紗音を憤ふん慨がいさせた。自然のやることだから怒おこっても仕方がないのに、彼女は怒っていた。激げき怒どしていた。そして怒っても仕方のないことに怒っている自分に対しても怒り出すその芸当は、もはや狂きよう人じんの域に達していた。

「あたしは今世紀最強のラッキーガールなのに、出発日が雨なんて変じゃない！」

　梅つ雨ゆだからだろ。

　だが紗音の思考回路にどんな不純物が紛まぎれ込んだのかは知らないし知りたくもないし教えてほしくもないのだが、彼女は僕の顔をじろじろ見ながらこう言った。

「どうやらこの船に、今世紀最悪のアンラッキーボーイが乗り込んでるみたいね」

　俺のせいかよ。

　確かに僕はあまりツイてる人間とは言えないが、そこまで幸さち薄うすいわけじゃない。なのに紗音は、この雨が僕の失しつ態たいとでも言いたげな視線を投げつけてくるのだった。

　もちろん遠足に行くわけではないので、雨天中止にはならない。

「舫もやいを解きなさい！　舵中央！　第一解かい帆はん手しゆ、登とう檣しよう！」

　マリンブレード号は雨空の下で白しら帆ほを広げると、夢前港を後にした。

　ここで紗音が設定した針路を簡単に紹しよう介かいしよう。

　夢前港を出発したマリンブレード号は大おお阪さか湾わんを南下し、狭せまい友ともヶが島しま水道を抜ぬけて太平洋に出る。そこから黒潮に乗って東進するところまでは、前回と同様だ。ただ今回は八はち丈じよう島じまに向かうのではなく、房ぼう総そう半島を回って北へ針路を取る。その後は北海道から千島列島に入り、点在する島々を臨のぞみながら北ほく端たんの志し林りん規き島とうを目め指ざす──というものである。

　つまり途と中ちゆうまでは、前回とほぼ同じコースを取るわけだ。

　ただ海の天候は、前回とは大おお違ちがいだった。

　潮ちよう流りゆうの激しい友ヶ島水道を抜けて紀き伊い水道に入った途と端たん、海は時し化けまくっていた。

　四ヶ月ぶりに船に乗った僕には、かなりの洗礼だ。繰くり返される縦たて揺ゆれと横揺れで胃の中がジューサーみたいに攪かく拌はんされ、僕は右う舷げん手て摺すりに掴まって嘔おう吐とし続けるハメになった。

　うげえっ。マジで死にそうだ。

　つーか一思いに死なせてくれ。

「もうダメだ……港だ……港に戻もどってくれ」

　と情けなく呻うめいたのは、僕ではないぞ。

　隣となりを見ると、全身黒ずくめの伊だ達て男おとこが手摺にもたれかかっていた。

「貝塚さん」

「よう、少年……」

「また来たんですか？　船が苦手なのに」

「たとえ地の果て山の果て、お嬢じようの行くとこどこまでもお供ともするのが俺の使命よ」

　貝塚さんはぐったりしながら、手で帽ぼう子しを押さえた。

「けど、海は海水浴までにしてほしいぜ」

「幕内さんは？」

「ワタルならここにいる」

　小こ柄がらな方の黒ずくめが、足元に転ころがっていた。口から汚お物ぶつを垂たらし、白目を剥むいている。

「船ふな酔よいは克こく服ふくしたと思ったんだが……」

　呟つぶやいた貝塚さんが、手摺から身を乗り出して嘔吐した。

　そしてそれを見た僕は、得も言われぬ胸のむかつきを覚えて胃の中の物を海にぶちまけた。専門用語で言う“〝もらいゲロ”〟と呼ばれる現象だ。辛つらいよう。苦しいよう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　三人とも」

　銀ぎん髪ぱつツインテール少女の手を引いて、海鶴来さんがやって来た。

　みるかちゃんが僕を指差して、

「パンの人、ばっちい！」

「ううう……」

　僕はフラフラしながら、手の甲こうで口元を拭ぬぐった。

「酔い止めの薬が、全然効きかねえ」

「船に乗ってると思うから酔うんです。楽しいことを考えればいいんですよ」

「……例たとえば？」

「紗音と遊園地で遊んでるシーンとか」

「みるか、メリーゴーランド大好き！」

　うごぉえええっ！

　僕と貝塚さんは、同時に吐はいた。なんてこと言うんだ、みるかちゃん。

　困った顔をした海鶴来さんが、ぽんと手を叩たたく。

「あ、それじゃあ初代の──」

　うごぉえええっ！

　僕と貝塚さんは、再び胃の内容物を海面に撒まき散ちらした。

　ヤードから舞まい降おりてきた初代が、手摺に腰こしを下ろした。

「ちょっと。そのタイミングで吐くのは失礼じゃない？」

　ズミマゼン……

　彼女は隔かく意いありげな目で僕達を見、それから「うぷっ」と顔をしかめた。

「臭くさいし汚きたない！　もう、汚よごさないでよ！　この船は私なんだから！」

「お前ら、甲かん板ぱんを汚したら承知せんぞ。分かってるだろうな」

　潔けつ癖ぺき症しようの斉藤さんが、船首楼ろう甲かん板ぱんでボキボキと指を鳴らした。

　さらに舷げん側そく通路から、紗音の甲かん高だかい声が飛んでくる。

「悠馬、あんた当直でしょ！　サボったらムチ打ち百万回よ！」

　揃そろいも揃って鬼おにだ。あんたら。

　　　　＊




　紀伊水道を南下して太平洋に出ると、海はさらに荒あれていた。

　高く盛り上がった波なみ山やまが船首にぶつかると、黒い奔ほん流りゆうが船首楼甲板に落ちてくる。海面では白波が複雑な踊おどりを演じ、マリンブレード号を縦に横に揺さぶった。

　雨は次し第だいに激しさを増し、波も高く、風も強くなってきたので縮帆リーフしなければならなかった。ヤードの一番下に張られた大コ横ー帆ス、さらにその上のトップスルは二段縮帆され、それより上部のトゲンスルやロイヤルスルは完全に畳じよう帆はんすることとなった。

　強風下でいつまでも帆を展じていると、マストが折れたり支索ステイが切れたりする危険があるからだ。特に上部の帆を広げたままでいるとモーメントと呼ばれる回転力が発生し、船が傾かたむいて転てん覆ぷくしてしまう恐おそれもある。そのため風が強くなると最上部の帆から順番に畳たたんで帆面積を小さくしなければならない。ということで僕達は揺れるマストによじ登り、雨風が吹ふきつける不安定なヤードで、せっせと減げん帆ぽん作業に勤しむハメになったのだった。

「よーし、ヤードから降りろ！　横桁索ブレースを引け！　左さ舷げん開きに変へん更こう！」

　擾じよう乱らんする風波の中、斉藤さんの大だい音おん声じようが轟とどろいた。

　マストでの作業を終えて甲板に戻った時、ちょうど八はつ点てん鐘しようが鳴った。

　当直の交代を告げる合図だ。

　やっと終わったか……

　船酔いと疲ひ労ろうで困こん憊ぱいの僕は、風雨を凌しのげる下層甲板に座すわり込んだ。

　疲つかれたよ、もう。

　こういう天候下での船旅は、かなり憂ゆう鬱うつである。なにせ俺って肉体派っていうより頭ず脳のうで勝負するタイプだろ。だからこのテの重労働は苦手なんだ。大体、誰かさんみたいに本能に従っただけの行動力なんて、サルと紙かみ一ひと重えだし。俺はそういう野や蛮ばん人じんとは違うのさ。

「違うって、何が？」

　船長帽を脱ぬいで髪かみを拭ふいていた紗音が、振ふり向いてきた。

「……気にすんな」

「さっきから何ぶつぶつ言ってんのよ」

　彼女は帽子を被かぶり直すと、仏ぶつ頂ちよう面づらを寄せてきた。

「あのね、悠馬ちょっとだらしないわよ。さっきもダラダラダラダラ仕事しちゃって。気が緩ゆるんでるんじゃないの？　もっとビシッとしなさいよ、ビシッと。男でしょ！」

「船酔いがひどいんだよ」

「船酔いが何よ！　あたしなんて生理中なんだから！」

　そういうことは大声で言わないでくれ。困るから。

「まあいいわ。それより後で船長室に来て。手伝ってほしいことがあるから」

「手伝うって、何を？」

「仕事よ、仕事！」

　いま終わったとこだぞ。

「なんか言った!?」

「……いや、別に」

「サボったら島流しの刑けいだからね。分かった？」

　紗音はそう言い放つと、ゆらゆらとした足取りで去っていく。

　島流しって、罪つみ重すぎだろ。

　付き合いきれねえなとぼやいていると、初代が降りてきた。

「今日もご機き嫌げんね、彼女」

「皮肉か？」

「違うわよ。あの娘こウキウキじゃない」

　あれでウキウキだったら、不機嫌な時はどうなるんだ。角つのでも生えるのか？

「寂さびしさを紛まぎらわせるための空から元気。でも今は、喜びを隠かくそうと不機嫌を装よそおってる」

「何のこっちゃ」

「悠馬くんに再会できて嬉うれしいのよ」

「そういう風には見えないけどな」

　差し出されたタオルで頭を拭きつつ、僕は首をひねった。

　実は紗音と再会して以来、そのことがちょっと心の隅すみに引ひっ掛かかっていたのである──彼女は僕とまた会うことができて、どう思っているんだろうって。正直言って僕は物もの凄すごく嬉しいんだが、紗音からはあまりそういう雰ふん囲い気きが感じられないというか、彼女との温度差を感じるというか……もしかして僕は、甘い幻げん想そうを期待しすぎていたんだろうか？

「どうしたの、悠馬くん？」

　初代に声をかけられ、僕は我われに返った。

「いや、どこらへんで紗音の機嫌が分かるのかなと思って」

「船長のことが気になる？」

「そういうわけじゃ」

「じゃ、どういうわけ？」

「…………」

　二の句が継つげず、僕は初代を見つめた。彼女もこちらを見返してくる。

　僕らの間に今まで感じたことのない張りつめた空気が流れた。それは決して目に見えるものではなく、心で漠ばく然ぜんと感じるものだったからこそ、余計に僕を戸と惑まどわせたのかもしれない。それとも初代の瞳ひとみの奥に渦うず巻まく、奇き妙みような感情の光を垣かい間ま見みたからか。

　だが頭上で激しい波音がした時、初代はいつもの初代に戻っていた。

「冗じよう談だんよ、冗談。ちょっとからかっただけだから、そんな硬かたい顔しないで」

　彼女は普ふ段だんのお軽い調子で、ぱたぱたと手を振った。

「ま、私の場合、あの娘のことは身体からだの隅すみ々ずみまで知り尽つくしてるからね」

「隅々？」

「ちなみに船長の性感帯は、耳と首筋と脇わき腹ばらよ」

　おい。

「大丈夫。心配しないで」

　初代は笑顔で僕の肩かたに手を置いた。

「あの娘のバージンは、悠馬くんのために取ってあるから」

「…………」

　またしても僕は、返す言葉を見つけられなかった。

　こういう場合、どう返答すればいいんだろう。

　誰だれか模も範はん解答を教えてくれ。



　船室に戻もどって濡ぬれた服を着き替がえると、僕は船長室に向かった。

　船は絶え間なく揺れるので、通路を歩くのも楽じゃない。船せん窓そうの外では、逆さか巻まく怒ど濤とうが猛たけり狂くるっていた。その無調和なリズムに乗って、頭の中では吐き気けと眩暈めまいがこれまた無調和なダンスに興じている。こんな調子じゃ、晩メシなんてとても食えないだろうな。

　船長室に向かう途と中ちゆう、中央フロアを覗のぞくと、貝塚さんと幕内さんがソファーに沈しずんでいた。二人ともノーメイクでゾンビ映画に出演できそうなほど真まっ青さおな顔をしていた。大丈夫かと声をかけてみたが、「あー」とか「うー」という呻うめき声しか返ってこなかった。

　どうして海鶴来さんは、性しよう懲こりもなくこの二人を連れてきたんだろうね。

　瀕ひん死しのブルース・ブラザースを後に残し、僕は船長室のドアをノックした。

「開いてますよ」

　という声は、海鶴来さん。

　中に入ってまず目に入ったのは、彼女とみるかちゃんの義ぎ姉妹きようだいだった。二人はテーブルに陣じん取どり、せっせと作業をしている。彼女達が何をしているのか、目的は何か──少なくともそんな質問をする手間は必要なかった。壁かべに大きな横おう断だん幕まくが掲かかげられていたからだ。

『第一回　にこにこ☆てるてる坊ぼう王を作って天候の回復を祈いのろう大会』

　てるてる坊……王？

　僕は自分の船室に引き返して、ベッドに潜もぐりたい気分になった。

　部屋にはティッシュ箱が山積みにされ、中央のテーブルを占せん拠きよしているのは白い人形の群むれ。どうやら海鶴来さんがティッシュからてるてる坊ぼう主ずを作成し、みるかちゃんがペンで顔を描かき込むという流れ作業を実現しているようだ。で、紗音は？

「そこにいますよ」

　海鶴来さんが指差すソファーの上に、彼女はいた。

　寝ねていた。仔こ猫ねこみたいに丸くなって。幸せそうな顔で、涎よだれまで垂らしてやがる。

「人を呼びつけといて寝るなよ」

「さっきまで起きてたんだけどね。出港初日で疲れたんですよ、きっと」

　言いながら、海鶴来さんは器用にてるてる坊主を作成していく。対するみるかちゃんは不器用な手つきでペンを操あやつっていた。つまらない作業を一いつ生しよう懸けん命めいこなしている様子が愛らしい。彼女は真しん剣けんな顔つきで人形に顔を描き込むと、完成品を嬉しそうに見せてきた。

「もへもへのへじ！」

　ちょっと違ちがうぞ。

　僕はダンボールに積まれた白い山を見下ろした。

「何個作る気だ？」

「千個です」

「千個？　なんで？」

「てるてる坊主を千個作ったら天気が回復するって法則、知りません？」

　聞いたことねーよ。千せん羽ば鶴づるとごっちゃになってないか？

　こんなくだらない用のために呼ばれたのかと思うとますます船ふな酔よいがひどくなり、僕はますます自分の船室に引き返してベッドに潜りたい気分に襲おそわれた。

　だが部屋まで戻る気力すら奪うばわれ、空あいている席に腰こしを下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶですか、具合？」

「もう胃液も出ねえ……」

「水分はちゃんと摂とった方がいいですよ。脱だつ水すい症しようになりますから」

「はい！　パンの人あげる！」

　みるかちゃんが冷蔵庫から缶かんジュースを持ってきてくれた。

　いい子だなあ、みるかちゃん。でも、よりにもよってオレンジジュースとは。できれば嘔おう吐とを促うながす柑かん橘きつ系けいの酸すっぱい飲み物はチョイスしてほしくなかったよ。

　しかし飲まないのも彼女に悪いので、一口飲んでおく。

　そこで僕は、手にした缶ジュースからあることを思い出した。

「ところで、俺が帰ってから変な現象は起きてないのか？」

「変な現象？」

「紗音だよ。頭に缶ジュースをくっつけたりとか」

「ええ。何もおかしなことは起きてませんね」

　海鶴来さんは少しつまらなそうに、

「紗音、普ふ通つうの人になっちゃいました」



    

  
    
      「決して普通ではないと思うが」

「でも悠馬くんがいなくなって寂しそうでしたよ」

　豪ごう快かいに涎を垂れ流す紗音の寝顔に、目を向ける。

「陽気に振ふる舞まってても、分かっちゃうんですよね。教室でぼんやりしてることも多かったし。本人は『思春期だから』なんて言ってましたけど……でも一度も『寂しい』なんて言わなかったのは、わたし達に気を遣つかってたんだと思う。けっこう健けな気げでしょ？」

　まあ否定はしないさ。

「ところで、悠馬くんは紗音の能力をどう思う？」

「すごく変へん態たいだと思う」

「そういうことじゃなくて……」

　真顔で即そく答とうすると、海鶴来さんは言葉に詰つまった。

「紗音から聞いたんです、虚うつろ島じまでのこと。あそこには巨きよ大だいな指し向こう性せい引力発生装置があったって。それでね、わたし、ちょっと不思議に思ったんです」

「というと？」

「ほら、紗音も強力な指向性引力を持ってるでしょ。これって偶ぐう然ぜんかしら？」

　心にざわめくものを感じた。

「つまり？」

「分からない。でも紗音は七年前、海に落ちた際に指向性引力を身につけたの。これは本人から聞いてますよね。彼女、三日間も海を漂ひよう流りゆうしてたらしいんだけど……」

　紗音が眠ねむっていることを確認し、海鶴来さんは声を潜ひそめた。

「その時、何があったのかしら？」

「…………」

　僕は背筋に寒いものを覚えた。

　それは海という広大で底知れない存在に対する畏い怖ふだったのかもしれない。人間の想像力など及およびもしない闇やみの世界。その深淵に揺蕩たゆたう何かが、紗音に能力を与あたえたのではないか。海鶴来さんはそう考えているのかもしれない。それは単なる誇こ大だい妄もう想そうだと思うが……

　しかし思い返してみれば、僕も彼女と同じ疑問を抱いだいた瞬しゆん間かんがあったのだ。あの時、虚島でミズキが語った言葉──『これは、指向性引力発生装置だよ』──彼がそう言った時、僕自身も不可解な違い和わ感かんを覚えたのである。紗音と同じ能力。紗音と同じ能力？

「わたし、紗音とパシフィスはもっと深いところで繋つながってる気がするの。紗音のお父さんもそれに気づいて、虚島を目指したんじゃないかしら。お母さんもホントは紗音のこと捨すてたんじゃなくて、どこかで紗音の秘密を探さがしてるんじゃ……そんな気がするんです」

　淡たん々たんとそこまで続けて、海鶴来さんは囁ささやいた。

「夏海紗音って何者かしら？」

「…………」

　そんなこと俺に訊きかれても困るんだけどな。

　紗音が何者かなんて僕に分かるはずもない。

　だって僕は、自分が何者かさえ分かってないんだから。僕は何者で、なぜこの世に存在し、なぜ生きているのか。どこからやって来て、どこへ行こうとしているのか。

　自分のことが何も分からないのに、どうして他人のことが分かるっていうんだ？

「君はどう思うんだ？」

「紗音は紗音ですよ」

　海鶴来さんはにっこりと笑う。

「たとえ紗音が宇宙人でも、わたしの親友です」

「君っていい奴やつだな」

「いえいっ！」

　海鶴来さんは親指を立てた。

「とにかく、紗音がパシフィスと何か関係があるとしたら、みるかちゃんの謎なぞを解とく鍵かぎも紗音が握にぎってるって気がするの。だから紗音の冒ぼう険けんに付き合えば、いつか──」

　と、そこで彼女は雷かみなりに打たれたように凍こおりついた。

　振ふり返ると、みるかちゃんがペンで紗音の顔に落書きしていた。

「のへのへもへじ！」

「…………」

　今夜はまだまだ荒あれそうだった。

　　　　＊




　翌朝、雨は上がって世界は見事に晴はれ渡わたっていた。

　空は夏の到とう来らいを思わせる鮮せん烈れつなブルーで、それを映うつす水鏡の大洋も深い碧あおみを湛たたえていた。空と海の境界は完全に溶とけ合い、魚ぎよ鱗りんの如ごとき煌きらめきが海面になければ水平線すら判別できないほどだ。青い、どこまでも濃のう厚こうなセルリアンブルー。それはまるで詩の世界。

　蒼そう天てんに映はえるマリンブレード号の白しら帆ほにも、詩情が漂ただよっていた。

「やったー！　あたしの作戦、大成功！」

　頭上の青空よりも晴れやかな笑顔で、紗音は自分の手て柄がらを誇ほこっていた。天気の予定表を組んでいるのが誰かは知らんが、あまりこいつを図に乗せないでほしいね。

　その後は天候にも恵めぐまれ、マリンブレード号は追い風を受けて帆はん走そうを続けた。鋭えい利りな船首で海面を切り裂さき、白い分け波を滑なめらかに両りよう舷げんへ流し去っていく。荒あら々あらしい太平洋のうねりをダイナミックに蹴け立たて、幾いく重えもの波頭を乗り越こえていく。濃のう紺こんのキャンバスに白い航こう跡せきを泡あわ立だて、鋼鉄の帆はん船せんは力強く航進を続けた。平均時速十四ノット以上の快速だった。

　文字通り順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの航海だった。

　誰もが思い思いの方法で快適な時間を過ごした。

　海鶴来さんは日ひ傘がさの下で、パシフィスの文ぶん献けんを熱心に読んでいた。初代は過激な水着姿で僕に纏まとわりついていた。みるかちゃんはモズルと遊び、斉藤さんは甲かん板ぱん掃そう除じ、岬さんは趣しゆ味みのガーデニング、磯いそ桐ぎりさんは昼ひる寝ねで、貝塚さんは筋トレ、幕内さんは射しや撃げき訓練を行っていた。そして紗音は珍めずらしく舵だ輪りんを握り、自分の手で船を操っていた。

　平和だった。海は穏おだやかで、大おお海原うなばらのどこにも危険の気配はない。

　もちろん、この平和がずっと続くとは誰も信じてなかったけどね。



    

  
    
      　第四章　ゴースト・イン・ザ・シップ






　海の上では、陸上では想像もできない超ちよう常じよう現象がよく起きる。

　人が経験する一生分の不可思議現象をこの数ヶ月で体験していた僕だが、未いまだ打ち止めになる気配がないのはなぜだろう。前世の報むくいか、それとも来らい世せの前まえ払ばらいか。前世の報いなら既すでに時効だし、来世の前払いなら取立てに来るのが早すぎるんじゃなかろうか。

　その恐きよう怖ふに遭そう遇ぐうしたのは、釧くし路ろ沖おきを航行している時だった。

　初夜や直ちよくに就ついていた僕は、人の呼び声にハッとした。

「おーい！　誰だれかあ──っ！」

　最初は空耳かと思った。というのも声は甲かん板ぱんではなく、真っ暗な海の方から聞こえてきたからだ。舷げん側そくで生じる波音を人の声と錯さつ覚かくしたんだろうと思った。ところが二度目に届いたのは、間ま違ちがいなく人の声だった。おーい、おーい。聞き覚えのない若い男の声。

　はて？

　不ふ審しんに思い、僕は声のする方に双そう眼がん鏡きようを向けた。

　すると漆しつ黒こくの波間で、人が手を振ふっているじゃないか──大変だ！

「一時停船！　船を停めろ！」

　僕は慌あわてて船せん鐘しようを鳴らした。すぐに岬みさきさんが駆かけつけてきた。

「どうした、悠ゆう馬まくん？」

「漂ひよう流りゆう者しやです。左さ舷げん二十メートルの海面」

　言いながら、真っ暗な海面を指差す。

　ところが双眼鏡を覗のぞいてみると、ついさっきまでいた男は姿を消していた。

　あ、あれ？

　レンズに映うつったのは不気味な黒いうねりだけで、人の姿など見当たらない。

「どこにもいないぞ」

「でも確かにいたんです」

「照しよう明めい弾だんを上げろ！」

　直ただちに左舷の発はつ射しや筒とうから、照明弾が撃うち出された。高度四百メートルまで上じよう昇しようした砲ほう弾だんが夜空で炸さく裂れつすると、辺あたりは琥こ珀はく色いろの輝かがやきに包まれる。騒さわぎを聞きつけて、乗組員がぞろぞろと集まってきた。サーチライトや懐かい中ちゆう電灯を照らし、全員での捜そう索さくとなった。

　しかし誰一人ひとりとして漂流者を見つけることはできなかった。

「誰もいないじゃない」

　双眼鏡を下ろし、紗しや音のんが疑わしげな目をする。

「寝ねぼけてたんじゃないの？」

「声も聞いたし、顔も見たんだ。波間で手を振ってたんだよ」

「それでちょっと目を離はなした隙すきに消えたんでしょ」

「もう遠くに流されたのかも」

「こんな潮ちよう流りゆうの弱いとこで？　アキラ、現在の潮しおの流れは？」

「〇・二メートル毎秒です」

　確かにこの速度なら、一いつ瞬しゆんで見失うことはない。

「じゃあ溺おぼれてしまったとか」

「ならもう手て遅おくれじゃない」

　ごもっとも。

　だが大声で助けを求められる人間が、こんな穏おだやかな海で簡単に溺れるとは思えない。

　紗音は細い腰こしに左手を当て、海面を見やった。

「この航路、漂ひよう泊はく霊れいが出るって噂うわさがあるのよね」

「何それ？」

「ま、仕方ないわ。アキラ、浮うき輪わを投げてやりなさい」

　僕の問いかけを無視し、彼女は命じた。すぐに岬さんが、ロープ付きの浮き輪を海に投げ入れる。周囲にいた乗組員が、両手を合わせて黙もく祷とうを始めた。

　ヒョウハクレイ？　何じゃそら？

　僕は浮き輪を回収する岬さんに尋たずねてみた。

「漂泊霊って何ですか？」

「海で死んだ人の霊だよ。海上を彷徨さまよう霊が通りかかった船に助けを求めるってのは、昔からよくある話なんだ。で、乗組員がそういう現象を目もく撃げきしたら、船長は浮き輪を投げ入れて霊を船に乗せてあげる。慰い霊れいの意味を込めてね。古くから続く船乗りの慣かん習しゆうだよ」

　つまり僕が見たのは、海で溺れ死んだ人の幽ゆう霊れいだってのか？

　言われてみると、こんな海の真ん中を生き人が漂流してるってのも変だよな。

「てことは、その幽霊を船に乗せちゃったの？」

　初しよ代だいが白々しく僕に抱だきついてきた。

「いやん、怖こわい！」

　おめーも幽霊だろうが。

　とツッコむより早く、紗音が割り込んできた。

「ふざけてないで、離れなさい！」

「いいじゃない、別に」

「よくない！　気安く悠馬に触さわらないでよ！」

「あーら、何よその言い方。自分の彼氏みたい」

「なっ──馬ば鹿か言わないで！」

　少女船長の顔が、かあっと赤くなった。

「あたしはただ、あんたが最近悠馬にベタベタしすぎだから」

「嫉しつ妬としてるんだ」

「違ちがうわよ！」

　初代の挑ちよう発はつ的な視線に軽く怯ひるんだ紗音だが、すぐに、

「なに変な勘かん違ちがいしてんのよ、この淫いん乱らんド変へん態たい幽霊！」

「そっちこそ随ずい分ぶんと生意気じゃない、マゾっ娘この仔こ猫ねこちゃん」

「誰がよ!?　このレズ魔まのサディスト！」

「ふーん、私とやり合おうっての？」

「あんたなんかに負けないんだから！」

　二人は凄せい絶ぜつな火花を散らして睨にらみ合う──間に僕を挟はさんで。

　ケンカなら他よ所そでやれよ。

　立場的にも位置的にも僕が仲ちゆう裁さいに入らなければならない空気だったので、やんわりと口を挟もうとしたところ、いきなり見ト張ツりプ台の当直員が大声を張り上げた。

「船長ー！　十一時方向に船せん影えいでーす！」

　紗音は天敵に眼光を飛ばしたまま、

「距きよ離りはっ!?」

「三千五百メートル接近中！」

「…………」

　彼女はようやく初代から視線を切ると、岬さんから乱暴に双眼鏡を受け取った。

「総員、第一種戦せん闘とう配置！　急げ！」

　斉さい藤とうさんの号令が飛び、甲板が喧けん騒そうに包まれた。



　船橋甲板ブリデツキに上がって双眼鏡で覗いてみると、霧きりがかった海上に白い船影がぼうっと浮かんでいた。かなりの大型船──後部ミズンマストが縦じゆう帆はんらしいので、バーク型だろうか。トップスルとロイヤルスルを広げ、衝しよう突とつコースを取って真まっ直すぐに突つっ込こんでくる。

　何か様子がおかしかった。最初は灯とう火かの光かと思ったのだが、これは……

　船全体が光ってねえか？

　初代が血相を変えて飛び込んできた。

「船長！」

「何よ!?」

「ケンカは一時休戦よ！　あれはただの船じゃないわ！　船幽霊よ！」

「分かってる！　機関室、両舷エンジン始動！　推力全開！」

　伝声管に向かって叫さけんだ紗音が、幽霊少女を仰あおぎ見た。

「火器は通じるの？」

「あれだけ実体化してりゃ、多分ね」

「イソ、船首追つい撃げき砲ほうスタンバイ！　サイトーは総員に白はく兵へい戦せんの用意を！　悠馬、あんたはマストを守りなさい！　ぶっ壊こわされないようにちゃんとやるのよ！」

　ぬ？　ぬ？　ぬ？

　状じよう況きようがまるで理解できないまま、僕はライフルと拳けん銃じゆうを受け取ると、中央メインマストの縄なわばしごをよじ登った。前部フオアマストや後部ミズンマスト、各ヤードにも狙そ撃げき手しゆが続々と配置に就く。

　見ト張ツりプ台まで上がってくると、僕は慣なれない手つきでライフルの安全装置を解除した。

　で、こいつで何を撃てばいいんだろう？

　疑問に思っていると、目の前に白い影かげが現れてギョッとした。初代。

「サポートに来たわよん。悠馬くんに死なれちゃ悲しいからね」

「いま心臓発作で死にかけたよ」

　朦もう朧ろうと輝く青白い帆はん船せんが、深い霧を纏まとって突き進んできた。

「なあ。あれって何なんだ？」

「船幽霊──海で死んだ孤こ独どくな霊の集合体よ」

「霊？　幽霊なのか？」

「ええ。自分達の孤独を癒いやすために、仲間を探し求めて彷徨う海の悪あく霊りよう。超ちよう能のう力りよくで獲え物ものを引き寄せては自分達の内部に取り込み、どんどん肥ひ大だい化していくの。誰かさんの引力みたいにね。きっと悠馬くんがさっき見た漂泊霊を嗅かぎつけて“〝食べ”〟に来たんだわ」

「何だよ、それ」

　背筋に悪お寒かんを覚えた時、轟ごう音おんが夜の静せい寂じやくを切り裂さいた。

　マリンブレード号の船首追撃砲が、炎ほのおを吐はき出す。黒こく煙えんを巻いて発射された砲弾は、目標から呆あきれるほど遠い地点に水柱を立ち上げた。相変わらず素す敵てきな命中率である。

　と、船幽霊の方から何かが飛来した。

　上半身だけ人の姿をした、亡ぼう霊れいの大群。

　げっ、マジかよ!?

『総員、撃ち方用意──撃てっ！』

　伝声管から斉藤さんの命令が飛んだ。

　マリンブレード号の船上から、一いつ斉せいに銃じゆう火かが放たれた。銃じゆう口こう炎えんの閃せん光こうが、夜の闇やみに一瞬の煌きらめきをもたらす。ズダダダーンと鳴なり響ひびいた銃じゆう声せいが、夜空に波動した。被ひ弾だんした亡霊達は風船みたいに弾はじけ飛び、霧と化して消えていく。そして僕が狙ねらいを定さだめた標的は──

　何事もなく飛び掛かかってきた。

　ひええええっ!?

　カッと口を開けた亡もう者じやの、おぞましい形ぎよう相そうが迫せまる。

　だがそいつは、僕の目の前で粉々に破は裂れつして消え失うせた。

　初代が右手を突き出し、掌てのひらを翳かざしている。彼女が超能力で倒たおしてくれたのだ。

「サ、サンキュー」

「来るわよ！」

　彼女は魔ま術じゆつ的な動作で両りよう腕うでを振ふるい、霊れい気きを放出して亡ぼう魂こんを撃ち落おとしていく。

　僕も負けじとライフルを撃ちまくった──全然当たらなかったけどな。

　船の周囲には大勢の怨おん霊りようが飛び回り、悪夢の光景を展開させていた。死者達は呪のろいの声を上げ、乗組員を冥めい界かいへ引きずり込もうと押し寄せてくる。物もの凄すごい数だった。少なくとも五十匹ぴきはいる。中にはマリンブレード号の周まわりを飛び回っては風を起こし、船を揺ゆらそうとする者もいた。それに対してマストに登った狙撃手達は猛もう然ぜんと銃火を浴びせ、必死の防戦を繰くり広げる。甲かん板ぱんでも斉藤さんや岬さん達が、激しい白兵戦を展開していた。

　船首追撃砲が再び咆ほえたが、またしても外はずれ。

　そそり立つ水柱をすり抜ぬけ、船幽霊が迫ってきた。

「う、嘘うそだろ」

　僕は自分が目にしたものに慄おののいた。

　青白い船の外がい壁へきには、苦く悶もんの声を発する無数の顔が埋うまっていたのだ。死者の霊れい魂こんで作られた船──なんてこった──この世のものとは思えない光景だ。何千、何万という死者が船体の各部から顔を突き出し、無ぶ様ざまに泣なき叫んでいる。風に乗って届く、呪じゆ詛その声……

　マリンブレード号が面おも舵かじを切り、お互たがいの左さ舷げんがすれ違う格好になった。

「きゃうっ！」

　突とつ然ぜん、頭上で短い悲鳴が聞こえた。

「初代！」

　白い羽は衣ごろもがひらめき、幽霊少女が左舷側に吹ふき飛んでいくのが見えた。

　宙に舞まった肢し体たいが空中で数回転し、運よくトップスルヤードに引ひっ掛かるも、何かに引かれてずるずるとヤードの先せん端たんに向かって滑すべっていく──船幽霊に引かれているのだ。



    

  
    
      　そうか。初代は幽霊だから、強きよう烈れつに船幽霊の影えい響きようを受けるのだ。彼女はヤード端はしのロープを掴つかんで踏ふみ止とどまったが、このままではあの船に取り込まれてしまう。

「待ってろよ！」

　僕は急いで縄ばしごシユラウドを登ると、ヤードに飛び移った。

「すぐ行く！」

「来ちゃダメっ！」

　と言われたものの、放っておくわけにもいくまい。

　僕はヤードに抱だきつき、足場索フツトロープを慎しん重ちように渡わたっていった。目の前を猟りよう奇き的な悪あく霊りようが滑かつ空くうし、ゾッとする。怖い。死ぬほど怖い。目が合うだけでショック死しそうな恐きよう怖ふを覚える。

　命いのち綱づなを忘れたことに気づいたが、戻もどっている時間はなかった。初代は苦しげに顔を歪ゆがめ、今にもロープを離はなしそうなのだ。早く助けなきゃ。気持ちは焦あせっても、足場が不安定なので走って駆かけ寄よるわけにはいかない。突とつ風ぷうが吹きすさぶ中、じりじりと近づいていく。

「手を伸のばせ！」

「悠馬くん、後ろ！」

　初代が叫んだ。

　振り返ると、右みぎ肩かたの上に凄せい惨さんな亡者の形相があった。

「うわっ！」

　驚おどろいた拍ひよう子しに、足が足場索フツトロープから滑り落ちた。

　肩に担かついだライフルが、甲板に落ちていく。

「くっ！」

　左手一本でヤードにぶら下がる状態になった。冷たい夜風が全身を叩たたく。体温が一気に下がった。慌あわてて足場索フツトロープを探すも、両足は虚むなしく宙を掻かくだけで足場が見つからない。爪つま先さきが何度かロープに触ふれたものの、足が滑ってなかなか足場索フツトロープの上に乗らなかった。

　焦る。左ひだり腕うでが、痺しびれてきた。このままでは甲板に叩きつけられて死ぬか、悪霊の餌え食じきになるかのどちらかだ。焦しよう燥そうに駆られ、僕は足場索フツトロープを求めて足をばたつかせた。

　死が、近づいてくる。

　牙きばを剥むいた死神が、口を開けて迫ってきた。

　もう、ダメだ……！

　と、その時。

　左胸に硬かたい物が当たった。

　拳銃だ！

　僕はとっさに懐ふところへ手を伸ばし、引き金を引いた。

　銃じゆう弾だんが炸さく裂れつし、魔ま物ものは飛散して硝しよう煙えんの中に消え失せた。

「ふうっ！」

　僕は足場索フツトロープに足をかけ、ようやく態たい勢せいを立て直すことに成功した。

　だが手間取っている間に、ロープを掴んだ初代の指が解ほどけていく。

「初代！」

　僕は急いでヤードを渡る。

　が──

「あんっ！」

　初代の手が、ロープを離れた。

　神様！

　僕はとっさに腕を伸ばし、奇き跡せき的に彼女の手首を掴むことに成功した。危き機き一いつ髪ぱつ。

　と思いきや、既すでに手て遅おくれだった。初代はもう船幽ゆう霊れいに捕ほ獲かくされていた。ヤードの一部から伸びてきた触しよく手しゆが、凶きよう悪あくな手に変形して彼女の足を掴んでいたのだ。

「離せ、このっ！」

　海面から数十メートルの高みで、引っ張ぱり合いになった。

　僕は左手でヤードを掴み、右腕を伸ばして足場索フツトロープの上で踏ふん張ばった。渾こん身しんの力で初代を引き上げようとするも、逆に僕の身体からだはヤードの端に滑っていく。足元でロープが軋きしんだ。

「悠馬くん、無理よ！　手を離して！」

「嫌いやだっ！」

　僕は初代の手首を強く握にぎりしめた。じりじりと身体が奈な落らくの底に引きずられていく。

　周囲を飛び回る悪霊の哄こう笑しよう。そして眼下にはゆっくりと航行する地じ獄ごくめいた幽霊船。

　この世の終わりを思わせる光景の中心で、僕は必死に死者の力に抗あらがった。

　ついにヤードの端が、なくなった。船幽霊から伸びてきた数え切れない魔ま手しゆが、初代の太ふと腿ももから腰こしへ、そして僕の腕を掴み、亡者の船へ引っ張り込もうとする。

　もう限界だった。

　食いしばった奥歯が、軋む。

「ち、ちくしょう……！」

　呻うめき声を漏もらす。

　直後。

　大だい音おん響きようが耳を聾ろうし、僕の意識は世界との接点を失った。

　視界が暗転し、圧あつ倒とう的てきな暗くら闇やみに押し包まれる。

　だが五感を超ちよう越えつした感覚世界の中で、僕は全てを見ていた。マリンブレード号の左舷に装備された十門の大たい砲ほうが、一斉に火を噴ふいたのを。至し近きん距きよ離りからの砲ほう撃げきで、船幽霊が粉々に吹き飛ぶのを。そして下から吹き上げた爆ばく風ふうに煽あおられ、宙に撥はね飛ばされる自分自身を。

　夜空が白く染まり──膨ぼう大だいな魂たましいが放射状に飛散し──僕は宙に舞い──

「……？」

　気づいた時、初代に抱かれてゆっくりと甲板に着地するところだった。

「もう！　なんて無茶なことするのよ！」

　目を吊つり上げて、彼女は僕の胸むな倉ぐらを掴んできた。

「もう少しで死ぬとこだったじゃない！　なんで、なんで私なんかのために……」

　しかし声は次し第だいに力を失い、表情もたちまち崩くずれていく。

　初代は僕の胸に飛び込んでくると、小こ刻きざみに肩を震ふるわせた。

　なんでだろうな。

　まだ半分朦もう朧ろうとしたまま、僕はその理由を考えてみた。仲間だから。友達だから。好きだから。どれも正しいようで、正しくないようで。だから、優やさしくこう言っておく。

「まだ、君の本名を聞いてないから」

　間の抜けたセリフだと思ったさ。でも他にいい答えが思いつかなかったんだ。

　初代はくぐもった声を漏らし、仔こ猫ねこのように震えていた。そんな彼女を抱きしめて、僕は厚い雲に覆おおわれた夜空を見上げた。引力から解とき放たれた数多あまたの魂が、光を帯びて上じよう昇しようしていく。美しく、儚はかなく、幻げん想そう的な光景。闇に舞う光の群むれは、次第に小さくなり……

　やがて空が一面の闇色を取り戻した頃ころ、甲かん高だかい罵ば声せいが飛来した。

「こらぁ！　あんた達、何イチャついてんのよ！」

　船橋甲板ブリデツキから、紗音がずかずかと歩み寄ってきた。

　僕は初代の肩を抱いたまま、

「よせよ。こっちは大変だったんだ」

「何よ、そんなのあたしだって──」

　そこでいつもと様子の違ちがう初代に気づき、彼女は声を落とした。

「あたしだって、大変だったもん」

　いじけた口調で言う。

　確かに彼女の髪かみは乱れ、服やスカートのあちこちが小さく破れていた。怪け我がはしていないようだが、甲板の方もかなり激しい戦せん闘とうだったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　初代を抱きしめたまま、訊きく。

　すると、何が気に入らなかったのか。

「悠馬の馬ば鹿かっ！」

　紗音は、べーっ、と舌を出すと、背を向けて去っていった。

　なに怒おこってんだ、あいつ？

　僕は呆あつ気けに取られてしまった。

　外がい野やから幕まく内うちさんと貝かい塚づかさんの声がした。

「三角関係っスか」

「青春だねえ」

　揺らめく波頭を乗り越こえて、マリンブレード号は海を渡っていく。

　前方には、暗く果てしない大海原が広がっていた。

　　　　＊




　翌日、世界は息を呑のむほどの晴天を演出し、陶とう然ぜんと広がる青空は昨夜の出来事が悪い夢に思えるほどだった。高い層を形成した白い雲。馨かぐわしい潮しおの香かおり。新しん鮮せんな空気。盛もり上がっては沈しずむ海の色は青から次第に緑へと変へん貌ぼうし、強烈な太陽光線を浴びてきらきらと輝かがやいている。波打つ海面の煌きらめきは、じっと見ていると目が痛くなるほどだった。

　マリンブレード号は縮しゆく帆はんしていた帆を展じ、南東の季節風を得て北上を続けた。

　当直の時間になったので前部フオアマストの見ト張ツりプ台に上がると、そこに初代がいた。

　彼女は肌はだも露あらわな過激なビキニ姿で、潮風を浴びて気持ちよさそうに座すわっていた。

「昨日きのうはありがとね」

　僕に気づくと、幽霊少女は羞しゆう恥ちに頬ほおを染めた。

「みっともない姿、見せちゃったわね、私」

「気にするなって」

　昨夜、僕の腕の中で泣き崩れたことを恥はじているらしい。あんな目に遭あったんだから気にすることないのに、年下の男の胸で涙なみだを流したことがよほど自尊心を傷つけたようだ。

　まあ普ふ段だんは突つっ張ぱっている初代も、か弱い女の子ってわけだ。

　結構可愛いとこあるんだよな、彼女。

「んなことより、何だよその格好」

「あら、お気に召めさない？」

　媚び態たいのこもった流し目をする。

「助けてもらったお礼のつもりなんだけど」

　無論お気には召しますが、思春期真っ盛さかりの少年にはちょっと刺し激げきが強すぎる。

　今にもこぼれ落ちそうな豊かな胸むな元もとや、剥き出しの小さなおへそや、悩なやましげな色っぽい太腿が目の前にあるというのに、この当直で一体何を見張れというのか。神よ。

　僕は生なま唾つばを飲み込むと、ドギマギしながら双そう眼がん鏡きようを持ち上げた。

　右う舷げん前方に歯はぼ舞まい諸島の島しま影かげが見えた。ここからはロシアの制海権に入る。彼らの警けい備び艇ていと出くわすと何かと面めん倒どうらしいので、マストでの哨しよう戒かい任務は特に重要だ。しかし──

　ダメだ。集中できねえ。煩ぼん悩のうが脳内を席せつ捲けんしまくっている。

　視界に映うつる白い素す肌はだに、頭がくらくらしてきた。今にも鼻血が出そうだ。

　とりあえず会話でもして気を紛わせることにしよう。

「ところでさ、《夏なつ海み引力》ってホントに消しよう滅めつしたのか？」

「何よ、また船長の話？」

　ちょっと拗すねた顔。うぐっ、可愛い……

「消滅したんじゃなくて、悠馬くんの存在が船長の指し向こう性せい引力を封ふうじてるんでしょ」

「そうなんだが、昨夜の騒そう動どうは紗音の仕し業わざじゃないかと思ってね」

「《夏海引力》が休きゆう眠みん期に入った今、彼女にあんな怪かい物ぶつを引き寄せる力なんてないわよ」

「ふむ……」

「どうしたの？　何か気になることでも？」

　実は──ある。

　僕が以前から引ひっ掛かかりを覚えていたのは、《月の涙》の件だ。元々あのメダルは、瀬せ戸とさんが骨こつ董とう屋やで偶ぐう然ぜん手に入れたものだった。だけど考えてみてほしい。この広い世界で紗音が求める物を僕のクラスメートが偶然手に入れる確率って、どのくらいだろうか。これはただの偶然か？　偶然にしては、あまりにも紗音にとって都つ合ごうよすぎやしないか？

「つまり船長の指向性引力が、婉えん曲きよくに作用したんじゃないかってこと？」

　イエス。

「《夏海引力》が人や物を直接引き寄せるだけじゃなく、間接的に回りくどい方法を採とることがあるのは確かよ。でも今の船長に、指向性引力の発現は感じられないわね」

「じゃあ、ただの偶然だってのか？」

「何が偶然で何が必然かなんて、誰だれにも分からないでしょ」

　潮風に靡なびく金きん髪ぱつを、初代は色っぽく掻かき上げる。

「私達の人生が単なる偶然の重なり合いに過ぎないのか、それとも偶然を装よそおったその裏に何者かの意い思しが介かい在ざいした必然のレールが敷しかれているのか……もし私達に定められた運命があり、物事の結末はそれが起こる前に既すでに決まっていて、自分の意思で下したはずの決断が実は何者かの意思に支配されていたとしても、私達がそれを見み抜ぬくなんて不可能よ」

　それは、そうかもしれないが。

　いや、待て。本当にそうか？

　何かをきっかけに自分の運命を支配する『力』の存在を感じることも可能なのでは？

　例たとえば四ヶ月前に僕らの運命を支配していたのは、夏海紗音という少女だった。僕は虚うつろ島じまの最終局面で、ミズキが語ったことを思い出していた──“〝全ては偶然ではなく、必然だったんだ。この僕ですら、君の計画の中で踊おどるピエロに過ぎなかったんだよ”〟

　あの時、ミズキは紗音の《引力》に支配された自分の運命を見抜いていた。

　だが紗音の意い図とを洞どう察さつしても、結局彼はその『力』に打ち勝つことはできなかった。

　なぜだ？　それが運命だからか？

　もし人の力では決して変えられない運命が存在するとしたら、人生にどれだけの意味があるのだろう。生きることにどれだけの価値があるのだろう。僕には分からなかった。

「定められた運命があるから、人生には意味があるって考え方もできるわよ」

　初代が言った。

「舞ぶ台たい劇げきの役者と同じ。運命という脚きやく本ほんによって与あたえられた役割があるから、私達は世界に存在する理由がある。もし人生が単なる偶然の連続で、私達が自由意志で自分の未来を切り開いているとしたら、それこそ人生が無意味になる可能性だってあるんだから」

　そうなのか？　よく分からんな。

「君はどう思う？」

「どうって何が？」

「今回のいろんなこと」

「例えば、悠馬くんがまたこっちの世界に来てしまったのは、単なる偶然の結果か、それとも前回のように何かの『力』に導みちびかれた運命の必然か……そういうこと？」

　頷うなずく。初代はくっきりと描えがかれた青い水平線に目を向けた。

「人は誰もが引力を持っていて、だから人と人は引かれ合うの。私達はみんな目に見えない力で互たがいに引き合ってるのよ。そして強い想おもいが、指向性引力を呼び起こす。人の願いは世界を変える。私達はこの広い世界で巡めぐり会い、一度は別れたけどまた再会できた」

　一度瞳ひとみを伏ふせて、彼女は恥ずかしげに微笑ほほえんだ。

「偶然じゃなく、お互いの想いが引き合った必然と思いたいわね」

「…………」

　言われてみると、確かに僕は紗音との再会を願って『夏海紗音と不思議な航海』を書き上げた。重じゆう複ふく世界が相そう互ごに影えい響きようし合っているのなら、自分の想いを形にすることで彼女の側の現実世界に影響を与えられるのではないか、と考えて。つまり今の僕の置かれた状じよう況きようは、紗音が望んだというより僕自身が望んだ現実ということになる。

　僕が望んだから、こうなったのか？

「あなたも私も、みんな引力を持ってるのよ」

　滑なめらかな初代の手が、僕の頬を撫なでた。

「こんな風にね……」

　そして頬を染め、顔を近づけてくる──静かに、目を閉じて。

　え？　え？　え？

　突とつ然ぜんのことに、僕はかなりうろたえた。おおおっ!?　と心の中で声にならない悲鳴を上げた。パニックになったが、身動き一つできなかった。この流れに逆さからえると思うか？

　絶対無理。神しん父ぷでも宦かん官がんでも不ふ感かん症しようの人間でも、初代の魅み力りよくには抗あらがえまい。

　白く眩まぶしい胸の谷間が、視線を奪うばう。これはかなりエロい。

　唇と唇が、触れ合うほどの距離になった。

　強い陽ひ射ざしのせいもあって、僕の思考回路はショート寸前だ。軽い眩暈めまいすら覚えつつ、これは一体どういうことだこのままどうなっちゃうんだという期待と不安と興こう奮ふんの入り交まじった複雑な気分に戸と惑まどっていると伝声管のベルが鳴って誰だ邪じや魔まする奴やつは？

『どこ見張ってんのよ！　このオオグソクムシ！』

　どわっ!?

　びっくりして僕はひっくり返った。

　な、何だ？

　驚おどろいて甲かん板ぱんを見下ろすと、双眼鏡でこちらを見ている女がいた。

　げっ。



「見張りサボってたでしょ！　見てたんだからね！」

　交代時間になって甲板に降おりると、紗音が阿あ修しゆ羅らの形相で待ち受けていた。

「当直中にイチャイチャしてんじゃないわよ！」

「別にイチャイチャしてたわけじゃねえよ」

「イチャイチャしてたもん！　見てたもん！」

「そんなの甲板から分かんねえだろ」

「分かんないと思ってイチャイチャしてたんだ！」

　いや、だからそうじゃなくて……

　ぐうう。事実だけに分ぶが悪い。

　僕はたじろいだ。鋭するどく詰つめ寄よってくる紗音に、しどろもどろになってしまう。

「気にすることないわよ、悠馬くん」

　ヤードから舞まい降りてきた初代が、水着姿のまま僕に抱だきついてきた。

「この娘こ、嫉しつ妬としてるだけなんだから」

「誰が嫉妬よ!?」

「ヤキモチ焼いてんでしょ。フフ、可愛い」

「ふ、ふ──」

　顔面を紅こう潮ちようさせた紗音が、ぷるぷると震ふるえ。

「ふざけんな！」

　最高に鋭い回し蹴げりを放ってきた。

　それが果たして本当に初代を狙ねらったものだったのか大いに疑わしいところであるが、彼女の踵かかとは豪ごう快かいに僕の横顔を捉とらえた。ぶぼへっ！　回かい避ひも防ぼう御ぎよもできなかった。僕の視覚ビジヨンでは音速の壁かべを突とつ破ぱし、衝撃波ソニツク・ブームまで発生させていた。身体からだが宙に飛んだ。きっとカンフー映画みたく空中でくるくる回転したに違ちがいない。あまりに強きよう烈れつな蹴りだったので、パンチラさえ拝おがめなかったほどだ。代わりに、石を積み上げた不可思議な河原かわらの幻げん視しが見えた。

　転てん倒とう。きゅー、と甲板で擱かく坐ざ。

　頭上から紗音の捨すてゼリフが聞こえた。

「死ね！　この巨きよ乳にゆうパラノイア！」

　そして僕の身体を踏ふみつけて（ぐへっ）、大おお股またで去っていく。

　ひ、ひどい。踏んだり蹴ったりとは、このことだ。

「いい蹴り持ってるわね、あの娘こ」

　視界の隅すみで、初代がなぜか感心していた。

　傍そばにいた貝塚さんが、フッと微笑する。

「俺が伝授した貝塚旋せん風ぷう脚きやく、物にしたようだな」

　変な技わざ教えんな。

　朦もう朧ろうとする頭を押さえて起き上がると、海み鶴つる来ぎさんが同情の目をしていた。

「悠馬くんって、女じよ難なんの相でもあるんじゃない？」

「……ほっといてくれ」

　痛つう打だした頬ほおをさすりながら、僕は甲板のテーブルに腰こしを下ろした。まったく。この僕が一体何をしたというのだ。初代の誘ゆう惑わくに逆らえなかったことが悪いと言うのか。だがそれは僕の罪つみじゃなく、男の罪と言うべきものであろう。そう思わないかい、海鶴来さん？

　だが向かいの席に座った彼女は、手元に書物を積み上げて粛しゆく々しゆくと読書に勤いそしんでいた。鍔つばの広いお嬢じよう様さま帽ぼう子しを被かぶり、幕内さんに給仕などさせている。トロピカルジュースの入ったグラスの中で、氷がからんと音を立てた。いつだってマイペースなお人である。

　僕は頬ほお杖づえをついて、難むずかしそうな本を熱心に読む海鶴来さんを観察した。

「みるかちゃんのこと、調べてんのか？」

「ええ。手て掛がかりになる情報がないかと思って」

「彼女、まだ何も思い出せないんだ」

「うん。パシフィス時代のことは、全く」

「そうか……」

「でもわたしが、絶対思い出させてあげます」

　海鶴来さんは「いえいっ」と親指を立てた。

　楽天的というか健けな気げというか、ともかくいい娘である。ちょっと変だけど。

　視線を転じると、モズルを従えたみるかちゃんが「やあ、やあ」とキックの練習をしていた。さっきの紗音の真ま似ねをしているらしい。傍で貝塚さんが「いいか、貝塚旋風脚のコツはだな」と指し導どうをしていた。こんな変な人に囲まれて、彼女の将来がかなり心配だ。

　ちょっと海鶴来さんの手伝いをしてやろうかとテーブルの本を一冊手に取ってみたものの、英語かフランス語かよく分からない言語で書かれていて、まるっきり読めなかった。

「ところで、凪なぎ沙さくん」

　海鶴来さんが、こちらを凝ぎよう視ししていた。

「初代とイチャついてたって本当ですか？」

「いや、イチャついてたわけじゃ」

「じゃあ紗音の誤解なんですね」

「うーん」

「どっちなんですか!?」

　彼女は、どんっ、と両手をついて身を乗り出してきた。

　僕は「ううむ」と曖あい昧まいに口ごもってしまった。肯こう定ていも否定もしないという、かなり男らしくない態度であったが、その行こう為い自体が答えを暗示しているというものだ。

「いくら凪沙くんでも、紗音を悲しませると許しませんからね！」

　う。

「あーら、私と悠馬くんがラブラブだったら何か問題あるわけ？」

　背はい後ごから初代が、僕の首に手を回してきた。

「いいじゃない。悠馬くんと船長は恋こい人びと同士じゃないんだし」

「そりゃ、そうですけど」

「私と悠馬くんがイチャついてて、船長が悲しむ理由もないわよね」

「…………」

　海鶴来さんの目つきが、にわかに険けわしさを増す。

　なんか険悪な空気になってきたぞ。

　僕は急激に居い心地ごこちの悪さを感じたが、初代は屈くつ託たくのない表情で、

「もし私と船長の両方が悠馬くんのこと好きになったら、あなたどっちを応おう援えんする？」

　どえらい爆ばく弾だんを投下した。

　二人の少女が見つめ合う。張りつめた緊きん張ちよう感かんが漂ただよった。

　海鶴来さんの返事は、ほとんど即そく答とうに近かった。

「あなたのこと大好きだけど、紗音はわたしの親友ですから」

「はっきりしてるわね。私もあなたのそういうとこ大好きよ」

　初代が頬を緩ゆるめる。

　緊張感が和やわらいだ。どうやら不ふ発はつ弾だんだったらしい。僕は安あん堵どの息をついた。

　まったく。どういう仮定の話をしてるんだか。

　軽い疲ひ労ろう感かんを覚え、僕は初代に呻うめいた。

「あのな、そういう冗じよう談だんは笑えないぞ」

「あら、本気だったらどうする？」

　なぬ？

　びっくりして、彼女を見やる。

　幽ゆう霊れい少女が、くすりと笑った。

「冗談よ。気にしないで」

　彼女はひらりと身を翻ひるがえし、優ゆう雅がにマストの高みへ舞い上がっていく。

　背を向ける際に覗のぞいた表情が、少し寂さみしげな、そうでないような……

　両手をポケットに突つっ込こんだ貝塚さんが、楽しげに笑っていた。

「いやあ、面おも白しろくなってきたな」

「なってきたな」

　みるかちゃんが真似をした。

　　　　＊




　俺はちっとも面白くないがな。

　そうぼやきながら船内通路を練ねり歩いたところで、身体も思考もどこにも辿たどり着つかないのはどうしたものか。そもそも僕は何を悩なやんでいるのだろう。何かよからぬことが起きそうな気配があるのに、何が起きようとしているのか、何が起きているのか判然としない。

　脳内の早期警けい戒かいレーダーが警告音を発しているものの、敵機の位置が分からないのでは対たい処しよのしようがないというものだ。僕はため息をついて、頭を切り替かえることにした。

　悩んでも仕方のないことは悩むな、というのは一つの真しん理りである。

　メシを食えば元気が出る、というのも一つの真理であった。

　このマリンブレード号は最さい新しん鋭えいのフリゲート艦かんであるとはいえ、その船種は武装商船という位置づけで豪ごう華か客船でない以上、船内の居きよ住じゆう性は決して快適とは言えず、おまけに一度航海に出れば乗組員の行動範はん囲いは船の中に限定されるので娯ご楽らくもさほど多くない。

　そんな僕らの数少ない楽しみの一つが、食事であった。

　この船で出される食事は、なかなかに豪ごう勢せいである。ステーキが出ることもあれば伊い勢せエビやアワビが出ることもあり、高級スイーツがデザートに付いてくることもある。これは食べ物で心を慰なぐさめてもらおうという紗音の気き遣づかいなどではなく、全て海鶴来さんのおかげだった。食にうるさい彼女は、一流のシェフと食材を出しゆつ港こう前に手配していたのだ。

　さすがお嬢じよう様さま。海鶴来さんに感謝。

　ところがその夜、デイ・キャビンに顔を出した僕は目を点にした。

　スライスされた人にん参じんの山が、皿に盛られていたからだ。

「何だ、これ？」

「野菜サラダよ」

　冷たい澄すまし顔で、紗音。

　野菜サラダ？　これが？

「確か今夜は、ロブスター……」

「野菜サラダって、身体にいいのよね」

　彼女はうまそうにロブスターの身をぱくぱく口に運んでいた。

「知ってる？　昔の船乗りは新しん鮮せんな野菜が食べれなかったから、ビタミンが不足しがちでよく壊かい血けつ病びようになったのよ。壊血病って怖こわいんだから。とってもとっても怖いんだから」

　壊血病なんか知らん。だが俺の知ってる野菜サラダは、こんなに赤くないぞ。

「どうしたの？　なんか文句ある？」

「俺が人参嫌きらいなの知ってるだろ」

「好き嫌いがあると、大変よねえ」

「…………」

　一体何の嫌いやがらせだよ。

　僕はムッとして、向かいの席に座る海鶴来さんとみるかちゃんを見た。二人の皿には丸々とよく太ったロブスターが載のっている。だが僕の皿にあるのは、無む駄だに太った人参一本と、薄うすく切られた人参の山だった。まさかこれを食えってか。冗談じゃねえよ。

　そもそも人参なんて人類の食べ物じゃないだろ。ありゃ馬の主食だ。絶対に食べないからな。もしこの世の食べ物が人参だけになったら、僕は男らしく餓が死しするつもりだった。

　まったく。ガキみたいな真似しやがって。何を怒おこってんだ、こいつ？

　憮ぶ然ぜんとしていると、みるかちゃんの囁ささやき声がした。

「ことなん。ジュースの人、焼きイモ？」

「焼きイモじゃなくて、ヤキモチよ」

「おイモのお餅もち！」

　止やめとけ、みるかちゃん。紗音がぷるぷる震ふるえてるだろ。

　小さな唇くちびるから、押し殺した声がこぼれた。

「悠馬、食事が終わったら船せん倉そうの掃そう除じしなさい」

「はあ？　こんな夜にか？」

「当直サボった罰ばつよ」

「明日あしたにしろよ」

　アホらしかったので、ぞんざいに応こたえた──途と端たん。

　ゴッという鈍にぶい音と共に、後頭部に激痛が走った。

　振ふり向くと、紗音が握にぎり拳こぶしを翳かざしていた。

「船長には絶対服従、絶対忠ちゆう誠せい、絶対奉ほう公こう！　忘れたの!?」

　忘れるもんか、そんな猟りよう奇き的ルール。

　しかし、さすがにムカッとしたね。思い切りグーで殴なぐったんだぜ、このアマ。しかも背後から。武士だったら風かざ下しもに置かれるぐらいの不ふ行ぎよう跡せきであるが、ともかくこっちにも我が慢まんの限界ってのがあるんだ。自じ慢まんじゃないけど、僕は足は長いけど気は長い方じゃない。人が大人しくしてりゃ、つけ上がりやがってこの野や郎ろう。

「何よ!?　あたしに逆らう気!?」

　僕の眼光に、紗音は一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「文句あるならはっきり言いなさいよ！」

「お前こそはっきり言えよ」

「じゃあ言ってやるわ！　反はん抗こう的だから、二十四時間耐たい久きゆう・甲板掃除の刑けいよ！」

「言うこたそれだけか？」

「トイレ掃除も追加よ！」

「風ふ呂ろ掃除もあるだろ」

「食器洗いもね！」

　紗音が手にしたフォークで、グサッとロブスターを突き刺さした。

　僕も同じことをした──こちらは人参だったが。

　睨にらみ合った。

　いつもだったら僕の不戦敗という形で決着するのだが、今回は引き際ぎわを誤あやまった。というより頭に血が上ってしまい、受け流すところを受けて立ってしまったのである。無論そのことに一番驚おどろいたのは僕自身だったが、紗音も同様だったらしい。まさか僕が本気で歯向かってくるとは考えてなかったらしく、彼女の瞳ひとみには僅わずかな動どう揺ようがちらついていた。

　お互たがい事じ態たいの着地点を見失い、引くに引けない状じよう況きようとなった。

　この場に第三者がいなかったら、修しゆ羅ら場ばになっていただろう。

「はいはい！　ケンカはそこまで！」

　見かねた海鶴来さんが、仲ちゆう裁さいに入ってきた。

「今は食事中ですよ！　二人ともお行ぎよう儀ぎが悪いです！」

「…………」

　先に目を逸そらしたのは、紗音。彼女はフンと鼻を鳴らし、食事を再開する。

　僕も舌打ちして、視線を外はずした。

　強がってはいたものの、内心はホッとしていた。



　その後、最下層甲板の下にある船倉区画に降りた僕は、掃除道具ロッカーから箒ほうきを出して、ぶらぶら歩き回りながら、この前紗音とケンカしたのはいつだったかと振り返り、全く思い出せなかったので思い出せないぐらい昔のことかと少し驚き、思い出せないのは今回が初めてのケンカだということに気づいてさらに驚いた。

　参ったね、こりゃ。

　船倉には、巨きよ大だいな貯ちよ蔵ぞう品ひんがひっそりと眠ねむっていた。数々の装備や備品、食料を収おさめた木箱や樽たるが、暗がりの奥まで続いている。天てん井じように照明があるとはいえ、あちこちに濃こい影かげを作っていて気味が悪い。こんな夜中に船倉の掃除を命じるなんて、軽い虐ぎやく待たいである。

　やれやれ、と僕はため息をこぼした。

「紗音の奴やつ、どうも最近機き嫌げんがよくねえな」

「船長が怒るのも無理はない」

　いきなり虚うつろな声がして、ギクリとした。

「見張りを怠おこたれば、船は危険にさらされる」

　天井の照明がぱっと消え、また点ついた。ちかちかと点てん滅めつを始める。

　な、何だ……？

　どこからともなく、生なま臭ぐさい匂においが漂ってきた。

　何かいる……

　明めい滅めつする光と闇やみの狭はざ間まに、異様な気配を感じる。

　僕は恐きよう怖ふに支配され、その場に立ち尽つくした。

　目を凝こらして見ると、積み上げられた木箱の陰かげに黒い人影があった。頭から垂たれ下がった海草を顔に張りつけ、木箱の上に座り込んでいる。生せい気きのない双そう眸ぼう。青白い肌はだ。全身ずぶ濡ぬれで、床ゆかを冷たく濡らしている。衣服にも貝や藻もをくっつけ、襟えり首くびの隙すき間まには小さなカニが這はい回っていた。若い男だった。だが夏海探検隊の隊員ではない。

　誰だれだろうとその顔をよく観察して、僕はゾッとした。

　昨夜、海で溺おぼれていたあの男だ。

「驚かなくていい」

　悲鳴を上げようとしたら、死者の声が機先を制した。

「君に礼を言いたくてね。助けてくれてありがとう」

「…………」

　僕は箒を手にしたまま、絶句した。

　幽ゆう霊れいを目もく撃げきして驚こうとしたら幽霊自身から驚くなと言われた場合、驚くべきか驚かざるべきか。腰こしを抜ぬかさなかったのは、僕が特別勇ゆう敢かんだったからではない。単に幽霊に対する免めん疫えきがあったからに過ぎない。どうやら僕は、よっぽど幽霊と縁えんがあるらしい。

「君達が救ってくれなかったら、俺は船幽霊の一部となっていただろう」

　男は荒こう涼りようとした眼まな差ざしを向けてきた。

「乗っていた船が嵐あらしで沈ちん没ぼつして以来、俺は成じよう仏ぶつできずにずっと海を彷徨さまよっていたんだ。冷たい大おお海原うなばらを何年も孤こ独どくに漂ひよう流りゆうする苦しみが、君には分からないだろうな。それは死よりも恐おそろしい経験だ。下へ手たをすりゃ、俺自身が仲間を求めて船幽霊になりかねなかった」

「…………」

「君は、人がなぜ魔ま物ものになるか知ってるか？」

　僕の返答を待たず、男は続けた。

「原因は孤独だよ。人は他者との交まじわりの中で、自じ己この存在を認識する。自分が何者で、なぜこの世に存在し、人生にどんな意味があるのか──それらは家族や恋こい人びと、友人との関かかわりによって見み出いだされるものだ。だが社会との繋つながりを持たない者──大海原を孤独に彷徨う者は、次し第だいに自分が何者か分からなくなってくる。自己を喪そう失しつし、中には自分が人であることを忘れる者もいる。心に魔物を飼かい始める者もいれば、外見までもが魔物になる者もいる。大海原を漂流するうちに自分が魚だと信じるようになった者が、実際に魚になってしまうこともあるのだ。嘘うそみたいな話だが、海にはそんな力があるんだよ。人じん智ちを超ちよう越えつした魔ま力りよくがな。海は恐ろしいぞ。しかも近ちか頃ごろの海は、やけに荒あれているしな」

　きっと人と会話をするのは久しぶりなのだろう──

　長々と喋しやべった男は、ようやく独白を止やめた。

「どうした？　口が利きけないのか？」

　出会ったばかりの幽霊と世間話ができるほど、僕は社交的じゃないんだよ。

　できれば一いち目もく散さんに逃にげ出したかったが、膝ひざがガクガクしてとても動けそうにない。

　内心かなりビビりつつ、それでも何か言わなきゃならなくなって僕は声を発した。

「今は梅つ雨ゆだから」

「梅雨？」

「海が荒れてるのは」

　すると、男は冷笑した。

「そうじゃない。ナイトバジール号を見たんだ」

　ナイトバザール？　夜市いち場ばのことか？

「あの船を知らないのか？　君は船乗りだろ？」

「いえ、正確には船乗りってわけじゃ」

　もっと正確に言うと、この世界の人間ですらない。

　だがナイトバジールという名前を、どこかで聞いたような気がする。

　はてどこだったかと首を傾かしげていると、男が教えてくれた。

「ナイトバジール号は、真しん紅くの帆ほを掲かかげた黒船だ。風を呼び、霧きりを纏まとって海を渡わたる。世界が今よりも遥はるかに広大で、まだ海図にたくさんの空白地が存在した時代、勇敢な男達を乗せて未知の世界を目め指ざして旅立った。だが伝説によると、船はこの世界のどの大陸にも辿たどり着つかず、時空の裂さけ目に落ち込んでこの世ならざる領りよう域いきに到とう達たつしたと言われてる」

　つまり、どこ？

「地じ獄ごくだよ。そして船は、悪夢を乗せて舞まい戻もどってきた」

　生気のない声が、船倉に響ひびいた。

「この二百年間、ナイトバジール号は乗り手のないまま世界の海を漂流していた。時に命知らずな冒ぼう険けん者しやが、あの船を我わが物にしようと挑いどんだそうだ。だがナイトバジール号に乗り込んで、生せい還かんした者はいなかった。こいつは噂うわさだが、あの船は生きてるらしい。そして船内にあるドアの一つが、地獄に通じてるそうだ。あれはもう人間の乗り物じゃない」

　男は口を閉ざし、ごくっと唾つばを飲み込んだ。

「だが、俺は見たんだ」

「何を？」

「乗り手の姿を。魔物の群むれを。それと人影を。あれは……」

　彼は何か言いかけたが、恐怖のためか続きを口にすることはなかった。

「ナイトバジール号は“〝七つ海の提てい督とく”〟が所有する船だ。あれを操あやつれる者がいるってことは、誰かが“〝提督”〟を解放して彼から譲ゆずり受けたことになる。誰かは知らんが、大した野郎だよ。“〝提督”〟が封ふう印いんされて二百年、誰も成なし得なかったことをやったんだからな」

　はっきり言って、何のことだかさっぱり分からなかった。

　よく喋る人だな、というのが僕の感想だった。

　しかしナイトバジール号という名前を、僕はようやく思い出した。前回の航海時、《霧の海》に入る直前に紗音が教えてくれたのだ。世界の海を彷徨う幽霊船という話だった。

「とにかく、悪あく魔まの船が近海をうろついてる。君らも気をつけた方がいいぞ」

「あの、ちょっと訊ききたいんですけど？」

「何だ？」

「“〝七つ海の提督”〟って、誰？」

　六ろつ甲こう山さんの登山口で人魚に出くわしたような顔をされた。

「君は“〝提督”〟のことも知らないのか？」

　知ってりゃ質問しないよ。

「悪いが、そろそろ行かないと」

「どこへ？」

「あの世だよ。ぐずぐずしてると、また現世を彷徨うことになる」

　男は腕うでを持ち上げ、人差し指で天井を差した。

　途と端たん、甲かん高だかい音が鳴って僕は腰を抜かしそうになった。

　船内放送を知らせるチャイムだった。

　天井のスピーカーから、斉藤さんの声がした。本日未明より暴風圏けんに入る。夜や半はん直ちよくに就つく者は云うん々ぬん……いくらなんでもタイミングがよすぎる。寿じゆ命みようが一週間縮ちぢんでしまったよ。

　そして業務連れん絡らくの放送が終わった時、木箱の上から男の姿が消えていた。

　あれ？

　彼の座すわっていた場所は海水で濡れていて、床には藻や海草や貝やらが落ちていた。三匹びきのカニが、かさかさと足元を動き回っている。あの幽霊が身体からだにくっつけていたものだ。

　見回してみたが、幽霊など影も形もなかった。

　恐怖とパニックが、遅おそまきながらこみ上げてきた。怖こわくなって僕はその場を逃げ出そうとした。が、足が動かなかった。恐怖のためではない。あるものが目についたからだ。

「…………」

　海草の陰に隠かくれた、大きな白い貝。

　恐る恐る手に取って、眺ながめてみる。

　二枚貝だった。二枚貝。二枚貝……

　そして、思い出した。

　　　　＊




　船倉を飛び出した僕は、昇しよう降こう階段を駆かけ上がり船内通路を走り抜けた。

　今の今まであのことを思い出さなかった自分の記き憶おく力の悪さを自じ嘲ちようすべきなのか、それともあんな些さ細さいなことを覚えていた自分のそれを誇ほこるべきなのか──自己評価にやや悩なやむところだが、この時ばかりは日記をつける重要性をしみじみと実感したね。『夏海紗音と不思議な航海』を書いてなかったら、あんなことには絶対気づかなかっただろうしな。

　おっと。

　中央フロアに差し掛かかったところで紗音に出くわし、僕は立ち止まった。

　一人でソファーに座っていた彼女は、俯うつむきがちに肩かたを落として少し寂さみしげだった。てっきり僕とケンカして落ち込んでいるのかと思ったら、こちらに気づいて表情を変え、鯨くじらも逃げ出す目くじらを立てると、ぷんぷんしながら上層甲かん板ぱんの方に去っていった。

　ううむ。紗音に確かめたいことがあったのに、これはちょっと困ったぞ。

「困った娘こですねえ」

　いつの間にか隣となりに海鶴来さんが立っていて驚おどろいた。忍にん者じやか。

「わたしのアドバイスを全然実じつ践せんしてませんし」

「アドバイス？」

　僕が訝いぶかると、彼女はウフッと可愛く笑った。

「女同士の秘密です」

　あ、そう。

「それよりどうしたんですか？　急いでたみたいですけど」

　確かに急いでいたが、紗音があの様子では聞く耳を持ってくれそうにない。

　仕方がないので海鶴来さんに訊いてみよう。

「なあ、例のコンパクトって今どこにあるんだ？」

「《死神の瞳ひとみ》が仕し掛かけてあったやつですか？　さあ」

「多分、船長室にあるわよん」

　という声は頭上から聞こえた。

　見上げると、天てん井じようから初代が首だけ出してにこにこしていた。こいつこうやって船内の会話をしょっちゅう盗ぬすみ聞きしてるんだなと思ったが、それより気になったのは初代がいつものセクシー少女ではなく、例の可愛らしいチビ初代の姿で登場したことだ。

「なんでちっこいんだ？」

「この方が精気を使わなくて済すむのよ。今は船の点検してる最中だから」

「点検？　なんかあったのか？」

「嵐が近いからでしょ」

　と、海鶴来さん。逆さかさまだったチビ初代は、くるっと体勢を入れ替かえて降りてきた。

「それもあるけど、ちょっちね」

「ふうん」

　まあいいかと思い、僕は作戦を練ねった。紗音は今、船橋甲板ブリデツキに上がっていったところだ。もうすぐ暴風圏に入るので、その備えを指し揮きするつもりだろう。だからしばらく船長室には戻らない。そしてここには初代も海鶴来さんもいる。おあつらえ向きの状じよう況きようだった。

「初代、ちょっと力を貸してくれ」

「何か悪事を思いついたって顔ね」

　人聞きの悪い。

「例のコンパクトを見たいんだよ」

「よく分かんないけど、面おも白しろそうだからいいわよん」

「それと海鶴来さん、一つ頼たのんでいいかな」

「え……？」

　海鶴来さんが、きょとんとした。



　紗音が船長室に戻って来た場合に備えて海鶴来さんに見張ってもらっている間に、僕はこっそりと船長室に忍しのび込んだ。部屋には鍵かぎが掛かっていたが、ノープロブレム。壁かべを通り抜ぬけたチビ初代に内側から開けてもらったので、侵しん入にゆうは容よう易いだった。

「船長に見つかったら、タダじゃ済まないわよ」

「なら見つからないよう早く済まそうぜ」

「その前に教えなさいよ。どういうことなの？」

　うーん。どういうことだろう？

　実を言うと、僕にもまだよく分からなかった。

　とにかく実物をこの目で確かめてみないことには、迂う闊かつに判断するわけにはいかない。

　仄ほのかな緊きん張ちよう感かんを抱いだき、僕は室内を見回した。気まぐれな紗音がいつ戻って来るか分からないので、少々ドキドキする。女の子のプライベートな空間に無断で侵入しているというシチュエーションが、それに輪をかけた。フッフ。この悪事クセになっちゃいそうだぜ。

　なんてフザけている場合ではない。

　一言申し上げておくが、この部屋に色気なんてこれっぽっちもないからな。むしろ目を背そむけたくなるほどの有あり様さまだ。ワイン色したふわふわの高級絨じゆう毯たんの上には、海図やコンパス、脱ぬぎ捨すてられた衣服、お菓か子しの空から袋ぶくろなどが散乱していて、見るも無む残ざんな情景を作り上げている。航海記録の重要書類が無造作に落ちているかと思えば、趣しゆ味みで描かいている風景画のデッサンが雑然と放置されていて足の踏ふみ場ばもない。斉藤さんがこの部屋を見たら、白目を剥むいて卒そつ倒とうするに違ちがいない。黒こく檀たんの執しつ務む机には『マンガで学ぶ米軍徒と手しゆ格かく闘とう術①』という本があった。彼女の読書傾けい向こうに関しては、いつかきちんと矯きよう正せいしてあげなきゃな。

「見て見て。あの娘こ、可愛い下着いっぱい持ってるわよ」

　マホガニー製のタンスを漁あさっていたチビ初代が、嬉うれしそうに見せてきた。

「ほら、これなんてすごくエロいわ。子供のくせに生意気ね」



    

  
    
      「いいから真ま面じ目めに探さがせよ」

　こんなところを紗音に見られたら、それこそタダでは済むまい。

　ちびっこい幽ゆう霊れい少女は放っておいて、僕は室内を物ぶつ色しよくした。

　コンパクトは化け粧しよう用具なので鏡きよう台だいにあるのではと調べてみたものの、それらしい物は出てこなかった。なぜかぐちゃぐちゃになった賞味期限切れのアンパンが見つかった。きっと非常食用に隠しておいて、そのまま忘れてしまったのだろう。モズみたいな女である。

「ところでさ、初代」

「なぁに？」

「“〝七つ海の提督”〟って、聞いたことあるか？」

　ほとんど世間話のつもりで、尋たずねてみる。

　ところが初代は、思いのほか大きな反応を示した。

「誰だれから聞いたの？」

　強こわ張ばった顔で、彼女は鋭するどい眼まな差ざしを投げかけてきた。

　しかし男幽霊の話をすると、なぜか納なつ得とく顔で肩の力を抜いた。

「どうりで。昨夜から船内に妙みような気配を感じてたのよね」

「もしかして、点検してたってのはそれか？」

「ええ。でももう気配は感じないわ。悠馬くんにお礼を言って成じよう仏ぶつしたみたい」

　そっか。そいつはよかった。幽霊の知り合いなんて、一人いれば十じゆう分ぶんだもんな。

　船内の点検が不要になったからか、初代は元のセクシー・バージョンに戻もどる。

「それで、“〝七つ海の提督”〟って誰なんだ？」

　訊き直すと、彼女は再び表情を引き締しめた。

「“〝提督”〟は、七つの海の狭はざ間まを治おさめる支配者よ」

「狭間？」

「生と死の狭間よ」

　ふむ？

「この世界はね、一見複雑に見えるけど、究極的には二つの面から成り立ってるの。表と裏。内と外。陰いんと陽よう。そして生と死……海においてその振ふり分けを行っているのが、“〝提督”〟なの。つまり死者を死の世界へと導みちびき、生者を生の世界に戻す。そしてその狭間に漂ただよう者と取引をして、その願いを叶かなえてあげるのも彼の仕事の一つなのよ」

「どんな願いも叶えてくれるのか？」

「相応の代だい償しようを払はらえばね。ただ彼と取引できるのは、生と死の狭間に漂う者だけ。要するに死の危険に瀕ひんした者や、この世に未み練れんを持って生にしがみつく死者とかね」

「つまり、君みたいな幽霊？」

　初代は小さく首しゆ肯こうする。

「“〝七つ海の提督”〟は、死者を不死にする能力を持ってるの。呪のろいをかけられた者は、生も死もない時間の海を永遠に漂ひよう流りゆうすることになる──中にはそれを望む者もいるけど、私にはちょっと理解し難がたいわね。結局、人間ってのはいつか死ぬと分かっているから生きていけるのよ。死んでも生き続けるってのは、結構辛つらいんだから」

　君は楽しそうだけどな。

　と僕は思ったが、彼女にも他人には見せない苦く悩のうがあるのだろう。

　淡たん々たんとした口調で、初代は続けた。

「ずっと昔、世界の海を制した大だい英えい帝てい国こくに一人の美しい若者がいたの。彼は優ゆう秀しゆうな船乗りで、とある船の船長だった。ある時、彼の乗った船が嵐あらしに遭あい、乗組員の生存は絶望的となった。そこで彼は一つの決断を下したの。死に瀕した今の状況なら“〝提督”〟と取引できる──そこで彼は禁断の術を使って“〝提督”〟を呼び出し、嵐を鎮しずめてもらうことにした」

　しかし取引を成立させるには、代償を支払わなければならない。

「願いを叶える代わりに、“〝提督”〟は船長に何を求めたと思う？」

「さあ」

「美しい彼の姿よ」

　初代は言った。

「船長に選せん択たくの余地はなかった。自分一人の犠ぎ牲せいで乗組員を救えるのなら──そう考えた彼は取引に応じ、自分の肉体を“〝提督”〟に譲ゆずったの。そして船長自身は醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつの姿を与あたえられ、彼はその呪いで生きることも死ぬこともできない永遠の存在になった」

　しかし船長には、とても綺き麗れいな恋こい人びとがいたという。彼女は変わり果てた船長の姿を目にして、深く嘆なげき悲しんだ。三日三晩泣き続け、食事も摂らなくなった。そしてその様子を見た船長は、彼女がもう自分を愛していないことを知り、海の彼方かなたに去ることにした……

「でもそうじゃなかった。彼女はまだ船長を愛していたの。いえ、誰よりも彼を愛していることに初めて気づいたの。そこで彼女は崖がけの上から去り行く船に向かって愛の言葉を捧ささげると、海に身を投げ、命を捨てて自みずからの純愛を示してみせた」

「死んだのか？」

　僕が訊きくと、初代は頷うなずいた。

「ええ、見事にね。そして彼女が捧げた愛の力で呪いは消しよう滅めつし、船は泡あわとなって海に消え、船長もまた天に召めされたそうよ。死を奪うばわれた男は、恋人の愛によってようやく死を得たというわけ。めでたしめでたし」

「…………」

　僕は、窓まど際ぎわで儚はかなげに佇たたずむ少女の横顔を注視した。

　漠ばく然ぜんと、最初に感じたことは──

「一つ訊いていいかな？」

「どうぞ」

「その女性って、君のこと？」

　返答は、確実にワンテンポ遅おくれた。

「まさか」

　初代は軽けい薄はくな微笑を浮うかべると、肩かたにかかった金きん髪ぱつを手で払う。

「私、そんな一いち途ずじゃないわよ」

　どうかな。女は本ほん性しようを隠かくすって誰かさんが言ってたし。

「これはただのおとぎ話。王子様のキスでお姫ひめ様さまが目覚めるって類たぐいのね」

　しかし僕は、彼女の横顔を掠かすめた一いつ瞬しゆんの翳かげを見み逃のがさなかった。

　もちろん今のが、初代の身の上話だとは思わない。名前や年ねん齢れいを隠さなきゃいけない事情があるのなら、自分の過去をこんな形で暴ばく露ろするはずないからな。しかし、ただのおとぎ話とも思わなかった。幾いくつかの真実と、それを覆おおい隠す嘘うそと、ダミーの作り話と……

　それを見み極きわめようと幽霊少女の横顔を観察していると、険悪な視線が返ってきた。

「そんなことより、探し物があったんじゃないの？」

　はい。そうでした。

　えらく不ふ愉ゆ快かいそうな顔をされたので、僕は慌あわてて物色を再開した。

　初代の過去には興きよう味みあるけど、今はコンパクトを見つける方が重要だ。

　それにしてもあの男幽霊の話によると、“〝七つ海の提督”〟とやらは二百年前に何者かに封ふう印いんされたということだった。では彼を解放したのは誰だ？　その人物にひどく心当たりがあるので、どうにも嫌いやな予感を覚えてしまう。ただ《夏海引力》が虚うつろ島じまの冒ぼう険けん以降、休きゆう眠みん期に入ったことを考えれば、彼女はそれ以前に“〝提督”〟を解とき放ったことになるが。

　それとも“〝提督”〟を解放したのは、別の人物なのか。

　などと思案していた僕は、手と思考を同時に止めた。

「あった……」

　ようやく目当てのものを発見する。

　それは銀色の光こう沢たくを放つ、二枚貝のコンパクト。

　見覚えのあるものだった。僕の記き憶おくに収められていた形状と完全に一いつ致ちする。

　間ま違ちがいない。これだ。

　なぜか冷蔵庫の野菜室から出てきた謎なぞは置いておくとして、コンパクトを手に取った僕は異様な寒さむ気けを覚えた。別に冷蔵庫でたっぷり冷やされていたからじゃないぞ。

　どういうことだ、これは？

　激しく動どう揺ようし、手が震ふるえた。

　これはタチの悪い偶ぐう然ぜんか？　それとも仕組まれた必然か？

「そのコンパクトがどうかしたの？」

　後ろから初代が、ひょっこりと覗のぞき込んでくる。

　だが僕は返答できなかった。様々な可能性が思考を巡めぐり、まるで言葉にならなかった。

　後になって悔くやむことになるが、こんな他人の部屋で呆ぼう然ぜんとしている場合ではなかったのである。あれこれ考えることは後回しにして、すぐにその場を離はなれるべきだったのだ。

　突とつ如じよとして伝声管のベルが鳴り、僕は一いつ驚きようを喫きつした。

　恐おそる恐る蓋ふたを開けると、切せつ羽ぱ詰つまった海鶴来さんの声がした。

『早く逃にげて！　紗音がそっちに行きました！』

　げっ。やばい。

「ズラかるぞ、初代──て、何やってんだよ!?」

　振り返って、僕は思わず声を荒あららげた。

　幽霊少女が掘ほり返した紗音の下着が、そこら中に散乱しまくっていたのだ。このまま逃げ出したら、船内に変へん態たいがいるとあの女が騒さわぎ出すのは明白だった。

　うおおおっ、えらいこっちゃ！

　僕は床ゆかに這はいつくばると、大急ぎでブラやパンツを掻かき集めた。

　それがマズかった。非常にマズかった。

　下着を両手いっぱいに抱かかえた時、最悪のタイミングで部屋の主ぬしが帰ってきたのだ。

「…………」

　目が合った。ドアを開けた紗音が、あんぐり口を開けた。

　日本海かい溝こうよりも深い沈ちん黙もくが、船長室を満たした。

　彼女の顔が、酸性に触ふれたリトマス試験紙みたいに赤く変へん貌ぼうしていく。

　早期警けい戒かいレーダーが、今いま頃ごろになってエマージェンシーを発令した。

「ちょっと待て！　これは初代が──」

　僕はとっさに隣となりを指差した。それは本能と言ってもいいし、突とつ発ぱつ的な自じ己こ防ぼう衛えい行動と言ってもいい。保身と言われても構かまわない。だが僕にすれば、正当な主張だった。なぜなら下着を荒あらしたのは、僕ではなく初代だからだ。僕は紗音の下着に指一本触れてない──と言いたいところだがそれは三十秒前の話で、今は大量の“〝戦利品”〟を抱え込んでいた。

　しかも室内に幽ゆう霊れい少女の姿はない。

　うそーん。一人で逃げるなんて。

　もはや言い逃のがれできる状じよう況きようではなかった。

　身体からだをわななかせた紗音が、絶ぜつ叫きようした。

「このエロキングがぁぁぁっ！」

　そして、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい地じ獄ごく絵え図ずが展開される──



　コンパクトの件は黙だまっていることにした。

　他人に話しても仕方のないことだからな。

　　　　＊




「おーい！　船が見えるぞー！」

　前部見張りフオアトツプ台の乗組員がその報しらせをもたらしたのは、千ち島しま列島を北上して六日目のことだった。マリンブレード号は三日間も嵐の海に翻ほん弄ろうされ、その後二日間に渡わたって朦もう朧ろうとした太陽の下を彷徨さまよい、不気味な濃のう霧むの中を漂わなければならなかった。ロシア警けい備び艇ていの目をかい潜くぐり、荒こう涼りようたる島々をかわし、やっとのことで志し林りん規き島とうに辿たどり着ついたのである。

　分厚い鉛なまり色いろの雲が、空を覆っていた。

　風は強く、深緑色の海をざわめかしている。一メートルを超こえる高さの波が一定間かん隔かくでそそり立ち、マリンブレード号にぶち当たっては白い波飛沫しぶきを吹ふき散ちらしている。

　そして僕らは、島の南側の浅あさ瀬せに乗り上げた一隻せきの大型帆はん船せんを目にした。

「筑つく紫し丸です」

　低い声で、海鶴来さんが言った。



    

  
    
      　第五章　ワイルド・クエスト






　筑つく紫し丸は、高い船せん尾び楼ろう甲かん板ぱんを備えた四檣しようバーク型帆はん船せんだった。

　全長は九十八メートルで、排はい水すい量は二千四百トン──マリンブレード号よりも一回り大きい。海み鶴つる来ぎさんの話によると、太平洋航路の開かい拓たくや商船護ご衛えいを目的として建造された武装商船らしい。双そう眼がん鏡きようで確かめてみると、両りよう舷げんの砲ほう門もんが開かれたままになっていた。つまり戦せん闘とう中に座ざ礁しようしたというわけだ。被ひ弾だんした形けい跡せきはなかったので、海かい賊ぞくやロシアの警けい備び艇ていと交戦したのではなく、近海を縄なわ張ばりにする海かい獣じゆうに襲おそわれたのだろうという話だった。

　こんなデカい船がやられちゃうなんて、おっかなすぎてサルに先祖返りしそうだよ。

　だがサルの総大将は、目的の船を見つけて上じよう機き嫌げんだった。

「『第三回　わくわく☆みんなで略りやく奪だつしまくって幸せになろうよ大会』の開かい催さいよ！」

　三隻せきの艦かん載さい艇ていが海面に降おろされ、三十人で探たん索さくすることになった。

「いってらっしゃーい！　気をつけてね！」

　甲かん板ぱんから手を振ふる初しよ代だいをマリンブレード号に残し、僕は海鶴来さんや貝かい塚づかさん達と共に二号大艇ランチに乗り込んだ。紗しや音のんは岬みさきさん達と共に一号大艇ランチである。

　あえて説明の必要もないと思うが、あの下着事件以来、彼女は一いつ切さい口を利きいてくれなくなった。通路で出くわしても、下着泥どろ棒ぼうの変質者を見るような視線を投げつけてくるだけである。確かにあれは下着泥棒の変質者に見えなくもないが、それは非常に大きな誤解であり、誤解は晴らされるべきであるものの、今のところ紗音は聞く耳を持ってくれない。

　ひどいよね、こんなストイックでインテリジェンスな少年紳しん士しに対して。

　筑紫丸に乗船した僕らは、五人ずつに分かれて《導みちびきの髑どく髏ろ》を探さがすことになった。

　僕は海鶴来さんと貝塚さん、幕まく内うちさん、みるかちゃん、モズルと行動を共にした。

「それで《導きの髑髏》ってのは、どんなやつなんだ？」

「それが写真もイラストもないから、全く分かんないんです」

　貝塚さんの問いに、海鶴来さんは両眉まゆの端はしを下げる。

「でも《髑髏》と言うからには、きっと髑髏なんでしょうね」

「つまり、しゃれこうべを見つけりゃいいんだな」

「こんなデカい船だと、探すのは大変っスよ」

　と、幕内さん。貝塚さんはネクタイを整えて、

「イモリの中からヤモリを探すわけじゃねえんだ。すぐ見つかるさ」

「そうですね。行きましょう」

　僕はショットガンを手に、船内に踏ふみ込んだ。

《禊魂みそぎの泉》を見つけるには、その場所を示してくれる《導きの髑髏》を見つけなければならない。僕にすれば、これはポイントを稼かせぐ大きなチャンスだ。自分の手で発見できれば、紗音もきっと機き嫌げんを直してくれる。もしかしたら素す敵てきなご褒ほう美びもあるかも。ムフ。

　なんて妄もう想そうに浸ひたっていたら、天てん井じようの低くなっている部分に頭をぶつけた。痛いてっ！

　おまけに捜そう索さくを開始して間もなく、僕らは自分達の見通しの甘さに気づかされた。

「やってくれるぜ、こいつは」

　ライフルを肩かたに担かつぎ、貝塚さんが呻うめいた。

　乗組員の白骨化した遺い体たいが、船内のあちこちに散乱していたのである。

「イモリの中からヤモリを探せってか」

「イモリモリモリヤモリモリ？」

　みるかちゃんが可愛く首を傾かしげた。

　幕内さんが懐かい中ちゆう電灯で通路を照らしながら、

「どうします、お嬢じよう様さま？」

「パシフィスの財宝ですから、みるかちゃんなら判別できますよ、きっと」

「もじゅもじゅ、それと違ちがう」

　骨をくわえて見上げてくるモズルに、みるかちゃんは首を振った。

「頼たのむぜ、おチビさん」

　天井からぶら下がる導どう管かんを銃じゆう身しんで払はらいのけ、貝塚さんが歩き出す。

　半はん壊かいした暗い船内通路を、僕らは用心深く進んでいった。先頭は貝塚さん、僕は二番手で、すぐ後ろを海鶴来さんとみるかちゃんが続く。殿しんがりは突とつ撃げき銃じゆうを持った幕内さんだ。

　足元に注意し、僕達は幽ゆう鬼きめく暗黒世界を探索した。蜘く蛛もの巣すの張った天井、赤錆さびのついた鉄てつ扉ぴ、鬱うつ塞そくした空間には黴かび臭くさい匂においが充じゆう満まんし、本能的な恐きよう怖ふ心しんを刺し激げきする。時折ライトを避さけるように通路の向こうで何かが走り、小さな鳴き声が聞こえた。鼠ねずみだろうか。

　慎しん重ちようにドアを開けて船室の一つを覗のぞいてみると、無数の白骨遺体が転ころがっていた。

「まったく気味が悪いな」

　散乱する骨を踏まないようにして、貝塚さんは手を伸のばす。

「みるか、これはどうだ？」

「それ普ふ通つうのホネホネ」

「俺もそう思ったよ」

　彼は手にした頭ず蓋がい骨こつを脇わきに置くと、別の頭部を拾ひろい上げた。

　僕らもみるかちゃんに鑑かん定ていしてもらうことにした。

「みるかちゃん、これは？」

「それも普通のホネホネ」

「これはどうっスか？」

「それも普通のホネホネ」

「これはどうかしら？」

「それも普通のホネホネ」

「今度こそ本物だろ？」

　そんなやり取りが、果たして何回繰くり返されたことだろう。

　やがて──

「それも、これも、あれも、もう全部普通のホネホネ！」

　みるかちゃんが、「キーッ」と叫さけんで癇かん癪しやくを起こした。

　僕らは疲つかれ切って、その場に座すわり込んだ。

「やっぱ闇やみ雲くもに探し回っても見つかりませんよ」

「そうっスね。貴き重ちような財宝だから、保管するなら貨物室が怪あやしいですけど」

「《泉》を探すのに使ってたら、羅ら針しん儀ぎ甲板か海図室……後は船長室か」

「ここから一番近いのは？」

「船長室ですね」

　海鶴来さんが答えた。



　ということで、船長室に向かうことになった。

　僕らは壊こわれた隔かく壁へきをこじ開け、穴の開いた床ゆかを飛び越こえて通路を奥に進んでいく。

　船内はどこも破は壊かいし尽つくされ、無む残ざんな有あり様さまだった。床に突つき刺ささった梁はり、天井からぶら下がった配線、異様な角度でねじ曲がった閉へい鎖さ扉とびら……表現不可能な異い妖ようの気配が至る所に満みち溢あふれ、幽ゆう暗あんと佇たたずむ通路の端はし々ばしに霊りよう怪げの影かげが巣す喰くっている。得体の知れない圧あつ迫ぱく感かん。時折、人間とも獣けものとも区別のつかない骨が転がっていて、僕らを不安にさせた。

　とにかく気味が悪い。だが財宝を求めて廃はい船せんを探検するというシチュエーションには、わくわくしていた。男なら人生で一度はやってみたいことだもんな。

　船長室は下層甲板の船せん尾び右う舷げん側にあった。部屋は公室と私室に分けられていて、広さはマリンブレード号のそれよりもやや狭せまい。こちらもひどい有様だった。何物かに切り裂さかれてズタズタになった絨じゆう毯たん、高級ソファー、粉々に砕くだけたテーブル、どす黒く変色した木製の書しよ棚だなとキャビネット、天井には豪ごう華かなバロック風シャンデリア──二年の歳月による風化で調度品はどれも朽きゆう壊かいし、埃ほこりを被かぶって当時の壮そう麗れいな意い匠しようの片へん鱗りんすらも残していない。壁かべに掛かけられた勇ゆう壮そうな筑紫丸の絵かい画がだけが、当時の面おも影かげをひっそりと忍しのばせていた。

　そしてもう一つ──執しつ務む机に座る朽くち果はてた遺い骸がい。

「皆みな月づき船長です」

　呟つぶやいた海鶴来さんが、手を合わせて黙もく祷とうした。

　蜘蛛の巣を払い、貝塚さんは部屋を見回す。

「で、《逢あい引びきの髑髏》ってのは、ここにあるのか？」

「逢引じゃなくて導きですよ」

「どっちでもいいさ」

　僕らは早さつ速そく、船長室の捜そう索さくを開始した。全員で手分けして机の引き出しを漁あさり、収納箱をひっくり返し、タンスを開け、絨毯を剥はがして隠かくし床がないかも確かめる。探索活動は一時間にも及およんだが、しかしこの場面を詳くわしく述のべるのは止やめておこう。理由は簡単。部屋を散々荒あらし回ったものの収しゆう穫かくは皆かい無むで、鼠の死し骸がいすら見つからなかったからである。

　船長室の完全破壊という唯ゆい一いつの成果に囲まれて、僕らはぐったりと床にへたり込んだ。

「ここにはないみたいですね」

「そもそも本当にこの船にあるのかよ」

「どうするんっスか？」

「俺はベッドでぐっすり眠ねむりたい」

「わたし、シャワー浴びたいです」

「みるか、おにゃかペコペコ」

　みんなそれぞれに願望を口にする。欲よく望ぼうに忠実な連中だった。

「もう時間も時間だし、いったん紗音達と合流しませんか？」

　そう提案して、僕は何気なく部屋の隅すみのカーテンをめくってみた。

　途と端たん、みるかちゃんが「あっ！」と叫んだ。

「それ違うホネホネ！」

　そこにあったのは、アンティーク調の古風な帽ぼう子し掛かけだった。上部のフックから、金属の紐ひもで白銀のしゃれこうべが吊つるされている。プラチナか何かでできているのか、表面はつるつるで淡あわい光こう沢たくを放っていた。大きさは船内で見かけたどの頭蓋骨よりも小さい。子供のものかもしれない──眼がん窩かが大きくて、どこかしら宇宙人の頭部を連想させた。

「これが、そうなのか？」

「うん。みちゅちゅきのろくろ」

　舌足らずな口調で、みるかちゃん。

　カーテンの陰かげに隠れていて、今の今まで誰だれも気づかなかったのが悲しすぎる。

「…………」

　言葉もなく、僕らはしばし無言で立ち尽くした。長い航海の末、ようやく目当ての遺い物ぶつを見つけたというのに、テンションが上がる気配は微み塵じんもない。皆月船長には申し訳わけないが、できれば発見した時にもっと歓かん喜き沸わき立つような場所に隠しておいてほしかったよ。

「盛もり上がりもへったくれもないっスね」

「部屋中をひっくり返す前に、誰も気づかなかったのかよ」

　貝塚さんは呆あきれ顔をして、白銀の髑髏を覗き込んだ。

「お嬢、こいつが本物か確かめる方法はあるんですか？」

「《髑髏》の瞳ひとみは、常に《泉》の方向を見つめているそうです。だから」

「こうすりゃ分かるわけだ」

　貝塚さんは髑髏の側頭部を指で軽く突いた。すると左右に首を振ふったしゃれこうべが、再び同じ方角を向いて静止した。幕内さんも試ためしてみたが、結果は同じだった。方位磁じ石しやくの針が必ず北を指さすように、《髑髏》の視線は絶えず《泉》に向いているというわけだ。

「これに間ま違ちがいなさそうっスね」

「だったら長なが居いは無用だ。早く引き上げようぜ」

　貝塚さんは帽子掛けから《髑髏》を取ると、僕の背嚢バツクパツクに放り込んだ。

　海鶴来さんが「きゃっ！」と悲鳴を上げたのは、その時である。

　振り返ると、彼女は「ひゃっ、わっ」と叫びながら両手で自分の右足を押さえていた。

　最初は何をしているのか分からなかった。ふざけているのかと思ったほどだ。

　だが真相に気づいた時、僕らは唖あ然ぜんとした。

　床ゆか下したから突き出た白骨の手が、海鶴来さんの足首を掴つかんでいたのである。

「ひゃあああっ！　わたしの骸がい骨こつが右足で右手を掴んでる！」

　パニクって言ってることが支離滅裂だったが、それを指し摘てきする者はいなかった。

　耳障ざわりな破壊音と共に、海鶴来さんがずぼっと床下に沈しずんだ。

「お嬢！」

「海鶴来さん！」

　僕は銃を捨すてて駆かけ出すと、床を滑すべって海鶴来さんの身体からだを捕つかまえた。穴の中に落ち込む寸前、間かん一いつ髪ぱつで彼女を確保する。続けて駆け寄ってきた貝塚さんが、海鶴来さんの腕うでを掴んで喚わめいた。階下の天井に張りついた骸骨が、彼女の足を引っ張ぱっていたのである。

「何だよ、こいつは!?」

「追つい跡せき者しやだ！」

　僕は叫んだ。

「幕内さん、早く撃うって！」

「ちょっと待って！」

「待てねえよ！　早く撃て、ワタル！」

「お嬢様に当たっちまうっスよ！」

　僕ら三人の身体が邪じや魔まで、床穴に潜ひそむ骸骨が狙ねらえないのだ。幕内さんが狙いを定さだめる間にも、怪かい物ぶつはとんでもない力で海鶴来さんを穴の中に引きずり込もうとする。

「わあああんっ！　痛い！　痛いですよお！」

「どこ触さわってやがる、このスケベ野や郎ろう！　お嬢を離はなせ！」

「幕内さん、早く！」

「静かに！」

　幕内さんの目つきが、鋭するどくなっていた。銃じゆう口こうを一点に固定し、絶好の機会を待っている。

　穴の中にいる骸骨が、僅わずかに顔を覗かせた。それはほんの一いつ瞬しゆんだったが、彼には十じゆう分ぶんだったらしい。乾かわいた銃じゆう声せいと共に、魔ま物ものの頭部が砕くだけ散ちった。見事な腕うで前まえだった。

　僕と貝塚さんは、ようやく海鶴来さんを上に引っ張り上げた。

「ふえええぇぇん」

「大だい丈じよう夫ぶですか、お嬢」

　泣なき崩くずれる彼女を、貝塚さんが優やさしく抱だきしめる。

　が、安心するのは早かった。周囲から、一いつ斉せいに瘴しよう気きが噴ふき出す──

　部屋の壁をぶち破り、魔物の大群が雪な崩だれ込んできた。



「撃て撃て！　やっちまえっ！」

　壁を突き崩して侵しん入にゆうしてくる骸骨達に向けて、僕らは一斉に火力を叩たたきつけた。

　銃声が錯さく綜そうし、硝しよう煙えんが部屋に満ちた。

　僕の放った弾だん丸がんが、死し霊りようの頭部を吹ふき飛ばす。首から上を失った怪物は、ヨロヨロとよろめいて壁に叩きつけられた。だが首なしの胴どう体たいだけが、すぐに立ち上がって僕に掴み掛かってくる。それを見た幕内さんが、粉々になるまで撃ちまくった。

　三人で近きん距きよ離りから猛もう射しやを浴びせ、一いつ匹ぴきまた一匹と屠ほふっていく。

　しかし壁に開いた穴からは、次から次へと魔物が這はい出してきた。

「兄あに貴き、ズラかった方がいいっスよ！」

「ワタル、悠ゆう馬ま、援えん護ごしろ！」

　みるかちゃんを抱だき上げた貝塚さんが、海鶴来さんの手を引いて走り出す。ドアの前に短たん槍そうを持った骸骨が立ち塞ふさがったが、彼はそれを豪ごう快かいに蹴けり飛ばして退路をこじ開けた。

　僕と幕内さんは銃を撃ちまくりながら後退し、化ばけ物もので賑にぎわう船長室を後にした。

　通路に出ると、素す手でで怪物と戦う貝塚さんが目に入った。みるかちゃんを海鶴来さんに預あずけ、立ちはだかる敵を殴なぐり、蹴り、投げ飛ばしている。素す早ばやく剣けん撃げきをかわしては骸骨の腕を引きちぎり、手しゆ刀とうを浴びせ、足を払はらい、身体を鋭く回転させては貝塚旋せん風ぷう脚きやくを見み舞まっている。人間業わざとは思えない体術を披ひ露ろうし、凶きよう暴ぼうな魔物を全く寄せつけていない。

　何だよ、あの人。三国志の豪ごう傑けつか？　と思っていると──

　大だい音おん響きようと共に背はい後ごの隔壁が破壊され、別の集団が現れた。

「うわっ!?」

　幕内さんは右へ逃にげ、僕はとっさに左に跳とんだ。辛からくも怪物の手から逃のがれたものの、すぐにそちらへ跳んだことを後こう悔かいした。海鶴来さん達がいる方向とは逆方向に逃げてしまったのだ。僕一人が孤こ立りつした格好になった。通路には白骨の悪あく魔まが溢れ出し、彼女達と合流できそうにない。粉ふん塵じんの向こうから幕内さんの呼び声がしたが、応こたえる余よ裕ゆうはなかった。

　濃のう灰かい色しよくの煙けむりを纏まとい、骸骨が二体、三体と飛び出してきたのだ。

「このっ！」

　僕は尻しり餅もちをついたまま、ショットガンの引き金を引いた。

　発射された散さん弾だんが、魔物の上半身を木こっ端ぱ微み塵じんに撃ち砕く。後ろの二体も巻まき添ぞえを食って倒たおれた。僕はその隙すきに立ち上がると、死神の集団に背を向けて走り出した。

　非現実的な恐きよう怖ふが、脳内に渦うず巻まいていた。

　落ち着け。とにかく上層甲かん板ぱんに出る道を探さがさなきゃ。

　船せん尾び昇しよう降こう口ぐちは骸骨軍団に阻はばまれて行けそうにないので、僕は中央昇降口を目め指ざした。

　船のあちこちで、銃声が反はん響きようしていた。

　紗音の腕に刻きざまれた《死神の瞳ひとみ》の指し向こう性せい引力に導みちびかれ、異界の殺し屋が大たい挙きよして押しかけてきたのだ。紗音のことが気になったものの、彼女は岬さんや磯いそ桐ぎりさん達と一いつ緒しよなので大丈夫だろう。むしろ仲間からはぐれて孤立してしまった僕の方が遥はるかにヤバイ。

　左右の隔壁から白い手が何本も飛び出してきて、僕を捕とらえようとした。

「ぬわあああぁぁあああぁぁっ!?」

　まるでタチの悪いお化け屋や敷しきだ。

　悲鳴を上げつつ、僕は亡もう者じやの手を払いながら船内通路を走り抜ぬけた。

　やがて、前方に階段が見えた──中央昇降口だ！

　助かった。僕は嬉き々きとして階段の手て摺すりを掴んだ。

　ところが駆け上がろうとしたら、上から大勢の骸骨が剣を振り上げ駆け下りてきた。

　おわっ、何だよ!?

　やむなく最下層甲板に逃げようとしたら、階下にも怪物が。船せん尾びからも大群が押し寄せてきた。僕はオロオロとうろたえ、慌あわてふためきながら船首に向かって逃げ出した。

　ひょえええええええぇぇぇっ！

　なぜか集中的に狙われている気がして、さすがに情なさけない悲鳴を上げる。

　途端。

　背後で凄すさまじい爆ばく音おんが轟とどろき、僕は爆ばく風ふうで前方に吹っ飛ばされた。

「ぐはっ！」

　どうなってんだよ、もう。

　通路に倒れ込み、呻うめきながら振り返ってみると、崩れ落ちた天てん井じようが魔物の群れを飲み込んでいくところだった。誰かが階上で手しゆ榴りゆう弾だんを使ったらしい。

　朦もう々もうと膨ふくらんだ黒こく煙えんが、黒い洪こう水ずいとなって押し寄せてきた。

　げっ、やばい！

　僕は急いで立ち上がると、近くの部屋に逃げ込んだ。

　ドアを閉め、背中を押しつけたまま呼吸を整える。

　はぁ、はぁ、はぁ……！

　生きた心地ここちがしなかった。というか、まだ生きていることが驚おどろきだ。

「…………」

　ドアに耳を寄せて外の様子を窺うかがってみたが、物音は全く聞こえなかった。僕を追ってきた怪物は、今の爆ばく発はつで一いつ掃そうされたのだろうか。扉とびらの向こうには何の気配も感じなかった。

　だが。

　脅きよう威いはすぐ後ろ、部屋の中に存在した。

「──!?」

　首筋に冷気を感じ、僕は振り返った。

　そして心臓が止まるほどの、衝しよう撃げきを受けた。

　五感が、恐怖に凍こおりついた。

　そこは広々とした士官サロンだった。ゴシック風の内装を意識したのか、室内に配された長テーブルや椅い子す、燭しよく台だい、オブジェはどれも古風である。瓦が解かいした壁かべには、筑つく紫し丸の絵かい画がが傾かたむいた状態で掛かけられていた。きっと以前は豪ごう華かな部屋だったに違ちがいないが、今は荒こう廃はいと腐ふ朽きゆうの占せん領りよう下かにある。が、そんなことはどうでもいい。曇くもった円まる窓まどの向こうに海が見えたことも、今はどうでもいいことだった。僕が見ていたのは、そんなものではない。

「…………」

　身体が戦慄おののいた。

　そんな。まさか。

　不可視の糸が、ゆっくりと集しゆう束そくしていくその中心点で。

　最悪の状じよう況きようが、物理的な存在となって待ち受けていた。

　　　　＊




　驚きよう愕がくと納なつ得とくが錯さく綜そうする中、僕は言葉もなくその悪夢と向き合っていた。

　それは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの中性的な美少年の姿をしていた。

　様々な思いが、胸を満たしていく。共に笑ったこと、語り合った言葉、肩かたを並べて眺ながめた景色けしき、夕焼けの丘おかで抱いだいた友情と、裏切り、そして神しん殿でんでの戦い、そして別れ……

　破は壊かいの女神との愛を貫つらぬき、世界の破は滅めつを目もく論ろんだ少年。

　しかし最後は彼女と共に深海へ沈んでいったはずの人物が、そこに立っていた。

　動けなかった。金髪の少年が歩み寄ってきても、何の反応もできない。彼の手が頬ほおに触ふれた。ひんやりとした感かん触しよく。そのままキスされるんじゃないか、という気がして──

　僕はとっさにその手を払うと、真横に跳んだ。

　ショットガンを構かまえ、呻く。



    

  
    
      「桜さくら波ば、ミズキ……」

「やあ。久しぶりだね、凪なぎ沙さくん」

　彼は最後に見た時と同じ士官候補生服を着ていた。

「意外だな。もっと驚くと思ったのに」

「十分驚いたさ」

　だが予期していたことでもあった。

　紗音が現れた日の夜、自宅前に立っていた人ひと影かげ。そして桜さくらノの池いけ公園で見かけた人物。

　あの時は自分が見たものを理解できなかったが、今なら分かる──桜波ミズキ。

　そしてそれ以上に、僕は既すでにある事実から彼の存在を確信していたのである。

「なぜ生きてる？」

「生きてるわけじゃない。死んでないだけさ」

　謎なぞめく言葉だが、意味はすぐに理解できた──生と死の狭はざ間まで。

　僕は銃口をミズキの身体からだの中心に据すえ、引き金に指をかけた。

「“〝提てい督とく”〟の封ふう印いんを解といたのは、お前か」

「へえ。彼を知っているとは驚きだね」

　金髪の少年は、柔やわらかな微笑を漂ただよわせ──

「そう、僕は奴やつと取引した」

　滑なめらかに喋しやべり始めた。

「あの時──虚うつろ島じまに着いたあの時、僕は自分の運命が夏なつ海みさんの指向性引力に支配されていることに気づき、ティアナスの復活は不可能だと悟さとった。いや、そこまで確信したわけじゃないが、次じ善ぜんの策が必要と感じた。なぜなら夏海さんの自じ己こ防ぼう衛えい本能が君という制約者を生んだ以上、彼女が本気で世界の破は滅めつを望んでいるとは思えなくなったからだ。だから僕が望みを叶かなえるには、まず僕の運命を縛しばる《夏海引力》を解く必要があった」

　ミズキは穏おだやかに続ける。

「そこで僕はあの戦いの最中に指向性引力発生装置を使い、“〝提督”〟を密ひそかに解放することにした。僕も船乗りだから、彼の伝説は知っていたしね。夏海さんがティアナスを解放すれば、それでよし。仮かりに失敗しても、僕には切り札ふだがもう一枚あったというわけさ」

「じゃあ、全て計算尽ずくだったわけか」

「そこまで自信があったわけじゃないよ。“〝提督”〟を呼び出して取引を行うには、生と死の狭間に立たなきゃならない。一歩間ま違ちがえば死だ。僕だってギリギリの決断だったよ。でも賭かけは成功した。君達が去った後、僕は彼と取引して“〝不死の死者”〟となれたんだ」

「で、お前は何を支し払はらったんだ？」

「何も。彼を解放したのは僕だよ。対価はそれで十分さ」

　ミズキは自じ嘲ちよう的に肩をすくめる。

「もっとも、僕が得た不死には一つ代だい償しようがあったけどね」

「というと？」

「僕はもう生ける者に直接的、物理的な影えい響きよう力を与あたえることができない」

　意味が分からず、僕は眉まゆをひそめた。

「この手で君を傷つけることができないってことさ」

　なるほど。そういうことか。点と点が、ようやく線になって繋つながった。

「けどお前は、最初からそれを知ってたわけだろ」

　ショットガンを正面に構え、僕は言った。

「それであのコンパクトを仕込んだ」

「鋭するどいね、凪沙くんは」

　感心したように、ミズキは目を細めた。

　僕はあの夕暮れの丘で、ミズキと語り合ったことを思い出していた。

　水平線に沈しずむ夕陽。黄金こがね色の大おお海原うなばら。落らく陽ように爆はぜる茜あかね色いろの夕映ばえ。冷たい潮しお風かぜの中、彼の手に握にぎられていたのは──そう、あの二枚貝のコンパクト。僕の視線に気づいて、ミズキは照れくさそうにこう言ったのだ。好きな娘こにプレゼントしようと思ってね。

　ミズキは不死の代償として、紗音に直接手が出せなくなることをあらかじめ予測していた。そこで彼はコンパクトに罠わなを仕し掛かけ、紗音が使うよう仕向け、彼女の身体に《死神の瞳ひとみ》を刻み込ませて魔ま物ものに追わせるよう画かく策さくしたってわけだ。つまり虚島で行われた死のゲームを支配していたのは、紗音ではなくミズキだったのである。全てが彼の書き上げた脚きやく本ほんだったのだ。誰だれも逆さからうことのできなかった《夏海引力》の支配を打ち破った唯ゆい一いつの男。あの死し闘とうの裏側で、こんな計略を巡めぐらせていたとは全く恐おそれ入るしかない。

「お前、まだ紗音の能力を狙ねらってるのか？」

「ティアナスを闇やみから救い出すには、夏海さんの指向性引力が不可欠だからね」

「瀬せ戸とさんを攫さらったのもお前か。なぜだ？」

「彼女は“〝鍵かぎ”〟だからさ」

「鍵？　何の鍵だ？」

「そこまでは教えられないよ」

　冷れい淡たんに、彼は肩をすくめた。

　僕は瀬戸さんの言葉を思い出していた。私と夏海紗音が鍵。彼女の夢に出てきた少年とは、ミズキか？　ティアナスを求める彼の想おもいが、瀬戸さんの夢に反映されたのか？

「凪沙くん。もし僕らの間にまだ友情があるなら、僕の頼たのみを聞いてくれないか」

「何だ？」

「夏海さんの前から消えてほしいんだ」

　僕は無言でミズキを見つめた。彼の瞳にあったのは、穏やかな光。

「僕は友達を殺したくない。でも夏海さんの《引力》を封ふうじている君の存在は、僕にとって邪じや魔ま以外の何物でもないんだよ。だから彼女の前から去ってほしいんだ。そうすれば夏海さんは再び孤こ独どくの虜とりことなり、指向性引力を再覚かく醒せいさせるはずだからね」

「嫌いやだと言ったら？」

「そんなに彼女が好きなのかい？」

「お前の知ったことか」

　僕は吐はき捨すてた。しかしミズキは、悠ゆう然ぜんと言う。

「現実はおとぎ話じゃない。なのに君は、白はく馬ばの王子になろうとしている」

「お前もけっこう白馬の王子やってるぜ」

　僕がにやりとすると、彼も微笑ほほえんだ。

「交こう渉しよう決けつ裂れつか。仕方ないね」

　蒼あおい瞳が、鋭さを増した。

「君には死んでもらう」

　その言葉を合図に。

　ドアが破壊され、剣けんを持った骸がい骨こつの群むれが雪な崩だれ込こんできた。

「ちっ！」

　僕は銃じゆう口こうを滑すべらせ、引き金を引いた。発射された散さん弾だんが、先頭の死し霊りようを撃うち砕くだく。さすがに射しや撃げき下べ手たな僕でも、この距きよ離りで外はずしはしない。だが撃っても撃っても後こう続ぞくの連中が部屋に押し入ってくるので、息をつく暇ひまもない──仲間の屍しかばねを乗り越こえて、次から次へと。

「このっ！　くそったれ！」

　僕はポンプアクションを繰くり返し、じりじりと後退した。

　背中が壁にぶつかった。もう逃にげ場ばはない。おまけに弾た丸ま切れだ。

　僕はショットガンを投げ捨てると、懐ふところから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

　しかしこんなへなちょこ弾だんでは、とても太た刀ち打うちできない。

　となると──

　僕は銃口をミズキに向けた。こいつを倒たおすしかない。

　視線と視線が交こう錯さくした。

　躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆんだった。

　紗音の元に帰るには、ミズキを倒さなきゃならないのだ。

　彼の肩を狙い。

　引き金を引いた。

　乾かわいた銃じゆう声せいが──友達を撃ったという罪ざい悪あく感が、透とう明めいの銃じゆう弾だんとなって僕の胸を撃ち抜いた。なぜこんな気持ちになるんだろう。いや、理由は分かっている。僕はまだ彼に友情を感じているのだ。虚島で彼に共感してしまったのだ。世界を敵に回し、ただ一いち途ずにティアナスとの愛を成じよう就じゆさせようとするその生き方に。そしてミズキはそのために人であることを捨てたが、人の心までは捨てていなかった。僕は彼の瞳に揺ゆれる苦く悩のうを感じ取っていた──愛する人を蘇よみがえらせるために友達を殺そうとしている罪悪感を。彼が僕に向ける眼まな差ざしは、あの頃ころと変わらない優やさしさに満ち……それは敵ではなく、友達を見つめる目だった。

　そして今、蒼い瞳にあるのは深い憐あわれみ。

「言ったろ。僕は死なないんだ」

　左肩に銃弾を受けても、ミズキは平然としていた。

「この身体には、もう死という概がい念ねんが存在しない。僕が直接的に君を殺せないのと同様、君も僕を殺すことはできないんだよ」

　冗じよう談だんだろ？

　試ためしに続けて三発撃ってみたが、結果は同じだった。

　ミズキは何の痛つう痒ようも感じていない。マジかよ。

　僕を取り囲んだ骸骨の群れが、じわじわと包ほう囲い網もうを狭せばめてきた。

　もう打つ手はなかった。ゲームオーバーだ。

　ところが運命はまだ僕を舞ぶ台たいから退場させる気はないらしく、この絶体絶命の窮きゆう地ちに救きゆう済さいの手を差さし伸のべてくれたのだが、そのやり口はやたら乱暴で愛情に欠けたものだった。

　激げき烈れつな爆ばく音おんが咆ほえ狂くるい、僕は派は手でに吹ふっ飛とばされた。

　何が起きたのか、すぐには分からなかった。理り不ふ尽じんな悪あく魔まに背中を突つき飛ばされたような感覚に襲おそわれ、世界や人生の不条理を痛つう烈れつに実感する。

「痛いつつつつ……」

　気づくと大量の瓦が礫れきに埋うもれて、床ゆかに這はいつくばっていた。むせ返りながら埃ほこりだらけの身体を起こすと、船体の外がい壁へきに巨きよ大だいな穴が開いていてうわおっ!?　何だ、こりゃ!?

　ぽっかりと開いた横穴の向こうに、砲ほう煙えんを上げる白いフリゲート艦かんの雄ゆう姿しがあった。

　マリンブレード号の砲ほう撃げきが、僕のいる船室に命中したのだ。

　紗音の奴、無茶しやがる。危あやうく強制昇しよう天てんを食らうとこだったぞ。

　だがその一いち撃げきが、文字通りの突とつ破ぱ口こうとなった。

　僕は立ち上がると、船せん腹ぷくに開いた弾だん孔こうから海に飛び込んだ。



　その後どうやってマリンブレード号まで帰り着ついたのかは、よく覚えていない。

　とにかく無む我が夢中だった。覚えているのは、海水の冷たさと海中の暗さ、うねる波の感かん触しよくと、朦もう朧ろうとした水音、そして自分の荒あらい息いき遣づかいと、死の息吹いぶき──今にも背はい後ごから怪かい物ぶつに足を掴つかまれるんじゃないかという恐きよう怖ふと、何発もの砲ほう弾だんが頭上を飛び越えていく戦せん慄りつと。

　泳ぎの苦手な僕が無ぶ事じに生せい還かんできたのは、外洋に向かって流れる潮しおに運よく乗れたためだ。奇き跡せき的にマリンブレード号に辿たどり着いた僕は、ロープで斉さい藤とうさんに引き上げられた。

「げほっ、げほっ……！」

　精せい根こん尽つき果て、甲かん板ぱんに倒れ込む。窒ちつ息そく寸前の肺が、ひたすらに酸素を求めた。

　ところがマリンブレード号の船上も、決して安全とは言えなかったのである。

　突とつ然ぜん、猛もう烈れつな重低音が炸さく裂れつした。

　顔を上げると、フリゲート艦の右う舷げんに並んだ大たい砲ほうが一いつ斉せいに火を噴ふいていた。海上を飛ひ翔しようした砲弾が、筑つく紫し丸の船体で次々と火か炎えんを紡つむぐ。爆光が弾はじけ、船のあちこちで派は手でな誘ゆう爆ばくが起きていた。巨大な帆はん船せんは大きく傾かたむき、黒こく煙えんと業ごう火かの中に沈んでいく。

　もうメチャクチャだな。

　疲ひ労ろうで朦朧としたまま、空と海を赤々と染める爆炎に見み惚とれていると。

「悠馬くん、危ない！」

　初代の声に振ふり向いた瞬しゆん間かん、目の前で閃せん光こうが十字を結んでギョッとした。彼女が手に持った剣で、骸がい骨こつ野や郎ろうの一撃を受け止めていた。初代は敵の刃やいばを弾はじき返すと、優ゆう雅がに一回転してその首を刎はね飛ばす。さらに向かってくる新あら手てに対し、魔ま術じゆつ的な仕草で腕うでを振るう。

　躍おどり掛かかってきた怪物は、芸術的な弧こを描えがいて手て摺すりの向こうに飛んでいった。

「退さがって、悠馬くん！」

　その時になってようやく、僕は甲板の惨さん状じように気がついた。

　げげっ。

　命からがら筑紫丸から逃げてきたってのに、マリンブレード号の甲板は壮そう絶ぜつな白はく兵へい戦せんの真っ最中じゃないか。舞台が変わっただけで、状じよう況きようは何も変わっていない。

　階層の高い船橋甲板ブリデツキでは、紗音がミニスカートを揺ゆらして骸骨と剣を交まじえていた。

　華か麗れいな剣けん技ぎを披ひ露ろうし、鮮あざやかに敵を斬きり倒した少女と視線が交わる。

　初代に守られている僕を見て、彼女は侮ぶ蔑べつの色を浮うかべてから戦せん闘とうに戻もどっていった。

　ひどい奴やつだ。

「俺も見えないとこで頑がん張ばってんだぜ」

　ぼやきつつ落ちていた剣を拾ひろおうとしたら、大量の海水が頭に降ふり注そそいだ。

　何だよっ、もう！

　敵の艦かん砲ぽうだった。

「船長、一時方向に船せん影えい──っ！」

　マスト上の哨しよう戒かい員が、絶ぜつ叫きようした。

「船せん籍せき不明の船せん舶ぱく、急速接近中！」

　前方の霧きりを突き破やぶって、威い圧あつ的な第一斜檣バウスプリツトが飛び出してきた。続いて真まっ赤かな船首三角帆ジブと、黒くろ塗ぬりの獰どう猛もうな船体が姿を現す。デカい。途方もないデカさだ。戦列艦クラスの全装艤装船フルリグド・シツプ。マストに張られた真しん紅くの帆が、言葉よりも雄ゆう弁べんに船名を語っていた。

「そんな、まさか……」

　初代の顔が、急激に青ざめる。

「ナイトバジール号だ」

　近くで誰かが呟つぶやいた。乗組員の動どう揺ようが、伝染病のように広がっていく。さすがに船乗りである夏海探検隊の隊員達は、あの船の正体を知っているらしい。もっともナイトバジール号がなぜこの海域に出現したのかを知る者は、僕だけだっただろうが。

「三み船ふね！　機関始動、最大戦速！」

　目の前の骸骨を斬り倒し、紗音が伝声管に叫さけんだ。

「新にい浜はま、取とり舵かじ一いつ杯ぱい！　イソ、標的変へん更こう急いで！」

「当直班はん、横桁索ブレースにつけ！　戦闘運動に備えろ！」

　大おお振ぶりの剣で魔ま物ものを薙なぎ払はらい、斉藤さんが号令する。

　甲板ではまだ斬り合いが続いていたが、一部の乗組員が海戦に備えて配置に就ついた。

　遠方で砲ほう声せいがこだまし、ナイトバジール号の船首で砲煙が渦うず巻まいた。大気を引ひき裂さく音が昂たかぶり、手前の海面で水柱が三本、四本とそそり立つ。船首追つい撃げき砲ほうだ。僅わずかに飛ひ距きよ離りが足りず被ひ弾だんはしなかったものの、噴き上がった膨ぼう大だいな海水が僕の頭に落ちてきた。

「反はん撃げきよっ！　やっつけちゃいなさい！」

　無む邪じや気きな声こわ音ねで、紗音が可愛く命じた。

　東の海域へ離り脱だつしつつ、マリンブレード号も応戦した。上層甲板と下層甲板に装備された十門の右う舷げん砲ほうが、一斉に火ひ蓋ぶたを切る。耳を聾ろうするほどの爆音が鳴り、甲板が震ふるえた。砲ほう口こうで黒煙が螺ら旋せんを描えがき、砲ほう手しゆ達が次弾の装そう填てんに取り掛かる間に、砲弾は秒速五百メートルの速度で標的を襲う。ナイトバジール号の周囲で白い水みず飛沫しぶきが立ち上がった。

　だが見事に一発も命中していない。

　まったく驚きよう異い的な射撃能力である。

　反撃の砲弾が、飛んできた。

　マリンブレード号の周囲で、隆りゆう々りゆうたる水すい幕まくが屹きつ立りつした。海面が大きく波打ち、船は右へ左へと傾けい斜しやする。フリゲート艦はジグザグ航行を展開し、回かい避ひ運動を行った。

「撃て撃てっ！　ぶっ飛ばせっ！」

　船橋甲板ブリデツキでは紗音が叫び続けている。なぜか随ずい分ぶんと楽しそうだ。

　僕は初代から双そう眼がん鏡きようを受け取ると、戦果を確認してみた。

　ゼロだった。ナイトバジール号に被弾した形けい跡せきは見当たらず、支索ステイの一本に至るまで完全に無傷である。ところが敵の船首にあるものを発見し、僕は衝しよう撃げきを受けた。

　海かい星せい高校の制服を着た少女。

「……瀬戸さん……？」

　間ま違ちがいない。彼女だ。

「瀬戸さん！　瀬戸さん！」

　我われを忘れて、僕は叫んでいた。

　この頃ころになると船上の魔物は一いつ掃そうされ、乗組員は各自戦闘部署に就いている。全員でロープを引いて操そう帆はんした結果、マリンブレード号は急激に速度を上げた。

　黒い帆船は次し第だいに遠ざかり、亡ぼう霊れいのように霧の中へ消えていく。

　やがて砲声が止やみ、海は深い静せい寂じやくを取り戻した。

　全ては束つかの間の出来事だった。

　だが僕の網もう膜まくには、いま目にした残像がはっきりと焼きついていた。

　瀬戸さん……だったよな？

　にわかに吹きつける冷たい風を浴び、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「今の娘こ、凪沙くんの知り合い？」

　いつの間にか、隣となりに海鶴来さんが立っていた。

「え？　ああ、そうだけど」

　すると彼女は、首をひねって考え込む仕草をした。

「どうかしたか？」

「わたし、前にあの娘ことどこかで会ったことあるような……」

「まさか。俺のクラスメートだぜ。こっちの世界の人間じゃないんだ」

「そうなんですか？」

　かなり意外そうに、

「でも知ってる顔です。どこかで会ったのかしら？」

「…………」

　ちょっと待て。そういや以前、紗音も同じこと言ってたな。

　あの時は彼女の勘かん違ちがいと思ったが……どういうことだ？

　なぜ紗音や海鶴来さんが、瀬戸さんを知ってるんだ？

　大いなる謎なぞを波の下に秘め、海は不気味に沈ちん黙もくしていた。

　　　　＊




　ナイトバジール号の追つい撃げきを振り切ったマリンブレード号は、カムチャッカ半島を背に北の荒あら海うみを乗り越こえていった。《導みちびきの髑どく髏ろ》が視線を向ける方角に針しん路ろを合わせ、きらきらと光る夏の海を東に進む。前部フオアマストからロープで垂たらされた《髑髏》は、無言のままにアッツ島方面を見つめていた。もし口が利きけたら、きっと待たい遇ぐう改善を要求したに違いない。死者の頭ず蓋がい骨こつをこんな風に扱あつかって、変な呪のろいが降りかかったりしないだろうな。

「じゃあ、ミズキくんは“〝提てい督とく”〟と取引したのね」

　話を聞き終えた初代が、神しん妙みように腕を組んだ。

「彼は虚うつろ島じまで指向性引力発生装置を使って“〝提督”〟を解放し、不死の契けい約やくを結んだ。これによって彼を物理的に殺すことはできなくなったけど、彼もまた生き人を直接傷つけることができなくなった。だからあの怪物を使し役えきして船長を狙ねらってる。例のコンパクトもミズキくんの仕し業わざ。目的は船長の身体からだに《死神の瞳ひとみ》を刻きざんで怪物に追つい尾びさせること。そして彼の目的は、王女ティアナスの復活。あなたのお友達の瀬戸って娘が攫さらわれたのも、それに必要な“〝鍵かぎ”〟だから──あなたの話を要約するとこうなるけど、合ってる？」

「多分……」

「となると、いま一番危険なのは悠馬くんってことになるわよ」

「《夏海引力》を封ふうじる凪沙くんの存在は、ミズキくんには目め障ざわりってことですね」

　海鶴来さんが言わずもがなのことを口にした。

　そう、ミズキにとって紗音と瀬戸さんはティアナス復活に必要な存在らしいが、僕は恋こい路じを邪じや魔まする障害物で、馬に蹴けられて死ぬべき存在でしかないのである。今後、彼は本気で僕を殺しにかかってくるだろう。それは筑紫丸でのやり口を見れば分かることだった。

　はあ……一体どうしてこうなっちゃうんだろうな。俺は何も悪いことしてないのに。

　と自分の境きよう遇ぐうを嘆なげいていると、女性陣じんが好き勝手ことを言い出した。

「凪沙くんって、神しん仏ぶつから見放されてる気がします」

「不幸を引き寄せる体質なのかもね、悠馬くんって」

「むしろ自分から積極的に不幸になりにいってるような」

「身体のあちこちに疫やく病びよう神がみが憑ついてそうだし」

「触さわられたらいろんな運勢が低下しそうです」

「パンの呪い？」

　ううう。みるかちゃんにまで言われてしまうなんて。

　僕は羅ら針しん儀ぎ甲かん板ぱんに腰こしを下ろし、深々とため息をついた。今さら嘆いても仕方ないが、どういう因いん果がでこんな目に遭あっているのか、誰だれかきちんと説明してほしいね。何が悲しくて骸がい骨こつの一個連隊に追われたり、大たい砲ほうで撃うたれたり、海で溺おぼれそうになったりしなきゃならんのか。夏はクーラーの効きいた部屋で昼ひる寝ねして過ごすのが、僕のささやかな日常なのに。

「落ち込んでるところ申し訳わけないんだけどさ」

　手摺に腰こし掛かけた初代が、色っぽく足を組み直した。

「結局、瀬戸って娘は何なの？」

「分からん。でも虚島の夢を見たり、ちょっと普ふ通つうじゃないよな」

「パシフィスと何か関係があるってこと？　とすると、その娘が《月の涙なみだ》を手に入れたのも単なる偶ぐう然ぜんじゃなくて、何か見えない『力』が働いたって可能性もあるわね」

　そうかもしれないが、それはここで考えても答えの出る謎なぞではないだろう。

　と思っていると、

「あーっ！」

　海鶴来さんが絶ぜつ叫きようした。

「思い出したぁ！」

「何だよ、急に？」

「あの瀬戸さんって人！　あの絵だわ！」

「……え？」

「こっちです！」

　がばっと立ち上がった彼女は、僕の手を引いて猛もう然ぜんと走り出した。

　おわわっ！　ちょっと落ち着け！

　躓つまずきそうになりながら抗こう議ぎするも、海鶴来さんは聞き入れてくれない。長い髪かみを振ふり乱みだし、船内通路を猛もうダッシュで駆かけ抜ぬけていく。何か一つのことに夢中になると、普ふ段だんのおっとりした性格が豹ひよう変へんしてしまうのが、彼女の数少ない欠点である。もっともこういう他人の迷めい惑わくを顧かえりみないところが、さすが紗音の親友と納なつ得とくしちゃうがね。

　やって来たのは、下層甲板にある中央フロアだった。

　その隅すみに、一枚の大きな絵かい画がが掛かけられている。

「虚島から持ち帰った財宝の一つなんです。ね、そっくりでしょ？」

「これは……」

　僕は呆あつ気けに取られて、壁かべの肖しよう像ぞう画がを見上げた。

　そこに描えがかれていたのは、長い黒くろ髪かみが美しい清せい楚そな少女だった。年ねん齢れいは十五、六歳だろう。憂うれいを帯びた眼まな差ざしに、透すき通った鼻び梁りよう。風変わりな白いチュニックを着け、背もたれの高い異国風の椅い子すに腰掛けている。が、その面めん貌ぼうは毎日教室で目にしてきたものだ。

　そっくりなんてものじゃない。どう見ても瀬戸さんである。

　どういうことだ？　どうなってる？

　困こん惑わくしたまま、僕は額がくに彫ほられたパシフィス文字を指差した。

「あそこになんて書いてんだ？」

「神官アマリリスの肖像画、です」

「アマリリス？　誰？」

「さあ、そこまでは」

　海鶴来さんは首を傾かしげる。

　何がどうなっているのか、さっぱり理解できなかった。ただ一つ分かったのは、紗音が以前、瀬戸さんに会ったことがあると言っていたのは、この絵を目にした記き憶おくと取り違えたことが原因だろう。これだけ似にていたら、勘違いしてもおかしくない。

　しかし、なぜ瀬戸さんと瓜うり二ふたつなんだ？

　彼女と何か関係があるのだろうか？

　無言のままに秘密を囁ささやく肖像画を前に、僕は途と方ほうにくれるしかなかった。



　日付変へん更こう線を通過したマリンブレード号は、アリューシャン列島を抜けてベーリング海に入った。薄はく暮ぼ警けい戒かい配置が発令された頃ころにはアガッツ島は後方に去り、西の水平線に沈しずみゆく斜しや陽ようを背はい景けいに、ニア諸島の島しま影かげが黒いシルエットとなって浮うかび上がっていた。雲は琥こ珀はく色いろに輝かがやき、海は紫水晶アメジストの煌きらめき。左さ舷げんの遥はるか彼方かなたには、壮そう大だいな夕焼けが広がっていた。

　夜航海に備えて縮しゆく帆はんしたマリンブレード号は、《導きの髑髏》に従って北進を続けた。

　異変が起きたのは、銀河の星々が夜を彩いろどり、海面に月光が揺ゆれる深夜のことだ。

　それまで一方向を指さしていた《髑髏》が、くるくると回転し始めたのである。

「紗音、目的地に着きましたよ」

「サイトー、一時停船！　トップスルに裏を打たせなさい！」

「第一ヤード班、横桁索ブレースを引け！」

　斉藤さんの指示を受け、乗組員は掛け声をかけながらロープを引いていく。ヤードが旋せん回かいして帆がばたつくと、風力による制動を受けたフリゲート艦かんは徐じよ々じよに減速を始めた。

　やがて船が停止すると、僕らは双眼鏡で付近の海域を偵てい察さつした。

　夜のベーリング海は闇やみと静寂に包まれて、ひっそりとした眠ねむりについていた。海面は呼吸をしているかのように幾いく重えにも盛り上がり、白銀の月明かりを浴びては柔やわらかに揺れている──幻げん想そう絵画を思わせる情景。舷げん側そくに当たる波音が、心地ここちよいリズムを奏かなでていた。

「何もないわよ、船長」

　マスト上で偵察していた初代が、ふわりと舞まい降おりてきた。

「島どころか船一隻せき見当たらないわ」

「そんなはずないでしょ。ちゃんと調べなさいよ」

「調べたわよ。不満なら自分の目で確かめなさい」

　すると紗音は、ベーと舌を出して岬さんに向く。

「アキラ、どうなの!?」

「海図には何も載のってませんね」

「もうっ。どうなってるのよ、琴こと菜な！」

　彼女はぷっと頬ほおを膨ふくらませた。

「《泉》なんてどこにもないじゃない！」

「変ですねえ」

「確かあのメダルには……生なま八やつ橋はしを女神様にお供そなえしろ、だっけ？」

「“〝我われは一ひと滴しずくの涙。我を夜の女神に捧ささげよ。されば七つの橋より蒼あおき祝福をもたらさん”〟ですよ」

　全然違うじゃねーか。

「何も起こらないじゃない」

　紗音は不満げに《月の涙》を裏返したり透かしたりして、

「ムキー！　この《髑髏》壊こわれたんじゃないの!?」

　八つ当たり気味に《髑髏》をげしげしと殴なぐりつけた。

　なんて罰ばち当あたりな。

　と、みるかちゃんが紗音の手からメダルを奪うばい取った。

「ことなん！　ことなん！」

「あのね、それは玩具おもちやじゃないの。返しなさい」

「ぬーっ！」

「言うこと聞かないと、お尻しりぺんぺん百連発よ！」

　だがみるかちゃんは、メダルを奪われまいと精せい一いつ杯ぱいに腕うでを高く上げて抵てい抗こうする。くわっと歯を剥むき出しにした紗音が彼女に飛び掛かり、二人は揉もみ合いになった。

　年下相手にマジになるなよ。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　突とつ然ぜん、海鶴来さんが大声を上げた。

「分かりましたよ、紗音！」

「分かったのは、この娘こがワガママ娘むすめに育ちつつあるっていう悲しむべき事実よ！」

　お前が言うな。

「そうじゃなくて、凪沙くん、メダルをマストの上で掲かかげてみてください」

「……は？」

「これは月の涙なんです。一滴の涙を、夜の女神に捧げるんですよ」

　理解するのに少し時間がかかった。

　なるほど。そういうことか。

　だが紗音は、未いまだに「ほにゃ？」と目を点にしている。

　頭ワリーな、お前。

　そう、みるかちゃんはメダルを取られたくなくて腕を上げていたのではなかったのだ。

　僕は銀ぎん髪ぱつ少女から《月の涙》を受け取ると、するすると縄ばしごシユラウドをよじ登った。そして見ト張ツりプ台だいまで一気に駆け上がると、夜の女神たる銀月にメダルを翳かざす。

　一滴の涙を夜の女神に捧げる──そうすれば、蒼き祝福の《泉》がもたらされるのだ。

　僕はメダルを掲げたまま、変化が起きるのを待った。

　待った。ひたすら待ち続けた。

　あれ？　何も起きないぞ。

『もうっ。早く何とかしなさいよ！』

　伝声管から紗音の刺とげ々とげしい声がした。

『何も起きなかったら、明日あしたからあんたのことパンツマンって呼ぶからね！』

　なんでそんな屈くつ辱じよく的な呼ばれ方されにゃならんのだ。

　僕はメダルの表面を確かめてから、もう一度夜空に翳してみた。

　やはり何も起きない。なぜ？

　もしや角度が悪いのか？

　と思い、傾かたむきを変えた瞬しゆん間かんだった。

　天空から降ふり注そそぐ月光が、一筋の帯おびとなって《月の涙》に突つき刺ささった。

「おわっ!?」

　驚おどろきのあまりメダルを落としそうになった。閃せん光こうが夜空と海を真っ白に染め上げる。

　光こう芒ぼうはメダルに反射して大きく屈くつ折せつすると、海面を撃ち抜いて七色の輝きを投じた。虫むし眼鏡めがねで太陽光線の焦しよう点てんを結ぶように、《月の涙》が月光を集しゆう束そくさせていく。す、すげえ。

『わあっ……！』

　伝声管から紗音の歓かん声せいが聞こえた。

　月光の照しよう射しやを浴びた海面は、今や夢色に満ちていた。重く低い鳴めい動どうと共に、虹にじ色いろに輝く海表が幾重にも波は紋もんを広げ、ゆっくりと蜃しん気き楼ろうを可視化させていく──小さな島の幻げん影えいを。

　幻まぼろしは急速に色合いを濃こくし、やがてマリンブレード号の前方で実体化した。

　いやはや。パシフィス人ってのは、よっぽど人を驚かせるのが好きらしい。

　何はともあれ、これで変なあだ名をつけられずに済すみそうなので一安心だ。

　マストから降りると、紗音が面めん妖ようなクラゲダンスを踊おどっていた。

「よーし！　夜明けを待ってあの変な島に上陸するぞー！」

　彼女は隊員を二つに分けて、それぞれに指示を出した。

「まず第一班は、マリンブレード号に残る戦せん闘とう部隊よ。ナイトバジール号が追って来てるはずだから、海上で食い止めて時じ間かん稼かせぎするの。指し揮きは……初代、あんたが執とりなさい」

「別にいいわよん」

「で、第二班は島に上陸して『第四回　わくわく☆みんなで略りやく奪だつしまくって幸せになろうよ大会』の開かい催さいよ。あれがパシフィス大陸の一部なら、きっとどこかにお宝があるはずだもん。これは……琴菜、あんたが隊長よ。パシフィスのことはあんたが一番詳くわしいし、みるかちゃんの手て掛がかりも見つかるかもしれないからね。分かった？」

「それはいいですけど、紗音は？」

「あたしは《泉》を探さがしに行くの。決まってるでしょ」

「一人で？」

「一人で十じゆう分ぶんよ」

　短く答えると、紗音は解散を告げて船長室に入っていった。

　宙に浮ふ遊ゆうした初代が、怪け訝げんそうな顔をした。

「どうしたの、あの娘こ？　一人で行くなんて」

「筑つく紫し丸の時みたいに、みんなを巻き込みたくないんじゃないかしら。怪かい物ぶつ達は紗音一人を狙ねらってるわけだから、自分だけ別行動を取ればわたし達に危険はないと考えたのかも」

「ワガママなくせに、変なとこで健けな気げよねえ」

「だから放っておけないんです」

　海鶴来さんと初代が、意味ありげにこちらを見てきた。

　何だよう、その何かを期待するような眼まな差ざしは。



　分かってるさ。あいつを一人で行かせるわけないだろ。



　そして、夜明け前──

　船長室から上陸用の装備を抱かかえて出てきた紗音は、舷側に固こ縛ばくされた小型モーターヨット『たんほいざあ号』のロープを解ほどき始めた。いつもだったら僕を馬車馬のごとくこき使うくせに、一人で作業している後ろ姿がちょっと物悲しい。非ひ力りきな女の子の力でヨットを降ろすのは容よう易いじゃないのに、何を意地張っているんだか。

　かなり難なん儀ぎしているようなので手伝ってやると、えらい冷たい目で睨にらまれた。

「何か用？　パンツマン」

　このアマ。

「俺も一いつ緒しよに行くよ」

「来てくれって頼たのんだ覚えはないけど」

　こっちも頼まれた覚えはない。

「あたしなんかより、初代と一緒の方が楽しいんじゃない？」

「はあ？　何だよ、それ？」

「何でもないわよ。あんたには関係ないでしょ」

　ツンとつれない態度で、そっぽを向く。

「お前なっ」

　ついケンカ腰ごしになりかけて、僕はぐっと堪こらえた。

　いかん、いかん。ここで怒おこったら、またこじれてしまう。包ほう容よう力だ、包容力。

　僕は気持ちを落ち着かせ、話しかけた。

「本当に一人で行く気か？　一人は寂さみしいぞ」

「…………」

　紗音の肩かたが、ぴくりと揺れた。彼女の手が止まった。

　やはり孤こ独どくに対する耐たい性せいは、今も低いらしい。

　僕はなるべく優やさしい声で、続けた。

「俺はさ、お前を一人で行かせたくないんだ。お前のことが心配だし、力になりたいと思ってる。でもそれが迷めい惑わくだってんなら、こっちを向いてそう言えよ。どうしても一人で行きたいってんなら、俺の目を見てそう言えよ。そう言われても、俺はついて行くけどさ」

「…………」

　紗音は振ふり向かなかった。細い背中が、いつにも増して小さく見える。

　結局、そうなんだよな。僕は紗音の弱さを知っている。彼女の脆もろさを知っている。彼女はワガママなんじゃない。ただみんなに構かまってほしいだけなんだ。みんなの気を引きたくて、自分の方を向いてほしくてたまらないんだ。独ひとりぼっちが怖こわいんだ。そんな紗音の弱さを知ってしまったら、放っておけないだろ。ふとした拍ひよう子しに見せる寂さみしげな瞳ひとみに気づいたら、傍そばにいてあげたくなってしまう。支ささえてあげたくなってしまうんだ。だから……

　大したことはできないけど、少しぐらいのワガママなら僕が受け止めてやるさ。

「あ、そう」

　鋭するどい眼差しで、紗音が振り向いてきた。

「なら悠馬は荷物係がかり！　この装備を全部持ちなさい！　あとあたしの命令にはちゃんと従うこと！　絶対服従、絶対忠ちゆう誠せい、絶対奉ほう公こうが夏海探検隊の隊たい規きその一なんだからね！」

　早口で一気にまくし立て、彼女はマリンブレード号の甲かん板ぱんから飛び降りる。

「了りよう解かい」

　足元に置かれた荷物を背せ負おい、僕は一人で苦笑した。ヨットに飛び移る直前、紗音の囁ささやきが潮しお風かぜの中にはっきりと聞こえたのである。ありがと。確かに彼女はそう言った。白い頬ほおが赤みを差していたのは、水平線から顔を出した朝陽のせいだけではあるまい。

「素す直なおじゃないね、ホント」

　荷物を抱え、僕もたんほいざあ号に乗り移った。

　燃え立つ曙しよ光こうが、マリンブレード号を照らし始めた。



    

  
    
      　第六章　エスケイプ・ラプソディー






　たんほいざあ号で海岸に上陸した僕と紗しや音のんは、モズルを連れて歩き出した。

　うっとりするほどの美しい森が、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっていた。

　航海の途と中ちゆうで見てきた島々とは明らかに違ちがう──南国風の景観。

　高々とそびえた黒い巨きよ木ぼくが頭上で大枝を複雑に絡からみ合わせ、銀緑色の樹じゆ冠かんを天と地の狭はざ間まに広げている。枝葉の隙すき間まから射さし込む木こ漏もれ日びが、琥こ珀はく色いろの光線となって地面に降ふり注そそいでいた。木々の間に張はり巡めぐらされた蔓つるには芙ふ蓉ように似にた大きな花が咲さきこぼれ、森のあちこちに彩いろどりを添そえている。苔こけむした地面にも、色とりどりの花が咲き誇ほこっていた。

　どこかしら桃とう源げん郷きようを思わせる、幽ゆう玄げんとした景観。

　この森のどこかに《禊魂みそぎの泉》があるのだ。

　それを見つけるのはかなり大変そうだが、前を行く紗音の足取りに迷まよいはない。ミニスカートの裾すそをひらめかせ、時折立ち止まったりするものの、ずんずんと躊ちゆう躇ちよなく森の奥に踏ふみ入っていく。自信満々なのは結構だが、適当に歩いてんじゃねえだろうな。

「お前さ、《泉》の場所知ってんのか？」

「まさか。地図もないのに」

「じゃあ、なんでこっちに歩いてんだ？」

「なんでって？」

「この方角で合ってんのかよ」

「うん。だって、ほら」

　紗音は両手に持ったＬ字型の金ロ属ツ棒ドを見せてきた。

「……何だ、それは？」

「ダウジング。知らないの？」

　もちろん知っている。地下水脈とかを探さがす時に使うやつだろ。

　僕の不ふ審しんげな眼まな差ざしに気づいたのか、紗音は白しら々じらしい笑顔で、

「大だい丈じよう夫ぶだって。だってあたし、今世紀最強のラッキーガールだもん」

「…………」

　まだ自分のことをラッキーガールだと信じているところが、彼女のオツムのちょっと弱いところだ。自分のこれまでの強運が、全て指し向こう性せい引力の産物だってことに気づいてないらしい。そして僕の存在によって《夏なつ海み引力》が封ふう印いんされた今、自分の望むものを手元に引き寄せることができなくなっていることにもまだ思い至らないようだ。

　それを教えてやろうかとも思ったが、そんなことを口にすればどうせまたアンラッキーボーイだの疫やく病びよう神がみだのと罵ののしられるに決まっているので僕は黙だまっていることにした。

「ピピピ、ピピピ──むっ、こっちだ！」

　と、紗音は再び歩き始める。

　適当だな。しかもそのロッドの使い方は、完全にお前のサジ加か減げんじゃねーか。

　頼たのむから変な所に連れて行くなよ、と願いながら僕は彼女の後を追った。

　頭上を見ると、色調豊ゆたかな小鳥達が、美しく囀さえずりながら銀緑色の天てん蓋がいを縫ぬって飛び回っていた。中空で咲き乱みだれる花々の蜜みつを吸すっては、樹きから樹へと軽かろやかに渡わたっていく。彼らの清せい艶えんな歌声が森の中に響ひびき渡ると、陶とう然ぜんとした波は紋もんが幾いく重えにもこだまするのだった。

　こんな夢ゆめ現うつつの世界を紗音と二人で歩いていると、変な気分になっちゃうな。

　僕の視線が、彼女の細くくびれた腰こしに向かった時。

「ねえ、悠ゆう馬ま」

「ん？」

「初しよ代だいのこと、好きなの？」

　ぶっ！

　樹の根に躓つまずいた。

「何だよ、急に？」

「だって、ずっと一いつ緒しよにいたじゃない」

「船の上じゃ、みんな一緒だろ」

「だけどいつも楽しそうにしてた」

「…………」

　彼女の三歩後ろを歩きつつ──

「お前、それで拗すねてたのか？」

「拗ねてないもん！」

　鮮せん紅こう色しよくの頬ほおを膨ふくらませ、紗音が振り向いてきた。

「変な勘かん違ちがいしないでよ、馬ば鹿か！」

「なら、どういう意味だよ？」

「どうって……だから、悠馬も初代みたいな娘こが好きなのかなって」

「初代みたいな娘？」

「自分の気持ちにストレートで、素す直なおな娘」

　素直？　初代が素直？　冗じよう談だんだろ。

　こいつの人物評価はデタラメだな。

「この前、晩ご飯の時にケンカしたでしょ。あの時、琴こと菜なに言われたの」

「何を？」

「だから、その……」

　紗音は仔こ猫ねこみたいに身を竦すくめると、耳たぶまで真まっ赤かにして俯うつむいた。

　そんな恥はずかしがるなんて、一体何を言われたんだ？

　僕はすごく気になったが、彼女はごにょごにょと口ごもるだけで何を喋しやべっているのかよく分からない。素直がどうとかと漏もらした気もしたが、さっぱり聞き取れなかった。

　やがて紗音は、いつになく自信なさげな表情で、上うわ目め遣づかいをしてくる。

「やっぱり悠馬も、素直な女の子が好き？」

　さて、素直にイエスと答えていいものか。

　返答に困り、僕は人差し指で頬を掻かいた。

　紗音が本当は何を言おうとしているのか、何が言いたいのか、彼女の気持ちに気づいているようで、いないようで……気づいていて気づかない振りをしているのか、自分の勘違いを恐おそれているのか、単に勇気がないだけなのか、それとも何かをきっかけに今までの僕らじゃなくなることが怖こわいのか──数々の問いを前に、僕はただ戸と惑まどうだけだった。

　だから紗音の肩かたに両手を置いて、こう言っておく。

「お前は、今のお前でいいんだよ」

「ホントに？」

「ああ」

「ホントにホントにそう思う？」

「そう思うよ」

　すると紗音は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ドキッとした。

　そう、紗音はこのままでいいと思う。今のままの夏海紗音で。

　でも多分、僕らは今のままではいられないだろう。時間は刻こつ々こくと流れ、僕らは変わっていく──少しずつ変化する季節のように。徐じよ々じよに強さを増す夏の陽ひ射ざしのように。このままでいたいと願っても、大きな見えない力で背中を後押しされる。どんなに拒こばんでも、その力には逆さからえない。なぜならそれが生きるってことで、大人になるってことだから。

　僕らはネバーランドで暮らす永遠の子供じゃなく、大人になってゆく存在なんだ。

　だったら変わることを恐れず、自分の気持ちを、素直に伝えて……

「…………」

　紗音の肩に手を置いたまま、僕はゆっくりと顔を近づけた。

　彼女の瞳ひとみに、戸惑いが浮うかんだ。

　ほんの少しでも拒きよ絶ぜつの気配を感じたら、即そく座ざに退たい避ひする用意をしていたが。

　彼女は静かに、目を閉じてくれる。

　遠くで小鳥の囀りが聞こえた。掌てのひらを通して、紗音の緊きん張ちようが伝わってきた。肩が震ふるえ、強こわ張ばっている。だが人のことは言えない。僕の心臓も早はや鐘がねを打ちまくっている。それでも男らしく冷静さを装よそおいながら、静かに顔を寄せ、桜さくら色の淡あわい唇くちびるに、そっと触ふれようと……

　した途と端たん。

　紗音の身体からだがふらりと揺ゆれた。

「おい！」

　僕はとっさに彼女を抱だき留とめた。

「紗音！」

「だ、大丈夫……」

　僕の腕うでにしがみついて、彼女は顔をしかめる。

「ちょっと眩暈めまいが」

　眩暈？

「昨日きのう寝ねてないから。疲つかれたみたい」

「大丈夫か？」

「うん。もう平気」

　彼女は僕の腕の中にいることに気づき、慌あわてて後ろに跳とび退のいた。

　何とも言えない気まずい空気が流れる。視線のやり場に困って、僕らはそわそわした。

　甘い夢から覚めた後の、居い心地ごこちの悪さ。

「ちょっと休んでくか？」

「ううん。大丈夫」

　彼女はぎこちなく自分の髪かみを手で撫なでた。

「あまりのんびりしてられないわ。先を急ぎましょ」

　そして、モズルを連れて足早に歩き出す。

　ええっと……

　僕一人が未いまだ夢の世界にいる気分。

　何だろうね、この虚むなしさ。

　前にも言ったけど、女の子の切り替かえの早さにはついて行けないよ。ホント。



　僕らは花で飾かざられた巨きよ木ぼくの合間をすり抜ぬけて、森の奥へと踏み込んでいった。

　隣となりを歩く紗音は、いつもの元気を取り戻もどして陽気にはしゃいでいた。大きな花を摘つんでは髪に差したり、蝶ちようを見かけては笑顔で手を差さし伸のべたりする仕草は、無む邪じや気きな森の妖よう精せいにも見える。先程の体調不良が嘘うそみたいだ。もしかしてあれはキスをかわすための演技だったんじゃないかという気がして、僕は少し不安になった。というか軽くヘコんだ。

　だが後から思えば、既すでにこの時、彼女の身体には異変が起きていたのかもしれない。

「あれ？　何かしら？」

　昼食後、しばらくして紗音が立ち止まった。

「ほら、あそこに変なのがある」

「何だ、ありゃ？」

「行ってみましょ」

　そこは、恐ろしく高い木々に囲まれた円形の空あき地だった。

　一目見て抱いだいた印象は──深緑の大聖堂。

　規則的に配された巨木はあたかも柱のようで、地面には緑宝石エメラルド色の草が絨じゆう毯たん代わりに敷しかれている。空間の中心には御み影かげ石いしで加工された正方形の壇だんが設もうけられていて、頭上高くから降ふり注そそぐ陽光を浴びて森しん閑かんと佇たたずんでいた。そしてその壇上には、一人の男。

　その人物は頭からフードを被かぶり、亜あ麻ま色いろの長いローブを纏まとって瞑めい想そうに耽ふけっていた。年ねん齢れいは六十ぐらいか。深いシワが刻きざまれた容よう貌ぼうには、長い人生の足あし跡あとが克こく明めいに記しるされている。

　もしや仙せん人にんか？

　恐る恐る近づくと、目を閉じたまま老人は口を開いた。

「いつか人が来ることは分かっていた」

　感かん慨がいの籠こもった、独ひとり言だった。

「が、随ずい分ぶんと待たされたものだ。この地に何用かな？」

「あたし達、《禊魂みそぎの泉》を探さがしてるの」

　わりと丁てい寧ねいな口調で、紗音が答える。

「おじいさん、どこにあるか知ってる？」

「無論だよ。そこの獣けもの道みちをしばし行けば、細い林りん道どうに出る──大昔、パシフィスの民たみが巡じゆん礼れいに使っていた“〝祝福の街道”〟と呼ばれる道だ。それを小川に沿そって歩いて行けば、やがて《泉》に辿たどり着つくじゃろう。なにせその川は、《泉》から流れ出ておるからな」

「ならその川の水を汲くめば、《泉》まで行かなくていいじゃない」

「確かに小川の水にも、超ちよう自然の能力は含ふくまれておる。しかし川となって流れる間に不純物を含んでしまっておるから、《泉》の水が持つ本来の効果は期待できんぞ」

　老人は鷹おう揚ように続ける。

「まあそれを言うなら、《泉》の水が万ばん人にんに奇き跡せきをもたらすわけでもないが。あれは人と人との繋つながり、心の絆きずなに反応する。誰だれにも愛されぬ者に、完かん璧ぺきな祝福は与あたえられない」

「どういうこと？」

「行けば分かる。行って試ためすがよい」

　目をぱちくりさせ、紗音がこちらを見てくる。

　いや、俺に解説を求められても困るぞ。

　ところで──と、老人が問いかけてきた。

「お嬢じようさんは、なぜ聖なる水を求める？　富か？　名声か？　それとも永遠の命か？」

「もちろん全部よ」

　もちろんって言うな。欲よく張ばりめ。

「ま、後は《死神の瞳ひとみ》を解とくためね」

「ほう。それはまた厄やつ介かいなことだのう」

　老人はようやく瞼まぶたを上げて、

「あれは王女ティアナスに仕つかえる高位神官が扱あつかう禁断の秘術だ。そのような刻印を刻まれるとは、お前さん何をやらかしたのかね？　そういやまだ名前も聞いとらんが」

「あたしは夏海紗音。可愛さ爆ばく発はつ、マリンブレード号の船長よ」

　何のキャッチコピーだよ。

　老人は、「エヘン」と胸を張る紗音を興きよう味み深そうに見つめた。

「ナツミ、シャノン？　それはまた妙みような名前だのう」

「あたしは気に入ってるわ。そういうおじいさんは何者よ？」

「わしは《泉》の番人。古いにしえよりこの地を守ってきた賢けん者じやだよ」

「賢者？　番人って、こんな森で毎日何やってるの？」

「何も。酔すい生せい夢む死し。何も為なさず、ただ夢を見るように生きとるだけさ」

「人生は短いんだから、もっと有意義に生きた方がいいわよ」

　おじいさんの残りの人生は特に短そうだし、と付け足す。

　一言多いんだ、お前は。僕は肘ひじで突ついて彼女を注意した。

　だが幸さいわい老人には聞こえなかったらしく、

「人生は短い、か……」

　彼は濁にごった瞳で宙を見つめた。

「《泉》の水を飲み続ければ、人生は永遠に引き伸ばされる。だが永遠の命など、人生を虚うつろにするだけだ。それに耐たえられず、わしも水を飲まぬ日が一日二日と増えていった」

「あなたも“〝命は限りがあるから美しい”〟なんて戯たわ言ごとを吐はく人？」

「わしはそんな欺ぎ瞞まん者しやではない。わしが言いたいのは、死も人生の一部ということだ。若い君らには分からんかもしれんが、人生で経験することの全てが人生なのだよ。死も、苦痛も、絶望や悲しみも、それらがあって人生は人生たるものになる。絶望や悲しみのない人生など、もはや人生ではない。不死を手に入れることは、人生を捨すてることなのだよ」

「ふうん。じゃあ漢字が書けないって絶望も人生には必要なのね」

　紗音はフムフムと頷うなずく。

　絶望って。そんな強きよう烈れつなコンプレックスだったのかよ。

　だがそんなことよりも訊ききたいことがあって、僕は会話に割り込んだ。

「あの、あなたはパシフィス人ですよね？」

「いかにも。お前さんらの思念を読んで、会話を行っておる」

「神官アマリリスって人をご存知ですか？」

　濁った老人の瞳に、薄うすい光が浮かんだ。

「ほう、これは驚おどろきだ。見知らぬ異国の若者から、その名を聞くとはな」

「じゃあ、ご存知なんですね」

「無論じゃよ。彼女の名は、この辺境にも及およんでおる」

「どんな人なんですか？」

「詳くわしくは知らんが、聞くところによると、彼女は」

　と、そこで老人は言葉を切った。視線を上げる。

　にわかに木々がざわめき、けたたましい狂きよう騒そうが界かい隈わいを満たした。驚いて見上げると、空を埋うめ尽つくすほどの鳥達が口々に喚わめきながら翼つばさを広げて飛び立っていた。

　何だ？　どうした？

　異変を感じて、僕は辺あたりを見回した。森が、木が、そして大気が微かすかに振しん動どうしている。

　耳を澄すますと、ドーン、ドーン、という打ち上げ花火のような音が遠くから聞こえた。

　マリンブレード号の砲ほう声せいだ！

「もう行った方がいいな」

　目を細めて、老人は遠くを見ていた。

「追つい跡せき者しやが追ってきたぞ」

「……？」

　ふと見ると、紗音が顔をしかめて左ひだり腕うでを押さえていた。

「どうした？」

「何でもない」

　腕を下ろし、紗音は来た道を振ふり返る。

「それより急ぎましょ」

「……そうだな」

　アマリリスのことを教えてもらいたかったが、マリンブレード号が戦せん闘とう状態に入ったとしたら、のんびりはしていられない。僕達は番人に別れを告げて、先を急ぐことにした。

　老人は石壇に腰こしを下ろしたまま、再び瞑想の世界に入っていった。

　　　　＊




　右手の獣道をしばらく進むと、老人の言う通り左右を高木に挟はさまれた細い林道に出た。

　僕らは側そつ溝こうに流れる小川に沿って、《禊魂みそぎの泉》を目め指ざした。

　間もなくして、奇き妙みような生き物の姿が頻ひん繁ぱんに目につくようになった。錯さく綜そうする樹林を軽快に飛び回る双そう頭とうの鳥、弧こを描えがいて枝々を飛び移る赤いムササビ、進化を途と中ちゆうで諦あきらめたような巨きよ大だいトンボ、繊せん麗れいな蝶、有ゆう翅し昆こん虫ちゆう類……遠くから獣の鳴き声がこだまし、近くの藪やぶで黄色い兎うさぎが音を立てる。木々の間を駆かける白はく馬ばの群むれと、獲え物ものを狙ねらって疾しつ走そうする有ゆう翼よく狼おおかみ。耳を澄すませば森独特のノイズを体感できたが、僕らは立ち止まることなく歩き続けた。

　やがて西に傾かたむいた太陽が赤みを帯び、辺りが薄うす暗ぐらい茜あかね色いろに染まり始めた頃ころだった。

　後ろを歩く紗音の足音が、不意に途と切ぎれた。

　振り返ると、彼女は青ざめた顔で立ち尽くしていた。

「どうした？　疲つかれたのか？」

「……これ以上は、行けない」

「はあ？」

「あたし帰る！」

　そう吐き捨すてると、踵きびすを返す。

　僕は慌あわててその手を取った。

「何だよ、急に」

　またいつもの気まぐれかと思いきや、そうではなかった。

　紗音の様子がおかしかった。

　苦しげに息を切らし、細い肩かたを上下させている。ただの疲ひ労ろうでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。瞳に生気がなく、熱で惚ほうけたように虚ろだったからだ。額ひたいには玉の汗あせが浮うかび、白い肌はだに滲にじんでいる。頬ほおも赤い。手を当ててみると、びっくりするほど熱かった。

　まさか。

　胸むな騒さわぎを覚え、左腕の袖そでをまくってみる。

《死神の瞳》が、赤あか紫むらさき色いろに変色していた。

　それを目にして気持ちが切れたのだろう。

「ふぁ……」

　膝ひざが折れ、紗音がしなだれかかってきた。

　僕は慌てて彼女を抱だき留とめた。

「おい、しっかりしろ！」

「はぁ、はぁ……」

「苦しいのか!?　どうすりゃいい!?」

「海に……もう、陸おかにいられない……」

　か細い声だった。

　確か《死神の瞳》は対象者を遺い伝でん子しレベルから変へん異いさせ、永遠の命を与える代わりに二度と陸に上がれない海の魔ま物ものにしてしまうという話だったか。陸にいたくない？

「ここで引き返してどうする。海に戻もどったら、二度と助からないんだぞ」

「どうせ、もう間に合わないよ……」

「諦めるな！　絶対に助けてやる！」

　強い衝しよう動どうに駆られ、僕は叫さけんでいた。

「俺がついてるから！　だから前に進もう。な？」

「…………」

　紗音が、潤うるんだ瞳で見上げてきた。何か言おうとして、だが声にならず──

　彼女は再び僕の胸に顔を埋うずめる。

　と、モズルがけたたましく吠ほえた。

　振り返ると、地面に落ちた樹林の陰かげに醜しゆう怪かいな人ひと影かげがちらついていた。

　くそっ。こんな時に！

　追跡者だ。

　僕は紗音を抱きかかえて、対面の林に逃にげ込んだ。苦しげな彼女を傍そばの木に寄りかからせ、手前の岩を台座にしてショットガンを構かまえる。安全装置を解除して迎むかえ撃うつ準備ができた頃、三十メートルほど離はなれた木こ立だちの間から、身の毛もよだつ骸がい骨こつの群れが姿を現した。斜しや陽ようを浴び、虚こ空くうに描き出された黒い影かげ絵えの数は──多くない。五匹ひきだけだ。

「さあ来い！　まとめてあの世送りにしてやるぜ！」

　自分を鼓こ舞ぶし、僕は照しよう星せいで中央の標的に狙いをつけた。

　銃じゆう声せい。鋭するどい反動が肩を襲おそう。

　が、外はずれだ。

　奥の広こう葉よう樹じゆに当たったらしく、パンッと幹みきが弾はじけた。ポンプアクションを起こし、すぐさま第二射。派は手でなのは銃声だけで、発射された散さん弾だんは三次元空間に散らばって消えた。

「ちっ！」

　どっと汗が噴ふき出してきた。焦あせりと苛いら立だちで、銃を持つ手が震ふるえた。紗音が身動きできない今、退たい却きやくという選せん択たく肢しはない。たった一人で現在地を死守しながら複数の敵を撃げき退たいしなきゃいけないというシビアな状じよう況きようが、プレッシャーとなって精神を圧あつ迫ぱくした。

　落ち着け。僕は深呼吸し、慎しん重ちように狙いを定さだめて三発目を撃った。

　今度は怪かい物ぶつが着けた腰のベルトを掠かすめただけだった。ズボンがずり落ちて、骸骨人間が転てん倒とうした。チャンス。地面でもがく魔物の頭部に向けて、引き金を絞しぼる。

　跳ちよう弾だんの土つち煙けむりが、惨みじめに上がった。

　くそっ！　くそくそくそっ！

　ちっとも命中しないじゃないか。動く標的ならともかく、この距きよ離りで止まっている標的にも当たらないなんて悲ひ惨さんすぎる。やけくそになって撃ちまくるが、全く命中しない。

　白骨の悪あく魔まが、奇き声せいを発して迫せまってきた。

　ああ、もう！　こうなったら！

　僕は手しゆ榴りゆう弾だんを出すと、安全ピンを抜ぬいて放り投げた。すぐ岩いわ陰かげに身を隠かくし、耳を塞ふさぐ。

　地じ響ひびきがして、朦もう々もうと土煙が舞まい上がった。

　頭をもたげ、むせ返りつつ様子を窺うかがう。銃を構え、敵の襲しゆう撃げきに備える。待つ。

　やがて煙が薄れ、視界が晴れると、周囲にはバラバラになった白骨が散乱していた。

　それで終わりだった。呆あつ気けない。最初からこうすりゃよかったんだな。はは。

　肩の力を抜き、ふうっと一息ついた時。

　背はい後ごで呻うめき声がした。紗音が身体からだを丸めて蹲うずくまっていた。

「紗音！」

　彼女を抱き起おこそうとして、僕は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　紗音の全身が、禍まが々まがしい赤いオーラに包まれていたのである。恐おそる恐る手を伸のばしてみると、静電気に触ふれた時のような激痛が掌てのひらで弾けた。

　何だよ、これは？

「ううっ……！」

　紗音は苦痛に顔を歪ゆがめ、悶もだえている。

　早く彼女を助けなきゃ。

　ままよ。

　意を決し、僕は彼女を抱き起こした。掌から全身に凄すさまじい痛みが駆け抜け、思わず呻き声が漏もれた。まるで神経に針を通されたような苦痛に、僕は顔をしかめる。

　紗音の身体は、燃えるように熱かった。だが僕の背筋には、寒さむ気けが走った。

　左腕の《瞳ひとみ》が、赤々とした輝かがやきを放っていることに気づいたのだ。

『全身に“〝毒”〟が回り始めると、このシミが赤くなるんです』

　海み鶴つる来ぎさんの言葉が、蘇よみがえる。今や紗音の白い肌全体が、紅こう潮ちようしつつあった。

「う、ぐ……ああっ！」

　震える口から、悲鳴が迸ほとばしった。

「ああああああぁぁぁぁっ！」

「しっかりしろ、紗音！」

　激しく暴れ始めた彼女の身体を、僕は押さえようとした。

　だが凄すごい力だ。とても押さえ切れない。

　紗音の身体が、大きく跳はね上がった。背筋を弓なりに反そらし、悶え苦しみながらのた打ち回る。全身を硬こう直ちよくさせたかと思うと、手足を乱暴に動かして地面を転ころがる。身体を丸めたかと思えば、背骨が折れそうなほど海え老び反りになって僕の腕うでから逃のがれようとするのだ。

　僕にできたことは、彼女の名を呼び、必死で抱きしめることぐらいしかなかった。

　何もできなかった。何もできず、苦痛の中で絶ぜつ叫きようする紗音を抱いていると、心が張はり裂さけそうになった。どうしようもない無力感と、絶望と、苛立ちと、焦りと、恐きよう怖ふが心を苛さいなんでいく。渾こん然ぜんとした感情の嵐あらしに打ちのめされて、気が狂くるいそうになった。

「あっ！　ああっ……！」

　やがて、紗音の声が小さくなっていった。激しく暴れていた手足も動きを止め、激痛にのた打ち回っていた全身からも力が抜けていく。まるで急激に波が引いていくように。

　ゆっくり起き上がってみると、紗音はもう暴れなかった。

　ただ細い身体が、小刻みに痙けい攣れんしている。

「紗音……？」

　肺の中で、息が詰つまった。それは初めて味わう種類の恐怖だった。

　僕の腕の中で、紗音が失われようとしている……

「紗音！　おい、紗音！」

　返事はなかった。呼びかけても瞼まぶたを動かすどころか何の反応も示さない。目を閉じ、ぐったりと首を垂たらしたまま、ビクッ、ビクッと痙攣を繰くり返している。

　そんな。血の気けが引いた。

　もしかして、死ぬのか？　それとも海の魔物に変へん貌ぼうする前ぜん兆ちようか？

　目の前が真っ暗になった。

「紗音！　起きろ、おい！」

　だが返事はない。

　救えない。

　何もできない。愕がく然ぜんとした。何も。何一つ。何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何一つ何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何一つ何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も。

「ああああああああああぁぁぁああああああああああああああああああああぁぁぁっ！」

　絶望のあまり、僕は血の色をした空に叫んでいた。

　紗音を抱きしめ、喉のどが潰つぶれるほどの大声で絶ぜつ叫きようした。

　だがありったけの力で咆ほえ、声が黄昏たそがれの中に消えてしまうと、何もできない無力な自分がいるだけだった。僕はその場で項うな垂だれると、呻き声を上げながら目を閉じた。血ち反へ吐どを吐はくほどの思いに、胸が潰れそうになる。心を満たす絶望で、肉体が内破しそうになる。

　誰だれか助けてくれ！　誰か！

　だが森は応こたえてくれず、冷れい酷こくな沈ちん黙もくの中で佇たたずんでいた。

　いや──

　耳元で、清流のせせらぎが聞こえた。

　我われに返り、僕は顔を上げた。

　そう言えば小川の水にも、超ちよう自然の能力は含ふくまれているとあの老人は語っていた。不純物が混じっているため、本来の効果は期待できないという話だったが……

　今は奇き跡せきにすがるしかない。

　僕は背嚢バツクパツクから水すい筒とうを出すと、カップで小川の水をすくった。

「紗音、これを飲め」

　ぐったりとした身体を抱いて、生気を失った唇くちびるに水を近づける。

　頼たのむ。飲んでくれ。

「飲め、紗音！」

　お願いだから飲んでくれ。

　白い喉が、弱々しく動くのを。

　僕は祈いのりながら見守った。



　夜の帳とばりが、世界を包み込んでいた。

　深く、静かな、硬こう質しつの沈黙。

　頭上には、現実とは思えないほどの巨きよ大だいな満月が架かかっていた。普ふ段だん目にする月とは比ひ較かくにならない大きさだ。なぜそんな風に見えるのか想像もできないが、青白い、その威い容ように神こう々ごうしさを覚えてしまう。ここは僕の知る世界ではないのかもしれない。

　森一面に生えた不思議な苔こけが、瑠る璃り色いろの光を放って闇やみを照らしていた。そしてあちこちの枝で花開いた夜行花が、燐りん光こう性の胞ほう子しを吐き出しては空中に漂ただよわせている。

　夜の闇に輝かがやく樹じゆ海かい。その情景は、まるでおとぎの森だ。

　紗音が元気だったら、きっと大はしゃぎしたに違ちがいない。

　だが現在、彼女は僕の腕の中で、淡あわい光の抱ほう擁ようを受けながら眠ねむりについている。

　息が詰まるほどのか細い手足だった。こんな華きや奢しやな身体のどこにあんな元気が詰まっているのかと、改めて不思議に思う。ただ現在、僕の腕の中で横たわる肉体に、いつもの眩まばゆい活力はなかった。生命力の欠けた、悲しいぐらいに細く、脆もろいだけの繊せん細さいな肢し体たい。少し力を入れただけで粉々に砕くだけそうな気がして、僕は優やさしく彼女を両腕に包み込んだ。

　それは、ほとんど永遠とも思える時間が経過した頃ころだった。

「……雪……」

　甘やかな囁ささやきが耳元で聞こえ、僕は顔を上げた。

　少女はぼんやりと頭上に降ふる胞子を眺ながめていた。

「紗音……」

　深い安あん堵どが、胸を満たしていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ううん。ダメ……」

　力のない、微笑。

「だって、もう動けないもん」

「なら俺が連れてってやるよ」

　僕は微笑ほほえみ返した。

「どこへでも。お前の行きたいとこに」

「……ゆーえんち……」

「ん？」

「遊園地に、行きたい……」

「分かった。今度一いつ緒しよに行こうな」

　左ひだり腕うでの刻印は、未いまだ赤みを帯びていた。しかし身体に纏まとわりついていた赤い光は消え失うせ、紗音の表情も今は穏おだやかだ。川の水にもそれなりの効果があったようだ。が、死神はまだ立ち去ったわけではない。依い然ぜんとして紗音の生命に死の影かげを落としている。彼女の中の何かが途と轍てつもなく不安定になっていることが、触れ合う身体を通して伝わってきた。

　こうして抱だきしめていると、その温ぬくもりで紗音が雪のように溶とけて消えてしまいそうな気がして、僕はたまらなく不安だった。

「夢を、見てたの」

　虚うつろな声で、紗音が囁いた。

「悠馬と初めて会った日の夢」

「寒い朝だったな」

「もう、ずっと昔のことみたい……」

「俺には、まだ昨日きのうのことみたいだよ」

　少しだけ、僕は腕に力を込めた。

「だけど、今こうしてることが夢みたいだ」

　紗音の長い睫まつ毛げが、上下に揺ゆれた。

「あの日──お前と別れたあの日から、ずっと夢の中で生きてる感じだったんだ。お前のいる世界が現実で、自分のいるこの世界は夢なんじゃないかって。だけど時間が経たつにつれ、自分のいる世界がどうしようもない現実だってことに気づくと、今度はお前のいる世界が夢みたいに思えてきた。お前も、あの冒ぼう険けんも、本当は全部夢だったんじゃないかって、そんな気が」

「夢じゃないよ。あたしは、この世界で生きてるよ」

　あの時と同じセリフを、紗音は口にした。

　だから忘れないで……そう言われた気がして、僕は胸の痛みを覚えた。

「あたしは、悠馬がいなくなって寂さびしかった……ただ、寂しかった……」

　消え入りそうな声で、

「だからあの夜、悠馬に会えてすごく嬉うれしかったの。嬉しくて、嬉しくて……でも、すごく怖こわくて。悠馬と一緒にいて、悠馬と仲良くなっても、またあたしの前から消えちゃうんじゃないかって……そう思うと、怖かった。夢から醒さめるみたいに、いつかまた悠馬がいなくなったら……そう思うと、怖くてたまらなかった。怖くて、怖くて怖くて……そしたら目の前の悠馬と、どう接したらいいのか分からなくなって……素す直なおになれなくて……」

　紗音が、声を喉に詰まらせた。

「ごめんね。冷たくして……」

「いいんだよ、そんなこと」

　僕は笑おうとしたが、うまく笑えなかった。心の中で、様々な感情が入り交まじり──

　ただ、なぜかたまらなく悲しかった。

　頭上から、光り輝く胞子が降ってくる。儚はかない雪のように。

「もう、どこにも行かないで……」

　紗音の瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちた。

「ずっと一緒にいたいから……楽しいことばかりじゃなくても、ケンカして、傷つけ合っても、一緒にいたいから。悠馬と一緒に…………だから、どこにも行かないで……」

　喉の奥から、搾しぼり出されたその声に。

「どこにも行かないよ。どこにも」

　切なさと愛いとしさで、胸が張はり裂さけそうになった。

　こみ上げてくるものを押さえ切れず、目の前が淡く滲にじんだ。堪こらえようとしたものの、頬ほおを伝った涙は紗音の髪かみにこぼれ落ち──彼女の髪を濡ぬらし、何も語らずに消えていく……

　言いたいことが山ほどあるのに、伝えたいことがたくさんあるのに、想おもいは一つとして言葉にならず、声にならず、僕は溢あふれる想いと共に紗音を抱きしめることしかできなかった。言葉を越こえて、この想いが彼女に届いてほしいと願いを込めて。

「傍そばにいてね……」

　濡れた瞳で、紗音は恥はずかしそうに微笑んだ。

　そして、ゆっくりと目を閉じていく。

「これ、命令だから……」

　分かった。ずっと傍にいるよ。

　ずっと一緒に……

　細い身体からだを抱きしめて、僕は目を閉じた。

　夏の夜空に、光り輝く雪が降っていた。

　　　　＊




　それは、夢だったのか……

　それとも現実だったのか。



　低いモズルの唸うなり声に、僕はビクッと目を覚ました。

　一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのか分からなかった。天空に座する巨大な満月が、樹じゆ冠かんの切れ目から白銀色の光線を投げかけている。月光を浴びた燐光性の苔が、瑠璃色の光で暗い森を照らしていた。しかし先程まで降っていた光の胞子は、もうどこにも見当たらない。

　夢を見ていた気もしたが、記き憶おくが曖あい昧まいで現実との区別がつかなかった。

　今しがた紗音と語り合ったのは……あれは現実だったのか、夢だったのか。それすらもはっきりしない。彼女は僕の腕うでの中で、目を閉じて横たわっていた。

　死んでいるわけではない。まだ体温を感じるし、胸が微かすかに上下している。目の端はしに涙の跡あとが見えたものの、それだけでは先程の会話が現実だという証しよう拠こにはならないだろう。

　もっとも今は、どうでもいいことだったが。

　本能が、不気味な気配を感じ取った。

　奴やつらが来たのだ。

「紗音、起きろ！」

　頬を軽く叩たたいてみる。が、彼女は目覚めない。

　もしかしたら二度と目覚めないのかもしれない。そんな不安に陥おちいってしまう。

　銀光に浮うかび上がる可か憐れんな寝ね姿すがたは、永遠の眠りに落ちた眠り姫スリーピング・ビユーテイー……

　遠くから、無数の足音が聞こえてきた。

　ぐずぐずしている場合ではなかった。

「行くぞ、モズル」

　僕はかさ張る荷物を捨すてると、紗音を背せ負おって歩き出した。僕の足で、僕の力で、彼女を《泉》まで連れて行くしかない。何があっても守り抜ぬいてやる。現実であろうと夢の中であろうと、そう約束したのだ──俺が連れてってやると。どこへでも。どこまでも。

　紗音は軽かった。だが女の子をおんぶして、夜の森を進むのは楽じゃない。光り苔ごけのおかげで真っ暗ではないといっても、足元は見えにくいし地面はでこぼこしている。

　盛もり上がった木の根に何度も躓つまずき、窪くぼみに踏ふみ込んで足を挫くじきそうにもなった。林道に戻もどろうにも、既すでに方向感覚を失っている。小川のせせらぎも聞こえない。もしかしたら見けん当とう違ちがいの方向に進んでいるのかもしれない。が、今はとにかく前進するしかなかった。

　僕は唇を噛かみしめ、モズルに先導されながら歩き続けた。

　ヒィウォオオオオオ！　ウォオオオオオオオ！

　血も凍こおる蛮ばん声せいが、森中に反はん響きようした。

　まだかなり距きよ離りはありそうだ。しかし連中の脚きやく力りよくを考えれば、決して気は抜けない。

　森の中の夜間行軍は、思った以上に体力を消しよう耗もうした。

　おまけに傾けい斜しやもきつくなってきた。

　息が切れてきた。足もだるくなってきた。

　それでも僕は、立ち止まらずに進み続けた。あの怪かい物ぶつ達が今にも闇やみの向こうから襲おそってくるのでは、という不安と恐きよう怖ふが頭を支配する。追いつかれたら一巻の終わりだ。かさ張るショットガンは置いてきたので、いま携けい帯たいしている武器は拳けん銃じゆう一丁と手しゆ榴りゆう弾だん一発のみ。

　これではとても戦えない。追いつかれる前に《泉》を見つけなければ。

　進め、進め、進め。

　前へ、前へ、前へ。

　窪地に躓いて、転てん倒とうした。すぐに立ち上がり、歩き出す。

「うっ……！」

　右の足首に痛みが走り、僕は顔をしかめた。

　異変に気づいたのか、モズルが振ふり返ってくる。

「大丈夫だ。行こう」

　歩くたびに、右の足首に激痛が走った。捻ねん挫ざしたのかもしれない。

　汗あせが噴ふき出してきた。前まえ髪がみが額ひたいにへばりつく。息も荒あれてきた。

　僕は紗音を背負い直し、足に絡からみつく草くさ藪やぶの中を進んだ。

　やがて左手に崖がけが現れ、険けわしい地ち溝こうが暗くら闇やみの向こうまで延のびていた。

　と思ったら、また転倒した。歯を食いしばり、立ち上がる。

　背後から、再び野太い奇き声せいが聞こえた。距離は分からない。すぐ近くまで来ている気もするし、まだ遠くにいる気もする。疲ひ労ろうが五感を麻ま痺ひさせ、自分が怯おびえているのかどうかも分からなくなっていた。恐怖は具体的な姿をしていたわけではない。それは闇の中に溶け込んだ気配と、天空から射さし込む月光の中にちらついているだけだった。

　体力が限界に近づいていることを、僕は漠ばく然ぜんと悟さとり始めていた。

　汗が目に入り、視界がぼやけた。右の肺が痛み始めた。頭が朦もう朧ろうとしてきた。左足の付け根が痺しびれてきた。右足を庇かばって歩いていたため、左足に負ふ担たんがかかったようだ。

　それでも歩き続けた。歩き、歩き、歩き続け──

　闇が、いつの間にか白しらんでいた。

　あれ？

　と思った瞬しゆん間かん、世界が揺れて回転した。

　気づくと、地面に突つっ伏ぷしていた。

　数刻、意識を失ったのかもしれない。それとも意識を失おうとしているのか。起き上がろうとしたが、腕に力が入らなかった。地面に吸きゆう着ちやくしたように、身動きできない。息もできない。苦しかった。呼吸するたびに、身体のどこかで空気の漏もれる音がする。喉のどが焼けるように痛んだ。どこもかしこも痛んだ。口の中に血の味が広がっていく。

　肉体から精神が遊ゆう離りしていく感じ。果てしない深しん淵えんに落下していく感覚。意識を失ったのかもしれない。それとも意識を失おうとしているのか。ごめんな、紗音。混こん濁だくとした思考の中で、謝あやまった。起き上がろうとしたが、腕に力が入らない。身動きできない。呼吸するたびに。血の味が広がっていく。傍にいるから。落下していく。揺れて回転し。空気の漏れる音。力が入らな。とも意識を失おうとして。未経験者ＯＫよ。果てしない深淵。焼けるように痛。悠馬。落下して。ずっと一いつ緒しよに。喉が焼け。身体のどこかで。落下し。身動きでき。落下。精神が。濁だくとした。落下。果てしな。ごめんな。落下。落下。落下──

　世界が、遠のいていく。深い闇の中に、堕おちていく。

　終わる……

　そう思った。

　とくん……

　何かを感じた。

　とくん……

　不思議な力に引かれ、上じよう昇しようしていく感じ。

　とくん、とくん、とくん……

　それは、心臓の鼓こ動どうだった。

　自分の、ではなく──紗音の。

　彼女が奏かなでる命の拍はく動どうを、僕は背中に感じた。彼女の鼓動だけを、僕は感じていた。世界は無音で、何も語らず、何も感じず、ただ紗音の心音だけが僕の五感を満たしていた。

　儚げな心音だった。だが力強い律動で、僕の背中を叩いている。

　声が、聞こえた。

「だらしないわよ、悠馬！　頑がん張ばりなさいよ！　男の子でしょ！」

　顔を上げると、紗音が両手を腰こしに当てて立っていた。

「こんな所で諦あきらめたら許さないんだから！　早く立ちなさいよ！　まだ終わってないでしょ！　あんた世界を救ったんだから、あたし一人ぐらい救えるでしょうが！」

　なんて女だ。血も涙もない悪あく魔まだ。

　もう十じゆう分ぶんやったろうが。もう眠ねむらせてくれ。

　なのに触ふれるほど近くに感じていた深淵が、一気に遠ざかっていく。もう勘かん弁べんしてくれよ。覚かく醒せいしようとしている自分のしぶとさに、僕は本気で嫌いや気けがした。極限を超こえた苦痛と疲労が、ボロボロになった肉体に舞まい戻ってきた。全身を切り刻きざむ激痛と、胸を破は裂れつさせるほどの息苦しさと。だがそれが生きているという証あかし。まだ終わってないという証拠。

　五感が、世界との接点を取り戻した。

　霞かすんだ視界が焦しよう点てんを結び、脳に現実の映像が流れ込んでくる。

　紗音が立っていた場所にはモズルがいて、わんわんと懸けん命めいに吠ほえていた。

　紗音は僕の背中で眠っていた。あれは夢だったのか、幻まぼろしだったのか……

　まあどっちでもいいさ。こうなったら、とことんまでやってやる！

　口の中の土を、血と共に吐はき出す。

　感覚を失った両りよう腕うでで上半身を支ささえ、僕は傷だらけの足で立ち上がった。



　それから何度も倒たおれ、倒れては起き上がり、歩き出しては倒れ、そして倒れてはまた起き上がった。もう全身泥どろだらけの傷だらけだった。苦しかった。死ぬほど苦しかった。息を吸おうとすると胸に激痛が走る。肺の奥からこみ上げてきた血の味が、喉に広がった。

　それでも僕は歩き続けた。紗音を助ける。そのことしか頭になかった。美しくも無む慈じ悲ひな森の中を、歪ゆがんだ大地を、そこに網あみを広げる巨きよ大だいな木の根を、時の力に屈くつして朽くち果はてた倒とう木ぼくを、足を搦からめ取る泥でい濘ねいを、苔こけむした岩の上を、青々とした草むらを、ひっそりと息づく風ふう媒ばい花かを、美しくも無慈悲な森の中を、僕は紗音を背負って歩き続けた。

　気がつくと、森が途と切ぎれて光が溢れていた。

　闇は晴れ、空は薔ば薇ら色いろに染まっている。

　朝だった。清すが々すがしい、新しん鮮せんな一日の始まり。

　だが正面に広がる景色けしきを目にして、僕は愕がく然ぜんとした。

「そんな……」

　美しい大自然の眺ちよう望ぼう。深緑の大パノラマが、そこから一望できたのだ。見み渡わたす限かぎりの大森林。数十メートルもの眼下に円形の空間が形成され、曙しよ光こうに煌きらめく青い水鏡が見えた。

　僕が立っているのは、崖がけの上。《泉》は遥はるか崖下だ。

「モズル、お前って奴は……」

　非難の眼まな差ざしを向けると、仔こ犬いぬは「きゅんきゅん」と悲しげに鳴いた。

　森を彷徨さまよっているうちに、とんでもない場所に辿たどり着ついてしまったようだ。その気になれば数秒で《禊魂みそぎの泉》に到とう達たつできるが、さすがにその方法を選ぶ勇気はない。

　仕方ない。崖下に降りる道を探さがそう。

　諦めて引き返そうとした時、モズルが威い嚇かくの唸り声を上げた。

　森から醜しゆう悪あくな生物が、次々と姿を現した。

「くっ……！」

　ついに追いつかれてしまった。それも逃にげ場ばのない崖の上で。

　最悪だ。背中から紗音を降ろし、僕は後ずさりした。

　足元で、小石が崩くずれた。地球の引力に引かれ、遥か下の水面まで落ちていく。

　冗じよう談だんみたいな高さだった。控ひかえ目に見積もっても、五十メートルはある。

　骸がい骨こつ剣けん士し達が、じわじわと近づいてきた。数は十匹ぴき──いや、さらにもう十匹ほどが森の中から姿を現す。正面突とつ破ぱを試こころみるのは、どう考えても自殺行こう為いだった。となると……

　もう一度《泉》に視線を落とす。ヒモなしバンジーをやるしかないのか。

　だがそんなことをすれば、正しよう真しん正しよう銘めいの自殺になるだろう。いくら水面とはいえ、この高さから飛び降りればコンクリートの上に落ちるのと変わりない。助かる見込みはゼロだ。

　躊ちゆう躇ちよしているうちに、怪物達はさらに迫せまってきた。

「ちっくしょう……」

　汗が額を流れ落ちた。

　必死で逃げ道を探したが、どこにも突破口はない。《夏海引力》があれば切り抜けられたかもしれないが、皮肉なことに彼女の能力は僕自身が封ふうじてしまっている。

　もはや助かる道はなかった。遺のこされた選せん択たく肢しは、どういう死を選ぶか。

　僕は眼下の水鏡に目を向けた。

「…………」

　そうだな、連中に切り刻まれるよりはマシだろう。

　白骨の死神が、剣けんを構かまえて近づいてくる。追おい詰つめた獲え物ものを、仕し留とめるべく。

　僕は息を吸った。吐く。もう一度吸う。

　そして、懐ふところから手榴弾を取り出した。

「お前らに紗音は渡わたさねえよ」

　僕は指で安全ピンを弾はじくと、足元に落とした。そしてワンバウンドしたところを思い切り蹴け飛とばす。せめてもの置き土産みやげだ。怯ひるんだ魔ま物もの達に背を向け、僕は大地を蹴った。

　跳ぶ。足が地面から離はなれた。風を感じた。一いつ瞬しゆん、途と轍てつもなく間ま抜ぬけなことをしでかした気がした。だがもう引き返せない。その先にあるのは、死という厳げん然ぜんたる終着点。

　僕は紗音の頭を両手で抱かかえ込むと、《泉》めがけて落ちていった。

　頭上で閃せん光こうが弾けた。手榴弾の爆ばく発はつ音。

　青い水面が、迫る。鋭するどい風の音。紗音を抱だきしめる。

　水面。風。僕は目を閉じた。

　着水の衝しよう撃げきは──

　やけに弱かった。

　神秘的な力に抱ほう擁ようされ、優やさしく水面に激げき突とつする。落下感が急速に失われ、無数の白い気き泡ほうに囲まれながら、僕は漠然と理解した。どうやらこれも《泉》の水が持つ超ちよう能のう力りよくの一つらしい。全身を包み込んだ柔やわらかなオーラが、落下の衝撃を和やわらげてくれたのである。

　それでも僕の身体からだは十メートル近くも潜もぐり、青い世界の底辺に沈しずんでいく。

　僕は両手で水を掻かき、浮ふ力りよくを得ようとした。

　ん？　両手で？

　紗音がいない！

　紗音！

　探す。

　いた！

　白い泡あわの遥か向こう──軽く両手を広げ、長い髪かみを優ゆう雅がに踊おどらせて、ゆらゆらと水中を漂ただよっている。青い波の揺ゆらめきに浮ふ動どうする姿は、青空に舞う可か憐れんな天使。綺き麗れいだった。

　その幻げん想そう的な美しさについ見み惚とれていると、頭上で低い水音がした。

　水面から潜せん行こうしてくる異い形ぎようのシルエットが、目に飛び込んできた。

　追つい跡せき者しやだ！

　僕は焦あせった。なぜだ？　《死神の瞳ひとみ》はまだ解とけてないのか？

　骸がい骨こつの群むれが、少女を狙ねらって降下してくる。

　紗音！

　疑問の答えを探すより前に、僕は無む我が夢中で水を掻いていた。紗音までの距きよ離りは、怪かい物ぶつ達の方が近い。だが連中はうまく泳げないらしく、僕は一足先に彼女の元に到達した。

　左ひだり腕うでを確かめてみると、《瞳》はまだ赤みを帯びて輝かがやいていた。

　なぜ刻印は消えない？　どうなってる？

　圧あつ倒とう的てきな混乱と疑問に、僕は取り乱した。惑わく乱らんしているうちに、魔物達は四方から迫ってくる。加速する動どう悸き。肺の酸素が尽つき、息苦しくなってきた。もう逃げ切れなかった。

　どうすりゃいい？　どうすりゃ紗音を救える？

　何が足りないんだ？

　だが酸欠状態の脳が、思考を掻き乱す。意識が朦もう朧ろうとしてきた。早く浮ふ上じようしないと、もうすぐ窒ちつ息そくしてしまう。息ができない。息が。パニックの波が、押し寄せてきた。

　落ち着け。考えろ。考えるんだ。

　あの老人の言葉を、思い出した──《泉》の水は、人と人との繋つながり、心の絆きずなに反応する。誰だれにも愛されぬ者に、完かん璧ぺきな祝福は与あたえられない──確かそう言ってたか。

　心の絆？　彼女が誰かに愛されていることを証明すればいいのか？

　世界で一人ぼっちの、孤こ独どくな存在じゃないってことを。

　それを証明する方法といったら……

　胸が高鳴った。自分の辿り着いた結論に、僕は戸と惑まどった。

　それが本当に正しいやり方なのか？

　もし、これで絆を示せなかったら？

　だが迷まよっている場合ではなかった。剣を構え、周囲から怪物が襲おそい掛かかってくる。

　一いつ斉せいに、刃やいばが繰くり出された。六つの切っ先が、スローモーションで飛ひ来らいする。水圧で威い力りよくを殺そがれた、鈍にぶい刺し突とつ。しかし身動きできない水中では、かわしようがない。

　もう迷っている場合ではなかった。

　僕は水中を漂う少女を見つめた。

　心の中で、紗音を想おもう。強く。深く。

　この水中で、絶体絶命の状じよう況きよう下かで、彼女が誰かに愛されていることを、孤独じゃないことを証明する方法は一つしかない。奇き跡せきを起こす、たった一つのありふれた手段。

　紗音……

　彼女の肩かたを抱だく。

　そして。

　ゆっくりと。

　澄すんだ青い世界の中心で。

　無数の白い気泡に包まれて。

　僕は。



    

  
    
      　紗音と……



　死の刻印が輝きを放ち、全てが光に包まれた。

　　　　＊




　紗音を担かついでようやく岸辺に泳ぎ着き、僕とモズルはぐったりとその場に倒れ込んだ。

　空は青く澄み渡り、爽さわやかな色しき彩さいを天高くに広げている。朝陽を浴びた水面は目め眩くるめく光を反射させ、そよ風に誘さそわれて柔らかな踊りを演じていた。そこにはもう、怪物の姿はない。《死神の瞳》の引力から解放され、自分達の住むべき世界に帰ったのだろう。

　後に残されたのは、壮そう麗れいな大自然と、僕らと、そして……

　気配を感じ、僕は顔を上げた。

　正面の岩場に、天使を思わせる美少年が腰こし掛かけていた。

「魔物は去り、僕達だけが残った。あの時と同じだね」

「ミズキ……」

　疲つかれ切った身体を起こし、僕は懐から銃じゆうを抜ぬいた。

　が。

「銃で僕は殺せないよ。もう試ためしたろ？」

「……何しに来た？」

「何も。今の僕は君に掠かすり傷一つ負おわせることもできない。そして君も僕を殺すことはできない。お互たがいに手て詰づまりのこの状じよう況きようで、何ができるんだい？」

　柔らかな金きん髪ぱつを風に靡なびかせ、ミズキは立ち上がる。

「今日のところは引き上げるよ。でも、僕は諦あきらめたわけじゃない」

「待て！　瀬せ戸とさんを返せ！」

「それはできない」

「なぜだ？　鍵かぎって何だ？　アマリリスって誰なんだ？」

　すると、彼は「へえ」と感かん嘆たんの声を上げた。

「誰から聞いたのか知らないけど、意外だよ。君がその名前を知ってるなんて」

　そして、面おも白しろそうに目を細める。

「僕らの運命は、まだお互いに引き合ってるようだね」

「瀬戸さんは、アマリリスの生まれ変わりなのか？」

「生まれ変わりを信じてるのかい？　アニメの見すぎだよ」

　ミズキは笑った。違ちがうのか？

「転生なんて存在しない。人生は一度きりで、前世も来らい世せもない。今ある現実だけが、僕らの全てなんだ。だから僕は、僕の信じる道を行く。君は君の道を行け」

「どうすりゃいい？　どうすりゃお前を止められる？」

「僕を救おうなんて思わないことだ」

　意外なほど強い口調で、彼は言った。

「この想いは、僕を殺すことでしか止められない」

「…………」

　やはり、それしか道はないのか。僕らは殺し合う運命なのか。どちらかが死ぬまで。

　寂さみしげな微笑を浮うかべ、ミズキが背を向ける。暗あん澹たんたる気持ちで、僕は問いかけた。

「どこ行くんだ？」

「とりあえずは、南へ」

「何しに？」

「はは。僕の目的は一つだよ」

　彼は軽かろやかに笑い、

「それじゃ、夏海さんによろしく」

　懐から何かの装置を取り出すと、親指で操作した。

　瞬しゆん間かん移動装置のようなものらしい──去りゆく彼の後ろ姿が、景色の中に溶とけていく。

　さようなら。また会おう、凪なぎ沙さくん。

　幻げん影えいの中、残ざん酷こくな意味を秘めたその声だけが。

　現実的な響ひびきを持っていた。

　　　　＊




　眠ねむったままの紗音を担いで海岸まで戻もどってくると、マリンブレード号が沖おき合あいに錨びよう泊はくしていた。我わが家とも言うべき船を目にして、僕はようやく緊きん張ちようから解放されたが、すぐに胸むな騒さわぎを覚えた。フリゲート艦かんの第二トップスルヤードの一部が、破は損そんしていたのだ。よほど激しい戦せん闘とうだったのか、目を凝こらしてみると船体のあちこちが損傷している。

　ところがたんほいざあ号で急いで戻ってみると、損害は遠目に見るほどには酷ひどくなく、乗組員もみんな無ぶ事じだった。

　海鶴来さんのチームも一足先に帰き還かんしており、全員の乗船を確認した後、マリンブレード号は日本に帰るべく錨いかりを揚あげて出しゆつ帆ぱんした。海鶴来さんは不老不死の水を汲くみに行こうと主張したが、僕達が海岸を離れて間もなく島は実体を失ってこの世界から消えてしまったのである。周辺にナイトバジール号の姿もなく、瀬戸さんもミズキと去ったようだった。

「残念ですね、《泉》の水を一いつ滴てきも持ち帰れないなんて」

　水平線の果てまで続く大おお海原うなばらを眺ながめながら、海鶴来さんはため息をこぼした。

「凪沙くんの怪け我がまで治なおしちゃうんだから、手に入れれば大金が稼かせげたのに」

「紗音が助かっただけでも、よしとしようぜ」

「甘いですね、凪沙くんは。金運の女神は、前まえ髪がみしかないんですよ」

　幸運の女神だろ。

「結局、今回の収しゆう穫かくはこれだけですか」

　彼女は甲かん板ぱんのテーブルに顎あごを載のせ、その奇き妙みような物体を観察した。

　テーブルの上で直立しているそれは、典型的なアホ面づらをした人形の焼き物だった。高さは二十センチほど。小学生が図工の時間に制作した埴はに輪わの出で来き損そこないといった形状をしており、阿あ波わ踊おどりでもしているかのような間の抜けた格好をしている。何だ、これ？

「あの島で手に入れたんです。いかにも値打ちものって感じでしょ」

「そうかなあ」

「パシフィスの財宝だから、きっとすごい価値があるはずです」

「島のどこで手に入れたんだ、こんなの？」

「どこって、普ふ通つうに道みち端ばたに落ちてたんです」

　変なもん拾ひろってくんな。お嬢じよう様さまのくせにどういう育てられ方をしたんだか。

　いや、そんなことはどうでもいい。実はもっと気になることがあった。

「それはそうと、君ら何があったんだ？」

　僕は心底不思議に思って、尋たずねてみた。

　海鶴来さんは全身泥どろだらけで、髪かみは乱れて衣服もあちこちが綻ほころびていた。いや彼女だけでなく、みるかちゃんや貝かい塚づかさん、宝探さがしに出た連中はみんなひどい身なりだった。

「ええっと、ちょっといろいろありまして」

「あのね、お馬の人が──もがもごご！」

　何か言いかけたみるかちゃんの口を、海鶴来さんと貝塚さんが慌あわてて塞ふさいだ。

「あはは。気にしないで、凪沙くん」

「そうそう。お前さんが気にすることじゃない」

「お馬もごんごご！」

　みるかちゃんの口を手で塞ぎ、海鶴来さんと貝塚さんが引きつった笑えみを浮かべる。何を恥はずかしがっているのか、二人とも顔が真っ赤かだ。傍そばで幕まく内うちさんが肩をすくめていた。

　お馬の人？　この二人に何があったんだ？

　うわっ、すげー気になるぞ。

「教えてくださいよ。何があったんですか？」

「だから何もなかったんですってば」

「ああ。ホント平和な宝探しだったなあ」

「絶対嘘うそだ！　なんで隠かくすんですか!?　人に言えないことなんですか!?」

「凪沙くんには関係ありません！」

「余計なことに首突つっ込こむと、こうだぞ！　こうだぞ！」

「痛いててててててててててっ！　痛い！　痛いですって！」

　などと甲かん板ぱんで騒さわいでいると。

「あーら。随ずい分ぶんと賑にぎやかね」

　初しよ代だいがふわりとやって来た。

「船長の意識が戻ったわよん」



　船長室に入ると、深しん窓そうの姫ひめ君ぎみよろしく紗音はベッドに座すわって円まる窓まどから海を眺ながめていた。

　一目見て、彼女の快復ぶりが窺うかがえた。顔色もいいし、目の輝かがやきも違う。

「あ、悠馬！」

　部屋に入ってきた僕を目にして、紗音は嬉うれしそうに左袖そでをまくった。

「見て見て！　刻印が消えたよ、ほら！」

「よかったな。気分はどうだ？」

「すごくいいよ。悠馬が助けてくれたんでしょ？　ありがとう！」

「え？　あ……おう」

　珍めずらしく素す直なおに礼を言われたので、僕は面食らってしまった。

　どうした？　どっかで頭打ったか？

　屈くつ託たくのない愛らしい笑顔を前に、照てれ臭くさい気分になる。

「いいんだよ。ほら、約束だからな」

「約束？」

「ああ。昨日きのうの夜の」

　紗音のくりくりの瞳ひとみに、疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。

「覚えてないのか？」

「覚えてないも何も、あたしずっと寝ねてたと思うけど」

　なぬ？

「一回目を覚ましたろ？」

　彼女は小首を傾かしげ、少し考えてから、ぷるぷると首を振ふった。

「マジかよ」

「マジだよ」

　じゃあ何か？　一いつ緒しよに遊園地に行こうとか、悠馬に会えて嬉しかったとか、ずっと一緒にいたいとか、そんな会話を一切覚えてないってのか？　そりゃないだろ。《泉》に飛び込んだ時に頭を打って記き憶おく喪そう失しつになったのだろうか。それともあれは俺の夢だったのか？

「ねえ。あたし達、何の約束したの？」

「ううっと」

　返答に窮きゆうすると、紗音の瞳に疑ぎ惑わくの影かげがちらついた。

「まさかとは思うけど、あたしが寝てる間に変なことしてないでしょうね」

「…………」

　慌てるな、俺。水中でのあの出来事は、決して『変なこと』ではないぞ。

　あれは──そう、緊きん急きゆう蘇そ生せい法だ。

　だが動どう揺ようが顔に出たのか、紗音の表情が豹ひよう変へんした。

「したんだー！　おっぱいモミモミとかしたんだー！」

「するかっ！」

「信じられない！　パンツマン改あらためモミマン！」

「だからしてねえっつーの！」

「じゃあさっきの沈ちん黙もくは何よ!?」

「…………」

「ほら、また黙だまった！　やましいことしたんだ！　何したのよ!?」

「何もしてないって、ホント」

「絶対嘘よ！　なんで隠すの!?　人に言えないことしたんだ！」

「────！」

「──────！」

「───！」

「────！」

　事実を語ったら、ベーリング海に沈しずめられちまうな、こりゃ。

　真相は墓はか場ばまで持って行くことにしよう。

　紗音に追われて船内を逃にげ回りながら、僕は密ひそかに決意した。



    

  
    
      　エピローグ






　これは味み噌そ汁しるにワカメが浮かんでいるのと同じくらいよく知られた事実だが、どんな物語にも必ず終わりがあるものだ。例たとえばおとぎ話の典型的な結末は、次の通りである。

『愛のキスで呪のろいから解放されたお姫ひめ様さまは、王子様と幸せに暮らしたとさ』

　物語はこうしてハッピーエンドを迎むかえるが、だからといって王子様の人生がハッピーだったとは限らない。目覚めたお姫様が、天下無む双そうのワガママ女だったらどうする？

「悠ゆう馬ま、早く晩ご飯作ってよ！　あたしお腹ペコペコなんだから！　あれっ、まだ洗せん濯たく物ものも取り入れてないし、お風ふ呂ろも沸わいてない！　何やってんのよ！　もう辟へき易えきしちゃう！」

　この女をもう一度眠ねむらせたい。

　ていうか今度は俺が眠りたい。

　僕はキーボードを叩たたく手を止め、指で眉み間けんをつまんだ。

　学校から帰ってくるなり騒そう々ぞうしい奴やつである。

　たまには疲つかれ切って静かに帰宅すればいいのに。

　顔を上げると、いつの間にか部屋は強きよう烈れつな西日で照り映はえていた。時計を見ると、六時過ぎ。もうこんな時間か。窓の外には、黄昏たそがれに沈しずんだ夢ゆめ前さき市の街並なみが広がっていた。僕の知っている夢前市ではない。重じゆう複ふく世界の夢前市。知っているけど知らない世界……

「あれ？　悠馬、いないの？　ねえ、悠馬！　悠馬！」

　紗しや音のんが僕を呼んでいる。ということで、如月きさらぎ女子高校の夏服を拝おがみに行く前に。

　こうなった経けい緯いだけを最後に述のべて、今回の物語を締しめくくろう。



　僕らが日本に帰ってきたのは、つい先週のことだ。といっても僕らの冒ぼう険けんが、これで終わったわけではない。言うなれば、新たな航海に向けての一時休きゆう暇かだった。

　帰き港こうしてすぐに、ミズキの足取りを追うための情報収集も始められていた。彼がティアナスの復活を目もく論ろんでいる限り、僕と紗音は常に危険に晒さらされる。ミズキはどこへ行き、何をしようとしているのか、彼を止める方法はあるのか──それを知る必要があった。

　ナイトバジール号は目立つ船なので、太平洋岸のどこかに寄き港こうすれば海み鶴つる来ぎ社のネットワークがすぐに捕ほ捉そくできると海鶴来さんは請うけ合ってくれた。斉さい藤とうさんや岬みさきさん、他の乗組員も船乗り仲間から聞き込みを行ってくれている。そしてドック入りしたマリンブレード号は、次の出しゆつ港こうに備えて急ピッチで修理と再艤ぎ装そうが行われていた。

　もちろん僕も、暇ひまを持て余あまして回想録ばかり書いていたわけではない。ミズキの件と並へい行こうして、元の世界に戻もどる方法を見つけなければならなかった。

　僕自身はこちらの世界で暮らしてもいいと思っているが、紗音がそれに反対しているのだ。母親を独ひとりぼっちにするのはよくないと、彼女は言った。そういうことには敏びん感かんな奴なんだよな。確かに何も告げずに家を出てきたので、一度は帰りたい。こちらの世界で生きていくにしても、母親には一通りの事情を説明しておきたかった。それにミズキの手から瀬せ戸とさんを助け出したら、彼女を元の世界に送り返してあげる必要もあるしね。

　紗音が以前持っていたような重複世界を行き来できるアイテムを見つける──

　それが僕に与あたえられた大きな使命だった。

　そしてもう一つ、僕には緊きん急きゆうに解決すべき問題があった。

　当面の宿しゆく泊はく場所である。

「そんなのマリンブレード号で寝ね泊とまりすればいいじゃない」

　という初しよ代だいの提案に真まっ向こうから反対したのが、紗音だった。

「ダメダメダメ！　そんなの絶っ対ダメっ！」

「あら、どうして？」

「どうせあんた、悠馬に不ふ謹きん慎しんなことする気だもん」

「不謹慎？」

「エロいことよ」

「例えば、あなたにしたようなこと？」

　フフッ、と初代が小こ悪あく魔ま的な微笑を投げつける。

　紗音の顔が、かあっと赤くなり、彼女はぐっと言葉に詰つまった。

　お前ら、マジでそういう関係なのか？

　金きん髪ぱつ幽ゆう霊れい少女が、妖よう艶えんな色いろ香かを漂ただよわせて僕の首に腕うでを絡からめてきた。

「ね、いいでしょ悠馬くん。私といっぱい気持ちいいことしようよ」

「離～れな～さいっ！」

　紗音が間に割り込んできて、僕らを強ごう引いんに引ひき剥はがした。

「あたしの船で不純異性交遊なんて認めないわよ！」

「だったら悠馬くん、どうすんの？」

「琴こと菜な、あんたが泊とめてあげなさい。部屋いっぱいあるでしょ」

「ええ、いいですよ」

　海鶴来さんはあっさりと同意する。

「じゃあ悠馬くん、行きましょうか」

「おう。あ、その荷物、俺が持つよ」

「ありがとう。優やさしいんですね」

「大したことないよ。世話になるんだし」

「ちょちょちょ、ちょっと待った！」

　船を降おりようとしたら、紗音が呼び止めてきた。

「何ですか、紗音？」

「よ、よく考えたら、あなたのお爺じいさんってメチャクチャ厳きびしい人でしょ」

「ええ。それがどうかしました？」

「あなたってすごく可愛がられてるから、家に男の子を泊めるなんて無理じゃない？」

「平気ですよ。困ってる人とお金を持ってる人は見過ごすな、てのがウチの家か訓くんだし」

「でで、でもさ、何か間ま違ちがいがあると、あたしもお爺さんに申し訳わけが立たないし……」

　紗音は左右の人差し指を突つき合わせ、もじもじと言う。

　海鶴来さんに僕を泊めろと命令した張ちよう本ほん人にんが、今いま更さら何を言ってるのか。

　だが怪け訝げんそうに瞬まばたきしていた海鶴来さんの瞳に、理解の光が灯ともった。

「たた、確かにお爺様に反対されるかも」

「やっぱり無理？」

「うん。安請け合いしちゃいました。ごめんね、凪なぎ沙さくん」

　何だよ、この三さん文もん芝しば居いは。見ているこっちが恥はずかしい。

「それで、どうするの？」

　面おも白しろくてたまらないといった様子で、初代が尋たずねる。

　紗音は腕を組むと、そっぽを向き、

「し、仕方ないから……う、うちで泊めてあげる」

「まっ。船長ってば大だい胆たん♪」

「違ちがう！　そんなんじゃないんだから！」

　彼女は頬ほおを朱しゆに染めて、うろたえた。

「あたしはただ、部屋の片づけとか次の出港準備とかで男手が欲しいから、だから」

「女の子の一人暮らしって、大変ですもんね」

「そういうこと！　だから勘かん違ちがいしないでよ！　変な真ま似ねしたらすぐ追い出すからね！」

　と、彼女はビシッと僕を指差してきた。

　海鶴来さんの家の方がよさそうだな。

「何ですと!?」

「何でもねえよ」

「じゃあ行くわよ！　その荷物持って、ほら！」

　ミニスカートをひらめかせ、逃にげるような足取りで船を降りていく。

　なんつーか……可愛い奴。

　背はい後ごから初代が囁ささやいてきた。

「まむしドリンク、持ってく？」

「いらんっ！」

　僕はシャノちゃん号を引いてくると、荷物を抱かかえて下船した。

　先行する紗音が、怒ど鳴なり声を飛ばしてくる。

　へいへい。僕は自転車を押して、駆かけ出した。

　水平線に沈みゆく夕陽が、空を茜あかね色いろに燃やす。

　暦こよみは八月の手前。

　長い梅つ雨ゆが明け、紗音と過ごす夏休みが始まった──



    

  
    
      
　あとがき






　海が好きです。でも海は怖いです。怖くて不思議な話がたくさんあります。

　江戸時代のことです。茨城県の沖に一いつ艘そうの不思議な舟が漂ひよう着ちやくしました。鉄製のその舟には奇妙な文字が刻まれており、窓ガラスのようなものが嵌はめられていました。そしてそこには、赤い髪の異国の女性が一人乗っていたそうです。村人達は、彼女はどこかの国の王女様で、何かの罪を犯して海に流されたに違いないと推すい測そくします。彼らはその女性を恐れ、幕府に報告するのも大変だということで、彼女を再び海に追い払ったのでした……

　これは『虚舟の蛮女』と呼ばれる、江戸時代に作られた伝説・怪談です。

　海に流されてしまったその王女様は、どうなったんでしょうね。今も孤独のままに太平洋を彷徨さまよっているのでしょうか。それとも暗い深海に沈んでしまったのでしょうか。

　うーん。それじゃあんまりにも可哀想すぎます。だからこうしましょう。

　村に住むとある孤独な少年は、その王女様の境きよう遇ぐうに同情し、そして彼女に恋をしました。彼は村人の反対を押し切って虚舟に乗り込むと、王女様と共に太平洋に乗り出します。二人は永遠の愛を誓い、互いに孤独を癒いやし合いながら大海原に消えていったとさ。



　そんなおとぎ話を勝手に考えて物思いに耽ふけっていたのは、今からもう数年も前のことです。これが『紗音』の出発点でした。虚舟が虚島に、王女様はティアナスに、少年は桜波ミズキになって登場しています。当時の僕は人生のどん底で、何をやってもうまくいかず、あちこちの新人賞に応募する小説もことごとく落選するという有様でした。自分の才能のなさを痛感し、もう小説を書くのをやめようかと考えていた時期でもあって、どうせやめるんだったら最後に自分の好きなものや自分の趣味をできるだけ詰め込んだ作品を書いちゃえと思って書いたのが、『紗音』だったわけです。でも結局その後に『ヘヴンズ・ダイアリー』を書いて、もうこれで本当に打ち止めにしようと思っていたら信じられないことが起こって今もこうして書かせていただいております。感謝。



　さて、この２巻ですが、今回は子供の頃に聞かされた迷信が創作の出発点になっています。少年時代に誰かから「海で物を拾ってはいけない。海で拾った物には不吉なモノが憑ついている」という話を聞かされました。そんな昔のことをふと思い出し、「深海に沈んでいた虚島から持ち帰った財宝が原因で、紗音がトラブルに見舞われる」ってなストーリーを作ってみました。そして今回も１巻同様、童話を取り込んでいます。１巻では不思議の国の某少女を少し意識して（他にもかなりいろいろ意識しましたが）書いたのですが、今回は……まあ「鏡、毒、森、眠り」などのワードでお分かりになるかと思います。

　今後も『紗音』を書かせていただける場合は、こんな感じで児童文学というか童話的な雰囲気を意識していきたいなあと考えております。例えば、物語が終わった時、実はそれは絵本の中のおとぎ話で、おばあさんが暖炉の傍で孫娘に語り聞かせていたっていうあの御お馴な染じみのスタイルとか。おばあさんが高校生の少年に、絵本がパソコンに、おとぎ話が主人公の回想録ってな具合になっていますけど。



　というわけで、そろそろお別れです。最後までお付き合いいただきました読者の皆様、本当にありがとうございました。そしてイラストの水沢先生、担当さん、この本の制作・出版に携わってくださった全ての方にお礼申し上げます。それでは、



　Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ｎｅｘｔ　Ｓｔｏｒｙ！



二〇一〇年三月　直江ヒロト　　



    

  
    
      夏なつ海み紗しや音のんと不ふ思し議ぎな世せ界かい２



直なお江えヒロト
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